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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　紫むらさきに燃える闇やみ。荒あれ果てた大地に、クロノスは三人の少女を従えて立っていた。

「あれが、魔ま王おう城……」

　小こ柄がらな少女の呟つぶやきに振ふり仰あおげば、禍まが々まがしい城が彼らを見下ろしていた。

（ついに、ここまで……）

　と、肩かたにとまった燐りん光こう──儚はかなく清せい廉れんなかすみ草のごとき妖よう精せいが、鋭するどく叫さけんだ。

「ご主人さま、気をつけてください！」

　四人が身構えるやいなや、周囲の岩がん塊かいから黒い異い形ぎようの獣けものたちが飛び出す。

「魔ま族ぞく……！」

《グギャァァァアアアァアァァ!!》

　おぞましい咆哮の合唱オーケストラが大地を震ふるわせるよりも早く、クロノスの剣けんが鞘さや走ばしっていた。

「散れ！」

　短い叫びを合図に、少女たちがまるで訓練された猟りよう犬けんのようにパッと散開する。

「シルフィー、右方に回り込め！　ライアは足止めに徹てつしろ！　ミアは詠えい唱しようを！」

　三人が統とう率そつされた動きで応こたえるのを横目に見て、クロノスは笑えみを刻んだ。

　こんな雑ざ魚こごとき、俺と共に死線をくぐってきた彼女たちの敵ではない！

「ライア、深追いするな！　援えん護ごを待て！」

　赤あか髪がみの少女が瞬しゆん時じに意を得て飛び退さがる。その瞬間を見計らって、クロノスは吠ほえた。

「シルフィー！」

　刹せつ那な、光の矢が魔族たちに降り注ぐ。岩塊の上に立つ、凜りんと弓を構えた銀ぎん髪ぱつの少女。その手から放たれる光の筋が、異形の獣たちを次々と射い貫ぬいていく。

《グ、ギ……!?》

「余よ所そ見みしてんじゃねぇぞ、化け物！」

　敵が怯ひるんだ隙すきを突ついて巨きよ大だいな爪つめをはじき飛ばし、返す刀で逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げ屠ほふった。

　怒いかり狂くるった残党がこちらに狙ねらいを定め、一いつ斉せいに殺さつ到とうする。が──

「精霊剣ミラージユ・エツジ！」

　クロノスの前に躍おどり出た小柄な少女が、輝かがやく剣を一ひと振ふりする。

　剣から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迸ほとばしり、残る魔族たちをなぎ払はらった。

「よくやった、ミア」

　少女は不敵に、そして誇ほこらしげに笑い、亜あ麻ま色いろの髪をふわりと払う。

「あたしを誰だれだと思ってんの？　なんたって、あんたの一番弟で子しなんだからね！」

「あっ、ずるいぞミア！　一番は私だぞ！」

「あらあら。わたくしだって、クロノスさまの一の教え子と自負しておりますよ？」

　むむむ、とにらみ合う三人を制して、クロノスは笑った。

「よせよ、おまえら。誰が一番なんてことはない。三人とも、等しく大事な存在だよ」

「もう。クロノスったら、いつもそればっかり！　少しは認めてくれても──」

　小柄な少女がちょっぴり拗すねたように頰ほおを膨ふくらませた時──

「──クロノス。勇者クロノス、運命の申し子よ」

「！　女め神がみ……！」

　恭うやうやしくひざまずいたクロノスの前に、光の粒りゆう子しが立ち上る。

　光は渦うずを巻き、やがてたおやかに両手を広げた美しい女性を形作った。

「英えい雄ゆうクロノスよ。よくぞここまで救世の乙女おとめたちを導いてくれましたね。時が来ました。お行きなさい、愛いとし子たちよ。必ずや魔王を倒たおし、世界に光をもたらすのです！」

　女神の姿が光となってかき消え、クロノスは厳おごそかに立ち上がった。

（そう、俺の使命はこいつらを守り導くこと──最後の瞬間まで……！）

　決意を新たにするクロノスの前に、小柄な少女がおずおずと進み出た。

「ね、ねえクロノス。もし魔王を倒して世界が平和になったら、その……あたしと……」

　その先を、「あーっ！」と赤髪の少女が遮さえぎる。

「抜ぬけ駆がけはだめだぞ、ミア！」

「そうですよ。クロノスさまは、みんなのものなのですから」

「あっ、そうよね、やだ、あたしったら……。ごめんなさい、ライア、シルフィー」

　真っ赤になって俯うつむく少女の頭に、クロノスは優やさしく手を置いた。

「今は魔王を倒すことだ。続きは後で聞いてやるよ……平和な世界で、な」

「う、うん」

　ふっと微笑ほほえんだクロノスの肩から、妖精が飛び立つ。

「さあ、ご主人さま！　世界があなたを待っています！」

「ああ」と応えて剣を抜き放ち、闇に聳そびえ立つ城をにらみ据すえた。

「いよいよ最後の戦いだ！」

「クロノス！」「ああ、クロノスさま！」「あなたについていくわ、世界の果てまで！」

　救世の乙女たちの歓かん声せいが空を震わせ、クロノスは魔王城へと地を蹴けった。

　いま、最後の戦いが幕を開ける──！









　第一章　教えてやるよ、最強勇者への方程式ってやつをな──よし、まずは俺の話を聞け!?











「…──ょっと……僕──、下僕ってば！」

「はっ！」

　視界が弾はじけて最初に飛び込んできたのは、自分を睨にらみ上げる金色の瞳ひとみだった。

「夢……？」

　放心しているクロノスに、少女は苛いら立だたしげに指を突きつける。

「聞こえないの!?　ダンジョンは危険がいっぱいなんだからね！　モンスターの餌え食じきになりたくなかったら、あたしたちから離はなれないでちゃんとついてきなさい！　分かった!?」

「あ、ああ、悪い」

　クロノスはこめかみを押さえてぶんぶんと頭を振った。

　連日の疲ひ労ろうが祟たたったのか、歩きながら白昼夢を見ていたらしい。

（夢、か……。そうだよな。こいつらに限って、あんな都合のいい展開……ははっ……）

　遠い目をするクロノスを、少女たちが三者三様の表情で諫いさめる。

「ちょっと、まだぼーっとしてんの？　しゃんとしなさいよね、だらしない」

「この【森の廃はい坑こう】はすごく手て強ごわいって村の人も言ってたからな！　いざとなったら私たちが守るけど、クロもしっかりしてくれなきゃ困るぞ！」

「クロちゃん、足あし下もとが暗いです。照らしてくださいな？」

「へいへい」

　山のような荷物を背負い、三人の足下にかいがいしくランプを掲かかげながら、クロノスは左右に目を走らせた。

　そこは古い廃坑だった。岩を削けずって作った通路は狭せまく、今にも崩くずれそうな天てん井じようや壁かべを、古ぼけた木の柱が支えている。そこかしこには松明たいまつが掲げられており、どこからともなくぬるい風が吹ふいては四人の影かげを揺ゆらめかせた。

「さすが、古いダンジョンだけあって、雰ふん囲い気きあるわね……」

　こくりと喉のどを鳴らす小柄な少女の頭を、銀髪の少女が優しく撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ミア。こんなダンジョン、魔王城に比べたらたいしたことありません」

「そうだぞ！　どんなモンスターが出てきたって、私たちの手に掛かかればいちころだ！」

　赤髪の少女に背を叩たたかれて、ミアと呼ばれた少女の表情が引き締しまった。

「そう……そうよね、なんたってあたしたちは女神さまに選ばれた救世主なんだから！」

　まあ、確かにそうなんだけどな……それは間ま違ちがっちゃいないんだが──

　勇む少女たちの背中を眺ながめながら、クロノスは耳をそばだてた。確かこの辺りのはずなんだが……

　その視界を手のひらサイズの物体が横切る。

「もうすぐ例の広場ですね、ご主人さまっ！」

「引っ込んでろ、ベル。そろそろだ」

「むぐ！」

　クロノスはぶんぶんと飛び回るそれを捕つかまえると、胸ポケットに押し込んだ。

　それから間もなく、一行は拓ひらけた場所に出た。

「わあ、広い！　道がたくさんあるわ！」

　ドーム状の天井に、いくつも穿うがたれた横道──そこは大きな広場だった。クロノスにとっては見覚えのある光景だ。

　と、左右の暗くら闇やみから不ふ穏おんな音が反はん響きようした。

「何だ!?」

　ポニーテールの少女が叫ぶ。

（来たか！）

「退がれ！」

　クロノスが警告すると同時に、無数の横穴から人ならぬ影が次々と飛び出してきた。

　ひときわ小柄な少女が悲鳴を上げる。

「モンスターの群れだわ！」

「数が多いぞ！」

　色めき立つ三人を落ち着かせようと、クロノスは冷静に指示を飛ばした。

「大丈夫だ、数は問題じゃない！　慌あわてるなよ、まずは慎しん重ちように敵の様子を見て──」

「食らえぇーっ！」

「様子を見ろって言ったでしょうが!?」

　果か敢かんに斬りかかった赤髪の少女が、モンスターの反はん撃げきを受けて尻しり餅もちをつく。

「ひゃっ！」

「大丈夫、ライア!?」

「う、うん……！　気をつけろ、こいつら手強いぞ！」

「ええ！　今こそ救世主の力を見せてやる時よ！」

「こんな雑魚にやられるわけにはまいりません！　わたくしたちには、魔王を倒すという崇すう高こうな使命があるのですから！」

　少女たちが手近な敵にてんでばらばらに戦いを挑いどむ中、クロノスは毅き然ぜんと声を張った。

「落ち着け！　モンスター戦には連れん携けいが肝かん心じんだ、まずは一ヶ所に固まって──」

「このままじゃじり貧ひんだわ！　三方に分かれるわよ！」

「分かった！」

「ええ！」

「固まれって言ってんだろうが!?　いいか、絶対に横道には入るな──」

「そうだ、この細い道を利用するのよ！」

「よし、一人ずつ分かれて誘さそい込むんだ！」

「後で合流いたしましょう！」

「少しでいいから俺の話を聞いて!?」

　制止も虚むなしく三人は散り散りに散開し、隘あい路ろへと飛び込んでいく。

　やばい、ここはアリの巣みたいに入り組んでる、ばらばらに入られたんじゃ目が届かねぇ……っ！

　クロノスも慌てて少女たちの後を追いつつ、背中の大たい剣けんに手を滑すべらせ──と、

「危ない、クロ！」

「うおっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、のけぞった鼻先をビュン！　と烈れつ風ぷうが駆かけ抜けた。

　細身の剣が、クロノスに飛びかかろうとしていたモンスターを両断する。モンスターはべちゃりと弾けて濁にごった水へと還かえった。

「やった、当たったー！」

　ぴょんぴょんと飛び跳はねているのは、暁あかつき色いろのつややかな髪をひとつに結ゆい上げた少女──ライアだった。

「あ、あ、あぶ、危っ……！」

　のけぞったままぶるぶると震ふるえているクロノスをよそに、ライアは「ふう」と晴れやかに額を拭ぬぐい、

「危なかったな、クロ！」

「おおおおおまえが危ねぇわ！　俺の鼻があと一センチ高かったら持って行かれてるところだぞ!?」

「ドンマイ！」

「何が!?」

　問い返す間にも、ライアは「やー！」と次の獲え物ものに斬きりかかっている。──が、

「待てライア、無む闇やみに剣を振ふり回すな！　狭い場所では突つきを中心に──」

「[image: にだくてん]ゃあああああ！　剣が柱に食い込んだぁぁぁ！　助けてクロ！」

「だから言っただろうが!?　それでも名だたる騎き士しの出か!?」

　クロノスは泣きわめくライアを抱だきかかえるようにして手を重ねると、古びた柱を蹴りつけて剣を引っこ抜いてやった。

　勢い余ってライアを抱かかえたまますてーん！　とひっくり返る。

「わあっ!?」

「いててて……って、う……ッ!?」

　腕うでの中に転がり込んできた感かん触しよくに、どきりと鼓こ動どうが跳ね上がる。

　やややや柔やわらかいっ！　細い！　すげーいいにおいがする……！

「あっ、あっ、ごめんクロ！　重かったか!?」

「い、いや、ぜんぜん!?」

　ライアは「ありがと、助かった！」とはにかんで、モンスターを追いかけ回す作業に戻もどってしまった。

「え、あ、待てライア！　おまえはまずシルフィーと合流してだな……っ！」

　牝め鹿じかのように軽かろやかに駆けていくライアを追おうとした瞬しゆん間かん、鋭するどい声が飛んだ。

「クロちゃん、伏ふせ！」

「!?」

　反射的に地に伏せるクロノス──が、まさにそのこめかみをかすめて一本の矢が突き立った。

「オイイイ!?　伏せた方が危ないじゃねーか！」

「あらあら、ごめんなさい。手元が狂くるってしまって」

　片手に優美な弓を提さげ、小首を傾かしげているのは銀ぎん髪ぱつの少女、シルフィー。

「なんだか狭くて、狙ねらいを付けるのが難しいですねぇ」

「だから広場で戦えって言ったのに！」

「動かないでください、クロちゃん。今度こそ外しませんので」

「えっ、もしかして俺を狙ってるの!?　なんで!?」

「うふふ。もちろん、ライアにセクハラした罰ばつですよー」

「いやいやいや！　あれは不ふ可か抗こう力りよくだろ!?」

　刹せつ那な、シルフィーの足下にぶよりと蠢うごめく影を察知して、クロノスははっと息を吞のんだ。

「シルフィー、岩の陰かげに一匹ぴき居るぞ！　慎重に──」

「えい、えいっ！　えーい！」

「ちょ、違っ、こっちじゃない！　やめ、あぶ、危なっ！」

　矢の乱らん舞ぶから逃にげ惑まどい、別の横道へと逃げ込む。

「ミア、そちらへ行きましたよ！」

「あたしに任せて！」

　凜と澄すんだ声がして、亜あ麻ま色いろの髪かみがなびいた。

　ひときわ華きや奢しやな少女──ミアが自分に手のひらを向けているのを見て、戦せん慄りつする。

「おい待てミア、やめろ──！」

　目に見えない精せい霊れいたちがざわりとざわめいて、クロノスはとっさに跳び退しさろうとし──その顔面に、こぶし大の球体が直撃して弾はじけた。

「うごっ!!　うっ、げほっ、げほ……！　てめぇ……！」

　崩れ落ちるクロノスを見下ろして、ミアはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「なんだ、下僕じゃない。モンスターかと思ったわ」

「何の魔ま法ほうだ、これは!?」

「あたしのオリジナルよ。新しく開発したの」

「オリジナルだと!?　い、一体どんな効果が──」

　ミアは腰に小さな手を当ててふんぞり返り、

「エレガンスフローラルのかおりが一ヶ月は取れない魔法」

「ふっざけんな！　大の男にそんなかおりさせて許されると思ってんのか！」

「あと、すごく柔らかくなる」

「ただの柔じゆう軟なん剤ざいじゃねぇか！　なんでそんな魔法を開発した!?」

「暇ひまだったから」

「くだらない魔法で遊んでる暇があったら剣術を鍛きたえろって言ってるだろ！」

「きゃんきゃんうるさいわね、レベル１のむらびとが。戦せん闘とうの邪じや魔まよ、引っ込んでて」

　ミアはわずらわしそうに肩かた口ぐちにかかった髪を払はらった。その腰で、クロノスが彼女と出会ってからついぞ抜ぬかれたところを見たことがない鞘さやががしゃんと無骨な音を立てる。

　もう、なんでこいつら頑かたくなに俺の命令を無視するの!?

「頼たのむからいい加減、俺の言うことを聞いてくれ！」

「なによ、あたしたちに指図する気？　下僕のくせに」

「だから、俺は下僕じゃなくてっ──」

　言いかけた瞬間、視界の端はしで緑色のゲルが蠢く。

「ッ！　危ねぇ！」

「きゃ!?」

　クロノスはミアを押し倒たおすようにして覆おおい被かぶさった。空を切ったモンスターがべちゃりと壁かべに張り付く。

　くっ、こいつらにはまだ荷が重かったか……！

　胸中で舌を打ちつつ、腕の中のミアに言い聞かせる。

「いいかミア、こいつは俺が引き付ける！　その間に──」

「ちょっと、どいてよ！」

「おっふ！」

　みぞおちにどふっ！　と鋭い一いち撃げきを叩たたき込まれて、たまらずうずくまった。

　脂あぶら汗あせを流すクロノスを押しのけて、顔を真っ赤にしたミアが立ち上がる。

「下僕のくせにでしゃばるんじゃないわよっ！　あんたみたいにへなちょこで腰こし抜ぬけで荷物持ちしか能がないむらびとはね、黙だまってあたしたちに守られてればいいのっ！」

「っぐぅぅ……なんで俺がこんな目に……っ！」

　ぎりぎりと歯ぎしりするクロノスの周囲で、足音が入り乱れる。

　いつしかクロノスを中心に、三人の勇者が集結していた。

　ライアが緊きん迫ぱくした声を上げる。

「しまった、囲まれたぞっ！」

「いやおかしいだろ！　なんで勇者が三人もいてピンチに陥おちいるんだよ!?」

「うるさいわね、ちょっと黙ってなさいよ！」

　ライアの剣は高速で空くうを切り、シルフィーの弓矢はあらぬ方向へと逸それ、ミアはエレガンスフローラルのかおりをまき散らしている。

　くそ、俺がせっかく苦労してお膳ぜん立だてしてやったっつーのに……！

　クロノスはたまらず声を上げた。

「いいか、黙って俺の言うことを聞け！　ミア、正面の敵を狙え！　シルフィーは頭上を警けい戒かい！　ライアは右方に──むぐ!?」

　小さな靴くつに頭を踏ふまれて地べたに突っ込む。

「退さがってなさい、下僕！」

「安心しろ、クロ！　私たちが守ってやるからな！」

「クロちゃん、待てステイですよ！　いい子にしてたらごほうびをあげますからね！」

「ぐ……！　うぐぐぐ……！」

　額を地べたになすりつけられて、これまで我が慢まんしていたものが頂点に達した。ミアの足を振り払い、吠ほえる。

「だから俺は下僕でも犬でも守られるべき弱者でもない！　かつては大陸最強まで上り詰つめた伝説の勇者にして、おまえらの指導者なんだっつーの！」

『…………』

「なんだその痛い子を見るような目は!?」

　ミアがしゃがみこんで、クロノスの肩にぽんと手を置く。いつもは不ふ機き嫌げんそうな顔に気の毒げな微笑ほほえみさえ浮うかべて、

「下僕、あなた疲つかれてるのよ」

「いたわるな！　優しくするな！　哀あわれむなぁぁぁ！」

「だってあんた、あたしたちと出会った時、スライムに襲おそわれて死にかけてたじゃない」

「あ、あれにはやむにやまれぬ事情があったんだよ！　俺は勇者なの！　魔ま王おう城に一番近い男とまで呼ばれた、Ｓランクのベテラン勇者なの！　いい加減信じてくれよぉおお！」

「なによ、泣くことないでしょ」

「あはは、クロは本当に繊せん細さいだなー！」

「クロちゃん、いい子いい子」

　困り顔でクロノスを取り囲む三人めがけて、モンスターたちが飛びかかってくる。

「ちょっ、ライア、うしろうしろ！　シルフィーはいい加減に俺を狙うのやめて！　ミア、へっぽこ魔法はもういいから剣けんを取れ……っ！」

「さあみんな、がんがんいくわよっ！」

「ああもう、じゅもんつかうな！　いのちだいじに！　めいれいさせろぉぉおおお！」

　入り乱れる戦せん況きよう。少女たちに踏みしだかれるに至って、クロノスは涙なみだ目めで叫さけんだ。

「頼むよおまえら！　仮にも勇者なら、スライムくらいさくっと倒してくれよぉおお！」

　やっぱりこのへっぽこ勇者どもを魔王城まで導くなんて、夢のまた夢だ！

　クロノスの胃に多大なダメージを与あたえながら、三人の駆かけ出し勇者たちはスライムの群れをどうにかこうにか撃げき退たいしたのだった。










「ふー。どうなることかと思ったけど、なんとか切り抜けたな！」

　晴れ晴れとした笑顔で額を拭ぬぐっているのはライア。

　やんちゃそうな猫ねこ目めに、高く結ゆい上げたつややかな赤い髪。すんなりと伸のびた手足は牝め鹿じかのようで、指の先まで元気と活気が漲みなぎっている。その出自は誉ほまれ高く、大陸の秩ちつ序じよの守り手、『暁あかつきの騎き士し団』団長の末すえ娘むすめである。

　職業、勇者。
















「これで魔王城にまた一歩近づきましたね」

　そう言ってほんわりと柔らかな微笑みを浮かべているのはシルフィー。

　緩ゆるやかにウェーブのかかった銀髪をハーフアップにしていて、白を基調とした優美な服は、おっとりと垂れた夜明け色ヴアイオレツトの瞳ひとみによく似合っている。生家は大陸中に名の聞こえた貴族で、噂うわさによると裏社会にも顔が利きくというから恐おそれ入る。

　職業、勇者。




「あたしたちの名前が世界にとどろく日も近いわね！」

　ふふんと鼻を鳴らして傲ごう岸がんに腕を組んでいるのは、愛あい称しようミアことアミーリア。

　小さな身体からだをふわふわと覆う亜麻色の髪。ぱっちりと大きくて気の強そうな瞳。つんけんとした仕草には、けれどどことなく品のよさが漂ただよっていて、気高い猫を思わせる。それもそのはず、彼女は人々の暮らしをおはようからおやすみまで見守るミスティア大商会会長の一ひと粒つぶ種だねで、蝶ちようよ花よと育てられた箱はこ入いり娘なのだ。

　ただ、見た目は令れい嬢じようそのものなのだが、性格に難がある。

「ああ、暑い。下僕、風になりなさい」

「そんな投げやりな無茶ぶりってある!?」

「は？　できないの？　あんたあたしたちの下僕でしょ？」

「できねぇよ！　俺にもできることとできないことがあるよ！」

「あの時、何でもするって言ったわよね？」

「っ、それは言ったが……！」

　ミアはバラ色の唇くちびるから「はー」と聞こえよがしにため息を吐つき、

「何よ、使えない。無む駄だに大きいだけしか取り柄えがないんだから、たまには役に立ってみせなさいよね」

「くっ……！」

　この通り、わがまま、高たか飛び車しや、唯ゆい我が独どく尊そん。不機嫌そうに顎あごを突つき上げるその姿はさながら小さな女王さまだ。その上趣しゆ味みは魔法開発で、ろくでもない魔法ばかり生み出している。

　職業、勇者。




　つまりこの一行は、四人の内三人が勇者という異色のパーティーなのであった。しかもこのお嬢さまがた、聞けば幼い頃ころから姉妹のように育った幼なじみだという。その上──

「それにしてもこのダンジョン、手て強ごわいって聞いてたけどそうでもないわね」

「なんだか拍ひよう子し抜ぬけですね」

「もっと強い敵と戦いたいな！」

　ミアは「そうね」と胸に手を当て、

「なにせあたしたちは、女め神がみさまに選ばれた勇者──救世主なんだから！」

　──そう。こんなへっぽこな彼女たちだが、正真正しよう銘めい『女神に選ばれし乙女おとめたち』であり、『世界に光をもたらす救世主』なのだ。

　にも拘かかわらず、スライム相手に大苦戦するというこのふがいなさ。

　そして残る一人、クロノスはといえば、

「俺の苦労も知らないで好き放題しやがって、このへっぽこ勇者どもが……！」

「は？　何か言った？　下僕の分際で」

「ナンデモゴザイマセン」

　理ワ由ケあって、すっかり下僕という地位におさまっていた。

（くそ、何で俺がこんな目に……！）

　むろんクロノスとて望んで理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けているわけではないが、これには複雑な事情があった。




　女神の加護を受け、豊ほう饒じような大地と清せい廉れんな水、そして豊かな四季に恵めぐまれた世界。かつてこの大陸は、人間たちの桃とう源げん郷きようであった。

　しかし、今から遡さかのぼること二千年余り。長らく平和だった世界に、一いつ滴てきの黒い染しみが落ち、じわじわと世界を侵しん食しよくしていった。

　──配下の魔ま族ぞくたちを操あやつっては人々を苦しめるその者の名は、魔王。

　その強大すぎる闇やみの支配者は、女神の力をもってしても打ち倒すことはできず、二度と目覚めぬように封ふう印いんするだけで精せい一いつ杯ぱいであったという。

　しかし魔王は深い眠ねむりにあってなお、負の波動を大陸中にまき散らし、魔族たちを生み出し続けた。魔族は古い遺い跡せきや洞ほら穴あなに巣食い、不気味なダンジョンへと変へん貌ぼうさせ、モンスターを生み出しては人々を脅おびやかす。

　やがて魔族を打ち払はらい、ひいては魔王を倒たおすべく、数多あまたの冒ぼう険けん者たちが立ち上がった。

　人と魔族のせめぎ合いは長らく拮きつ抗こうしていたが、ここ数年になって魔族の動きが活発になり、魔王の復活がまことしやかにささやかれるようになっていた。

　そして、クロノスの運命を大きく変えることになる、三ヶ月前のあの日。元げん凶きようたる魔王を倒し、世界に真の光を取り戻もどすべく、女神によって三人の乙女が人知れず選ばれた。

　クロノスは密ひそかに女神の命めいを受け、選ばれし救世主たちを導くことになったのだが──ごらんの通りこの少女たち、てんで言うことを聞かないのだ。

（くそ、よりによってこんなへっぽこわがままお嬢じようさま方を導かなきゃならねぇとは、とんだ貧びん乏ぼうくじだぜ！　これなら一人旅の方がよっぽどマシだ……！）

　クロノスは人知れずこめかみを押さえ──

　と、胸ポケットがごそごそと動いたかと思うと、万年筆サイズの物体が飛び出してきた。

「こほっ、こほ！　ちょ、何このにおい！　ご主人さま、何してくれてんですか～っ！」

　苦しそうに咳せき込んでいるのは、正真正銘本物の妖よう精せい、ベルである。

　妖精といえばおとぎ話などに出てくる、半ば架か空くうの生き物だ。多くの伝説では花の蜜みつを吸い、邪じや悪あくな心に触ふれれば息絶えてしまう、儚はかなく神聖な存在だと記されているが──

「けほけほ！　くさっ！　フローラルくさっ！　ご主人さまくさいですよ！」

「やめろその言い方、傷つくわ！　用がないなら引っ込んでろ！」

「無理ですよ～、ポケットの中ひどいにおいですもん！　なに色気づいちゃってんですか、大の男がフローラルのかおりまき散らしてるとか、それだけでギロチンものですよ～！」

「そんなに!?」

　ベルは見た目だけなら、ふわふわした金の巻き毛に空色の瞳、透すき通る羽、小さな身体を包む光の粒りゆう子しと、いかにも妖精然とした姿をしているのだが、いかんせんひどく口が悪かった。悪気はないのだが、その分ナチュラルに傷をえぐってくる。しかも、

「前から思ってたんだけど、おまえもしかして俺のこと嫌きらいなの……？」

「へ!?　とんでもない！　好きです、大好きですよー！　頭から丸かじりしたいくらい！　あっ、でもお造りもいいですね！　いや塩焼きも捨てがたい……！」

　心なしかクロノスを食材として見ている節がある。怖こわい。妖精ってもっとこう、繊細で儚げなものじゃないの……？

「ダメよベルちゃん、こんなの食べたらおなかを壊こわすわよ！」

　少女たちがクロノスからベルを奪うばい取って、代わる代わる撫なでる。

「よしよし、ベル。可か哀わい想そうに」

「クロちゃん、妖精さんは冒険者の守り神なんですよ？　大切にしなくては」

「そうよ！　可愛かわいいベルちゃんをそんな狭せまい胸ポケットに押し込めて、あまつさえ自分を『ご主人さま』って呼ばせるなんて、虐ぎやく待たい反対！」

「好きで呼ばせてるわけじゃねぇよ！」

「うふふふ……女の子の肌はだふわふわすべすべ柔やわらかぁい」

「やだベルちゃん、くすぐったい！」

　ベルはミアに頰ほおずりして今にも蕩とろけそうな顔をしている。

　く……身を粉こにして働いてる俺が罵ののしられて、女の子大好きで下心透け透けのベルが優ゆう遇ぐうされるなんて、納なつ得とくいかねぇ……！

　ぎりぎりと歯がみするクロノスの許もとに、ライアが「そうだ！」と駆け寄ってくる。

「なぁクロ、レベル上がった!?　パーティーランクは!?　上がった、上がった!?」

　ライアの背後にぶんぶんと振ふられるしっぽの幻げん影えいを見ながら、クロノスは腰こしに下げている革かわ張ばりの書物を開いた。

「いや、まだだ」

　ミアが眉まゆをひそめる。

「おかしいわね、そろそろ上がってもいい頃なのに」

「ちゃんと更こう新しんされているのですか？」

「ああ。今の戦せん闘とうで得た経験値も、倒したスライムの数も、自動で記録されてる」

　クロノスが開いているのは、『冒険の書』と呼ばれる書物であった。

　冒険の書は、冒険者支し援えん協会──通つう称しようギルドから各パーティーに発行される身分証にして、冒険には欠かせないアイテムだ。各人のレベルはもちろん、経験値やＨヒツトＰポイントやＭマジツクＰポイントなどのステータスが表示され、しかも自動で記録・更新されるという優すぐれものなのだ。

「なー、なー！　レベル上がるまで、あとどんくらいっ？　もう魔王城行ける？」

「ええと」

　ライアに腕うでを揺ゆすられて、クロノスは冒険の書に目を落とした。

　開いたページには、パーティーのランクと三人の勇者のステータスが並んでいる。





『ライア・ルルシエ　　　しょくぎょう：ゆうしゃ　　レベル４』




『シルフィー・アレンフォート　　　しょくぎょう：ゆうしゃ　　レベル４』




『アミーリア・ミスティア　　　しょくぎょう：ゆうしゃ　　レベル３』






　……へぼい。とても魔王城なんて乗り込めるわけがない。

　パーティーランクは言わずもがな、最下級のＥ──駆かけ出し冒険者レベルだ。

　そして末まつ尾びに連なったクロノスの説明文といえば、たった一行、





『げぼく』






「…………」

　名前はおろかレベルやステータスすら表示されていない。完全にパーティー外の扱いだ。もはやモブだ。

　切なさのあまり涙なみだぐむクロノスの手元を、ライアが伸のび上がってのぞき込む。

「なー！　経験値、どれくらい溜たまった？　いつレベルアップする？」

「あー……残念だが、次のレベルまではまだまだだな」

「ええー？　じゃあランクは？」

「ランクなぁ……」とぼやきながら、クロノスは頭を搔かいた。

　冒険者には、経験値によって得られる個人の『レベル』の他ほかに、パーティー全体の熟練度──『ランク』が付ふ与よされている。

　ランクはレベルと違ちがって、ただモンスターを倒せばいいというものではなく、ギルドから要よう請せいされる『クエスト』の達成や人助けなど、パーティーの功績によって上がる。

　つまりランクはそのパーティーの世界への貢こう献けん度を示すと同時に、認にん知ち度そのものをも示している。そのためランクが上がれば受注できるクエストの種類が増えたり、特とく殊しゆな武器を使えたり、さらには月ごとにギルドから報ほう酬しゆうを支給されたりと、旅の幅はばが広がる特典がいっぱいなのだ。

　クロノスとしても、一刻も早く上がってほしいところだが……

「ランクを上げたいなら、もっと功績を残さねぇとなぁ」

　ライアはよほど落らく胆たんしたのか、「えー」と肩かたを落とした。

「おかしいぞ、こんなにがんばってるのにー」

「ランクもレベルも、なんでこんなに上がらないのよ。あたしたちは救世主なのよ？」

「早くしないと魔王が復活してしまうというのに、困りますねぇ。わたくしたちの行く先には、どうしてスライムしか出てこないのでしょう？」

「うっ！」

　やばい、話を逸そらさなくては……！　クロノスはわざとらしく明るい声を発した。

「ま、まあ復活したところで、魔王も二に度ど寝ねくらいするだろ。なにせ二千年も寝てたんだからな！　それよりほら、スライムがドロップした金、拾わなくていいのか？」

　きらきらと輝かがやく地面を指さすと、ミアの顔が輝いた。

「あっ、そうだったわ！」

　スライムがいなくなった跡あと、濡ぬれた土の上には、そこかしこに金貨や銀貨が落ちていた。

　それらを嬉うれしそうに拾い集める少女たちをほっと胸をなで下ろしつつ見守っていると、肩に座ったベルが「あのー、ご主人さま」と耳打ちした。

「さっきの戦闘ってスライムしかいなかったように見えるんですけど、もしかして──」

　クロノスは「ああ」と事も無げに頷うなずき、

「スライム以外のモンスターは、昨夜の内に殲滅しておいた」

「またですか!?」

　驚おどろくベルに「しっ！」と指を立てる。

「当たり前だろ！　低レベルかつ初心者のあいつらをオークやキメラみたいな化け物とぶつからせるわけにはいかねぇからな！」

「でも経験値を稼かせがなきゃ、レベルだって上がらないじゃないですか！　せめてドクウサギくらいまでは残しておいてもいいんじゃ……」

　ベルの軽々しい提案を、クロノスは鬼おにの形ぎよう相そうで切り捨てた。

「そんなことしたら、こいつら死んじゃうでしょうが!?」

「ええええ!?　武器さえあれば子どもでも駆く除じよできる下級モンスターですけど!?」

「いいかベル、ドクウサギには毒があるんだぞ!?　スライムにすら苦戦するあいつらを、ど、ど、ドクウサギなんて恐おそろしいモンスターと戦わせた日にはどうなることか……！」

「ちょっと過保護すぎませんかね!?　いくら心配だからって！」

　クロノスはぶんぶんと首を振った。

「第一、忘れたのか!?　出会ったばかりの頃、ドクウサギを飼いたいとか駄々こねたミアが嚙まれて毒にやられて天に召されかけたことを！　とにかく、あいつらがある程度成長するまでは、スライム以外の危険要素は徹てつ底てい的てきに排はい除じよする！　名付けて、『旅のはじまりは慎しん重ちように！　低レベルの冒険者はスライムから慣れさせよう！　作戦』だ！」

「なんですそのダサいネーミング!?　全くもう、いくらなんでも甘やかしすぎですよ～」

　ぶつぶつと呟つぶやいていたベルが、ふと左右を照らす明かりを見み渡わたす。

「……ところでご主人さま、壁かべに魔ま法ほうの松明たいまつが掲かかげてありますが、あれは……」

「ああ。昨日あらかじめ設置しておいた。暗いとライアが怯おびえるからな」

「えーと……古い炭鉱の割には、妙みように道がきれいですが、それは……」

「ミアがつまずきそうだったから、石という石を除よけて、足場が悪い所は舗ほ装そうした」

「あと、虫どころかクモの巣ひとつ見当たらないんですけど……」

「きれい好きで虫むし嫌ぎらいのシルフィーのために、すみずみまで掃そう除じして殺虫剤ざいを撒まいた」

「…………」

　ベルは腕を組んでじっと考え込んでいたが、やがて小さな手を挙げた。

「あのご主人さま、ちょっといいですか」

「ああ」

「ご主人さまって、勇者なんですよね」

「そうだな」

「しかも伝説級の、大陸に並ぶ者がないと言われたほど腕の立つ勇者なんですよね」

「まあな」

「……それがなんで下僕扱あつかいされて、しかも夜な夜なダンジョンに潜せん入にゆうしては、こそこそ整備なんかしてるんですか!?」

「それは俺が聞きたいよ！」

　クロノスは心の底から叫さけんでいた。

　そう。クロノスは昨晩の内に単身この【森の廃坑】に乗り込んで、低レベル勇者であるミアたちのために隅すみから隅まで整備していたのだ。

「最強勇者にまで上り詰つめた俺が、まさかダンジョンを整備する羽目になるとはな……！」

　今でこそ下僕に成り下がっているが、クロノスはこれでも世界で五人しか存在しない、Ｓ級ランクの最強勇者であった。

　史上最年少、わずか八歳にして勇者となったクロノスは、数々のダンジョンを攻こう略りやくしては華はな々ばなしい功績を打ち立て、いつしか『魔王城に一番近い男』とまで言われるようになっていた。

　そんな彼の前に大陸の創始者──女め神がみが降臨したのは、三ヶ月前のこと。クロノスは大陸に名を馳はせたベテラン勇者として、救世の乙女おとめたちを一人前の勇者に育てるという尊い使命を授さずかったのだが──

　ほんとこいつら、俺の言うこと聞かないんだよなぁ……

　クロノスは試ためしに、金貨を地面に並べているミアへと話しかけた。

「……なあミア、なんで剣けんを使わねぇんだ？　勇者なのに」

　かねがね思っていた疑問を口にするも、返ってきたのは「はァ？」という不ふ機き嫌げんな唸うなりだった。

「なに？　あんたあたしに指図するの？」

「そういうわけじゃないが、せめて魔法を教えてやるから……」

「誰だれがあんたなんかに教わるもんですか！　勘かん違ちがいしないで、あんたはあたしたちの下僕なんだからね！」

　予想通りの反応が返ってきて、はぁ、とため息を吐く。

　本来なら教え子であるはずの少女たち、全くクロノスの言うことに耳を貸さないのだ。それもこれも、女神があんな所に送り込むから……！

「すっかり信用なくしてますねぇ」

「昔みたいに魔法が使えりゃ、まだ楽なんだがな……まさかあの力を使うわけにはいかねぇし……」

　ないものねだりをしたところでしょうがない。せめてランクが上がればギルドからの支援も受けられるし、待たい遇ぐうも良くなる。このへっぽこ勇者たちとの旅も、ずいぶん楽になるはずだ。──何より、彼女たちを育てなければリアルに世界が滅ほろぶというのだから、どんなに理り不ふ尽じんで報むくわれなかろうが、与あたえられた使命を果たし抜ぬくしかない。

「とにかく、まずはこいつらの冒ぼう険けんを裏から支えて、ランクをＤに上げることが当座の目標だ。この【森の廃坑】、村人が言ってた通り、Ｅランクのダンジョンにしては手て強ごわい。慎重に進もう」

「分かりましたけど、次からはベルも仕し込こみについていきますからね！　昨夜みたいに、寝てる間に置いていったりしないでくださいよ！」

「えー、いやだよ、おまえすぐ俺の部位持っていこうとするんだもん」

「目玉くりぬかれてかじられたくなかったら連れて行ってください！」

「……はい」

　集めた金貨を見下ろして、ミアたちは満足そうに手を払はらう。

「ずいぶん儲もうかったわね！」

「これでクロちゃんの新しい首輪が買えますね！」

「いや俺首輪とかしてないしする予定もないけど」

　旅をはじめたころは、生きつ粋すいのお嬢じよう様さまがたのイカれた金銭感覚に度ど肝ぎもを抜かれたものだが、順調に金の尊さを学びつつあるようだ。彼女たちとともに冒険に出た初めての夜、わずかばかりの路銀を高級レストランで使い果たし、皿洗いを強しいられたことは記き憶おくに新しい。
















「でも、ま、あんなに喜んでもらえると、苦労して仕込んだ甲か斐いもあるかな」

　はしゃぐ三人を見守りながら、やれやれと息を吐く。モンスターは元を糾ただせば土や水といった、自然物の塊かたまりである。本来ならば現金をドロップすることなどあり得ない。

　これらの金貨は、クロノスがあらかじめモンスターの懐ふところにねじ込んでいたものなのだ。

　ベルが不思議そうに首をかしげる。

「でも、どうしてわざわざモンスターにドロップさせるんです？」

「ああ、あいつら、ご褒ほう美びがないと気分次し第だいでモンスターをスルーしたりするからさ。少しでも楽しく経験値を稼がせようと思って。名付けて『お小こ遣づかい稼ぎでゲーム感覚★　いつの間にか経験値もアップでｗｉｎ‐ｗｉｎ！　作戦』だ！」

「いやご主人さま一方的に搾さく取しゆされてるでしょ、ｗｉｎ‐ｗｉｎではないでしょ」

　と、取りこぼしはないかと辺りを見回していたミアが不意に歓かん声せいを上げた。

「わあ、見て、アイテムよ！　モンスターってお金だけじゃなくて、アイテムもドロップするのね！」

「『星明かりの雫しずく』だな！　確かＭＰを30回復するんだ！」

「わたくし初めて見ました！　きれいですね！」

「ご主人さま、もしかして……」

　半眼を向けてくるベルに、クロノスは「そうだ！」と親指を突つき出した。

「より宝探し感を得られるように、新たにアイテムもねじ込むことにした！　これでモンスター退治がより楽しくなるなっ！」

「ほんとマメですね！　いやいややってる割には向いてるんじゃないですか!?」

「んなわけねぇだろうが。あいつらに冒険をボイコットされるよりは、少し手間かけても仕込んだ方がよっぽどマシだってだけだ」

　多少懐は痛むが、そんなことはスムーズな冒険の前にはささいな問題だ！

　そこまで考えて、クロノスはふと疑問を覚えた。

「っつーか……おまえらって、なんで親に援えん助じよしてもらわねーの？」

　なにせもれなくいいところのお嬢じようさまがたなのだ。せめて金銭の余よ裕ゆうがあれば、少しは（自分の）負担が減るのだが……。

　クロノスが尋たずねると、ミアが「はあ？」と眉まゆを寄せた。

「援助？　親に？　そんなの冒険って言えるの？」

「みんなで旅に出る時に誓ちかったんだ！　自分たちの力だけでやり抜こうって！」

「世間を知るお勉強にもなりますからね」

　クロノスは「ふーん」と相づちを打ちながら、少し考えを改めた。

（好き放題やってるようで、ポリシー持ってんのな……）

　騎き士しに貴族に大商会──その気になれば大陸中にコネがあるだろうに、あえて身分を明かさずに冒険しているのも、彼女たちなりの流りゆう儀ぎなのかもしれない。

（まあ、けっこう見どころはあるんだよな。姿勢っつーか、意気込みだけは十分だし……。仕方ねぇ、多少は苦労するが、世界のためにも俺がこいつらを一人前に育てて──！）

「星明かりの雫ってあんまりおいしくないな！」

「なんで今飲んだ!?」

　ぱんぱんになった財さい布ふをクロノスのリュックに押し込んで、ライアがぐっと拳こぶしを握にぎった。

「よし、お金も手に入れたことだし、どんどん行くぞー！」

　ライアとシルフィーが勇んで歩き出す。

　クロノスもそれに続こうとし──ミアが手招きしているのに気付いた。

「なんだよ」

　小走りで隣となりに並ぶが、ミアはなおも苛いら立だたしそうに手招きしている。

　怪け訝げんに思いながら見下ろしていると、形のいい眉がぎゅっと寄った……と思ったら、唐とう突とつにすねに蹴けりが入り、

「うぐ!?」

　脇わき腹ばらに拳が食い込み、

「ふ[image: ぉだくてん]っ!?」

　たまらず屈かがんだところで襟えり首くびを摑つかまれ、ぐいと引き寄せられる。

「ちょっ!?」

　人形のように整った顔が、今にも触ふれそうなほどに近付き、

「クッキー」

「は？」

「クッキー。寄よ越こしなさい。昨日言ったわよね？　焼いておいてって」

「あ、ああ、おやつな？」

　あの手招きは屈めという合図サインだったのか。分かりづれぇよ……とぼやきつつ、クロノスは昨日のうちに用意しておいたお菓か子しの包みを引っ張り出した。初めての野宿で三人娘がモンスターを調理しようとして以来、一行の食はすべてクロノスが担っている。

「……甘い物ばっかり食ってると、身体からだ壊こわすぞ」

「うるさい」

「ライアみたいに好き嫌いせずに食えよ。シルフィーも、甘い物の食べ過ぎは美容に悪いって言ってただろ」

「だからうるさいってば！　あんたさっきから何様のつもり──」

「せっかくきれいな肌はだしてんだから、もっと気を遣つかえって言ってんだ、俺は」

「──っ!?　な、な、なにっ……！」

　ミアは口をぱくぱくさせていたが、やがて顔がみるみる赤らみ、

「あ、明日あしたはマドレーヌね！　忘れたら承知しないからっ！」

　クロノスの手から包みを引ったくると、ぱたぱたとライアたちを追いかけてしまった。

「慌あわただしいやつだな」と見送っていると、小さな手に頰ほおをつつかれた。

「あの～、ご主人さま。ミアちゃんあれでけっこう照れ屋さんですから、あんまりいじめないであげてくださいね？」

「誰が！　俺が!?　あいつをか!?　逆だろ！」

　当のミアは耳まで真っ赤になりながら包みをビリリと開けている。

「な、なによあいつ、急にあんなっ……わけわかんない、下僕のくせに生意気だわっ！」

　親の仇かたきのようにクッキーをぱくつくミアの背中を眺ながめつつ、クロノスは眉をひそめた。

「栄養偏かたよるなぁ……まあ、人参とほうれん草練り込んでおいたからいいけど」

「そんなとこまで気を遣ってるんです!?　下僕の鑑かがみですね!?」

「下僕じゃねぇよ、勇者だよ。……しかしあいつ、普ふ通つうに頼たのめねぇのかな」

　三人は基本的にマイペースで人の話を聞かないのだが、中でもミアは扱あつかいづらかった。

　懐なつきもしないのに餌えさだけせびる猫ねこのようだと呆あきれていると、ベルが「ふふっ」と笑った。

「相変わらず女心が分かってませんね。あれはミアちゃんなりに甘えてるんですよ～！」

「甘、え……？　あれが……？　あいつが、俺に、甘え……？」

　そんなことがあり得うるのか？　そもそもあんな不器用な甘え方があるのか……？　と首を捻ひねりつつ、三人の後を追って洞どう窟くつを進む。

【森の廃坑】はいよいよダンジョンという様相を呈してきた。

「このダンジョン、けっこう入り組んでるわね」

　ダンジョンとは魔ま族ぞくの巣の総そう称しようである。それらは洞窟であったり遺い跡せきであったり、今回のように廃坑であったりする。

　各ダンジョンには、主ボスである魔族の強さやモンスターの強さ、難易度に応じて推すい奨しようランクが設けられている。魔族を倒たおせばダンジョンクリアなのだが、難易度によって攻こう略りやく時に得られる経験値が違ちがい、今回の【森の廃坑】はＥランク推奨──ごく初心者向けのダンジョンで、攻略して得られる経験値は１００程度である。

「さあ、ここからが正念場っ……！　俺が一晩かけてあれだけお膳ぜん立だてしたんだ、さっさと攻略して、さくっと魔ボ族スを倒してくれよ!?」

「でも確か【森の廃坑】って、崖がけが多いって話でしたよね。ミアちゃんたちが落ちなきゃいいんですけど……」

「それなら問題ない。なぜなら──」

　クロノスがベルに答えかけたとき、一行は木の板で塞ふさがれた道の前を通りかかり──

「わあ、この道何だろう!?　すごく気になるぞ、行ってみようっ！」

　一目散に木の板に飛びつくライアを、クロノスは光の速さで引き留めた。

「待て、なんでわざわざ塞いである方に行くんだよ!?」

「この先に冒険のにおいがするんだ、きっと思いもよらない出会いが私を待っている！」

「廃坑でいったい何と出会うんだよ!?」

「腐くさった死体とか！」

「それホントに出会いたい!?　確実に冒険のにおいではないだろうよ!?　おい待て、やめろ、剝はがすな、その先には崖が……！」

　叫さけんでしまってからはっと口を閉とざす。

　が、時すでに遅おそく、ミアの疑わしげな視線がじっとりと突き刺ささっていた。

「崖？　あんた今、崖って言ったの？」

「うぐっ……！」

「なんであんたがそんなこと知ってんのよ？　ねぇ？」

「うぐぐぐっ……！」

　まさか俺が昨晩の内に塞いでおきましたなんて、口が裂さけても言えない……！

　クロノスは、詰つめ寄ってくるミアから顔を背そむけ──

「崖……がけ……が……っ、がカっツけケーーわ、あー俺今日も最高にがカっツけケーーわァ……！」

　しきりと髪かみをかき上げるクロノスを、ミアはゴミでも見るような目で見上げ、

「……何なの？　キモい」

「くっ、ふ……！」

　ゆうしゃくろのすはこころに１００のダメージをうけた！

「と、とにかく、塞がれてる道をわざわざ行くことはねぇだろ!?　こっちの道がいいんじゃねぇかな!?　なっ!?」

「さっきから何なのよ？　何か都合の悪いことでもあるわけ？」

「そ、そうじゃないが、なんかこう、嫌いやな予感がするんだよ！」

「ふふ、嫌な予感ですか。クロちゃんは本当に怖こわがりですね」

「そっか、クロは怯おびえてるんだな。大だい丈じよう夫ぶだぞ、クロ！」

　ライアがクロノスの手を取ったかと思うと、真しん摯しな瞳ひとみで覗のぞき込んでくる。

「何があっても私が守ってやるよ！　弱き者を守る──それが勇者の務めだからな！」

「トゥンク……☆」

　一いつ瞬しゆんときめいてしまって、クロノスは慌てて首を振ふった。騎士の習性なのかもしれないが、こいつ俺のこと姫ひめか何かだとでも思ってんの!?

「じゃなくてっ、寄り道なんかしてる暇ひまないだろ!?　先を急いだ方が──」

　ライアに気を取られている間に、ミアが木の板を剝がしにかかっていた。

「うーん、うーん……この板、なかなか剝がれな──きゃっ!?」

　尻しり餅もちをつきそうになったミアを、間かん一いつ髪ぱつで受け止める。

「っと──！　ほら、危ないから、な？」

「～～～～っ！」

　覗き込むと、ミアはクロノスの腕うでの中から跳とび退しさって、シャー！　と髪を逆立てた。

「き、気安く触さわらないでよっ！　ライア、シルフィー、行きましょ！」

　それきり木の板には見向きもせず、逃にげるように歩き出してしまう。

「な、なによあいつ！　ちょっと力があるからって、いい気にならないでよ！　ちょっと手が大きいからって、ちょっと腕ががっしりしてるからって、ちょ、ちょっと、い、いいにおいがするからってっ……あ、あれあたしの魔ま法ほうのせいだ」

　ミアは何やらご立腹のようだが、とりあえず注意は逸そらせたようだ。

　ほっと息をつくクロノスの頰を、ベルがぺちぺちと叩く。

「もう正直に、崖があるって言っちゃったらどうですか～？」

「そんなことしたら、俺が裏から手を回してることがバレちまうだろうが！　プライドの高いあいつらのことだ、俺がこそこそ整備してたなんて知られたら、機き嫌げんを損そこねて一生ボイコットしかねない……！」

　ああもう、なんでよりによってこんなわがままご令れい嬢じようさまがたが救世主なんだ！　でも女め神がみがこいつらじゃなきゃダメだって言ってたんだよなぁ……っ

　堂どう々どう巡めぐりして頭をかきむしっていると、分かれ道に出た。

「どちらに進みましょうか？」

「うーん、こっちがいいわ！」

　ミアが選んだ道はあいにく行き止まりだったが──

「あっ、宝箱よ！」

「やったー、『虹にじの髪かみ飾かざり』だ！　これ欲しかったんだー！」

　言わずもがな、あれもまた昨夜の内に仕し込こんでおいたものだ。

　喜ぶ三人をうんうんと見守っていると、頭上のベルがぷらぷらと足を揺ゆらした。

「ご主人さま、どうしてダンジョンに宝箱を置くんです？」

「あいつら、すぐにへそ曲げるからさ。たとえ行き止まりでも、宝箱さえあれば『ラッキー☆』って気分になるだろ？　名付けて、『宝箱でモチベーションアップ！　ダンジョンを楽しく歩いて体力づくり！　ついでにアイテムも補ほ充じゆうできて一石三鳥☆　作戦』だ！」

「作戦名もうちょい短くなりません？」

　廃坑を弾はずむように歩きながら、ミアがはしゃいだ声を上げる。

「冒ぼう険けんって楽しいわね！」

「ダンジョンって思ったより明るいし、宝箱もあるしな！」

「宝箱には、新しん鮮せんな薬草や、町で売ってるのよりも強い武器が入ってたりしますし」

「そうそう！　戦せん闘とうはスライムしか出てこなくて楽勝だし！」

「しかも倒したらお金やアイテムをドロップするなんて、知らなかったぞ！」

「宿屋に泊とまればＨＰが全回復してるしね」

『ほんと、冒険って不思議！』

　不思議じゃねぇよ、全部俺の努力のたまものだよ……！

　鬱うつ々うつと歩くクロノスを引き連れ、一行はとある部屋に足を踏ふみ入れ──ミアがはっと息を吞のんだ。

「毒の沼ぬま地ちよ！」

　かつては休きゆう憩けい所だったらしいその部屋には、床ゆか一面に紫むらさき色いろの液体が広がっていた。

　どろりとした液体はぽこぽこと気き泡ほうを発し、いかにも深そうだ──そしてその中を、見事な一本道が通っていた。おまけに対岸には宝箱が設置されている。

「あのご主人さま、これって……」

　ベルの視線に、鷹おう揚ように頷うなずく。

「もちろん、俺の仕事だ」

「ですよね……。あの宝箱には何が入ってるんですか？」

「薔ば薇らの花束」

「え……薔薇って、あの薔薇です？　回復アイテムとかではなく？」

「ああ。殺さつ伐ばつとしたダンジョンに薔薇の花束……心が癒いやされるだろ？」

「花さえあげれば女の子がいつでもどこでも喜ぶと思ったら大間違いですよ童どう貞てい野や郎ろうが」

「辛しん辣らつ！　ちくしょう見てろ、絶対に喜ぶからっ！」

「はー。まったく、ご主人さまってほんとセンスないですよね。薔薇の花束なんてきっとミアちゃんたち怒おこるでしょうから、代わりにベルが受け取ってあげても……」

　なにやらふんふんと腕を組んでいるベルを無視スルーして、クロノスは内心でほくそ笑えんだ。

「どうだへっぽこ勇者め、おまえたちのために道を作ってやったぞ！　そればかりか宝箱ご褒美まで用意してやるというこの懐ふところの深さ！　さあ渡わたれ、思う存分渡るがいい！　そして薔薇の花束でモチベーションが上がった勢いでちゃちゃっとダンジョンを攻略するんだ！」

　しかしあからさまな道を前にして、ミアが腕を組んでうなる。

「……まるであつらえたような一本道ね」

「うっ!?」

「怪あやしいですね、罠わなかもしれません」

　ミアとシルフィーの鋭するどい見解に、ライアが勢いよくうなずいた。

「そうだな！　ここはあえて──毒の沼を泳いで渡ろう！」

「いやなんでだよ!?　せっかく道を作っ……道があるんだから素す直なおに渡れよ!?」

「だからその道が怪しすぎるって言ってるのよ」

「だ、だが今回は毒消し草なんか持ってきてねぇし──！」

　しかしライアは晴れやかな顔で「大丈夫だ、ほら！」と沼の対岸を指し示す。

「向こう岸まで泳ぎ切れば宝箱があるだろ!?　あの中身はきっと毒消し草と見たっ！」

　宝箱俺の厚意が裏目に出たぁぁぁああああ！

「違う！　あれは薔薇のっ──」

「は？　薔薇の？　何？」

「い、いや、じゃなくて、そのっ……！」

　うろたえるクロノスをよそに、ライアは準備運動を始めている。

「がんばれライア！」

「目や口を開けてはだめですよ！」

「うんっ！」

「待て待て待て！　本当に泳ぐのか!?　こんな猛もう毒どくが口に入ったらおだぶつだ、せめて、せめて背泳ぎか平泳ぎで……！」

　クロノスの制止を振り切って、ライアは見事なフォームで飛び込む。

「私はフリーしか泳がないッ！」

「ちょっと自由すぎんだろぉぉぉおお！　そんでミアとシルフィーおまえらは普ふ通つうに渡るのかよぉぉおお!?」

　ホントなんなのこの子たちばかなのォォオオ!?

「その調子よ、ライアーっ！」

「いいタイムです！　もうすぐ、もうすぐゴールですよーっ！」

　美しいフォームで泳ぐライアの横を、ミアとシルフィーがコーチのごとく伴ばん走そうし、その後をクロノスが追いかける。

「すごい、ライア！　泳ぎきったわ！」

　案の定、毒に侵おかされたライアは、真っ青な顔でぜいぜいと息を荒あららげている。

　と、クロノスが腰こしに下げた『冒険の書』が黄色い光を放ち始めた。

「いけない、ＨＰがピンチよ！　下僕、毒消し草！」

「だからないって言っただろうが！」

「この役立たず！」

「ごめんなさい！」

「だ、大丈夫ですミア、きっとこの宝箱の中に毒消し草が……っ！」

　シルフィーが勢いよく宝箱を開き──そこには見事な薔薇の花束が鎮ちん座ざしていた。

「はあああッ!?　毒消し草じゃないじゃない！　誰だれよこんな役に立たないもの入れたやつ!?　ダンジョンで薔薇の花束とかなに気取ってんのよ、王子さまのつもり!?」

「ううっ……！」

「と、とにかくライアに与あたえてみましょうっ！」

「えっ、薔薇を!?　なんで!?」

　クロノスの驚きよう愕がくを振り切って、シルフィーは赤い花束をライアの胸むな元もとにそっと添そえた。

　鮮あざやかな花びらに包まれて、紙のような顔色をしたライアが弱々しく微笑ほほえみ、

「……あり……が、と……」

「おいこれ完全に埋まい葬そうの絵え面づらじゃねぇか！」

「ダメよ、これダメだわ！　ちょっと下僕、なんで毒消し草持ってないのよ!?　旅の基本でしょ!?」

「まさか毒の沼を泳ぐとは思いもしねぇよ！」

「ライア、気をしっかり持つのです！　それは薔薇です、食べても毒は治りません！」

　どうすんだよ、道まで作ったのに毒に侵おかされるとか想定してねぇよ！　ミアに襟えり首くびを摑つかまれ揺さぶられながら、クロノスは必死に頭を巡めぐらせ──はっと目を見開いた。

　いや、待て、ある……！　いざという時のために取っておいた虎とらの子こ！　あらゆるステータス異常を治ち癒ゆする、その名も万ばん能のう草そう！

　クロノスは荷物の底からしなびた万能草を引っ張り出すと、ライアに突つきつけた。

「ライア、使え！　これさえあればあらゆるステータスが治る！」

　しかしライアは高潔なまなざしで首を振り、

「お、おまえの施ほどこしは、受けない……！」

「何でだよ!?」

「だって、私たちは勇者だ……毒くらい、なんてことない……でも、もしもクロが毒に侵された時に、それがないと、困るだろ……？」

「なんでこんな時だけ無む駄だに勇者っぽいんだよ!?　今じゃねぇよ!?　勇者っぽさを発揮するのはおおいに良いことだが今ではねぇよ!?」

　ライアの頭を膝ひざに乗せて介かい抱ほうしているシルフィーが、悲鳴を上げる。

「ああ、どんどん顔色が悪くなっていきます！」

「くそっ、かくなる上は……！」

　クロノスは物もの陰かげに飛び込んだ。リュックを降ろして手を突っ込む。

　クロノスが普ふ段だんから背負っているリュックには、ミアたちの日用品はもちろん、ダンジョン整備セット、調理器具、食材、予備のアイテム、日ひ傘がさ、化け粧しよう品ひん類、さらにはティーセットまで常備されているのだ。その中から──

「ご主人さま、変装セットの出番ですね!?」

「ああ！」

　クロノスは変装セット袋ぶくろから行商人服を引っ張り出すと、手早く着き替がえた。背負しよい子こを背負い、帽ぼう子しを被かぶり、ヒゲを着けて立派な商人の完成だ。
















「よし行くぞ！　名付けて、『まあ便利、こんなダンジョンの奥に行商人──』」

「いいから早く行ってください！」

　ごほん！　と大きく咳せき払ばらいしてから、ミアたちの許もとへ現れる。

「え、えぇ～、万能草、万能草はいらんかねぇ～」

「あら、こんなところに行商人さんが！」

「助かったわ！　すみません、毒消し草ください！」

「いやぁ、あいにく毒消し草は切らしててね、代わりにこの万能草──」

「はあ!?　毒消し草がないとか品しな揃ぞろえ悪すぎ！　それでも商人!?」

　めっちゃ怒られた！　そういえばこいつ大商会の娘むすめだったわ！

「す、すみませんねぇ。でもこの万能草なら、あらゆるステータス異常が治るよ～」

「じゃあそれでいいわ、早くください！」

「はいはい、お安いご用で！」

　愛想良く揉もみ手をしながら、クロノスはほくそ笑んだ。これで自然に万能草を入手させることができる！

　瀕ひん死しのライアをシルフィーに任せて、ミアがぱたぱたとポケットをはたき──

「いけない！　お財さい布ふ、下僕に預けてるんだった！　ちょっと下僕、どこにいるのよ!?」

「!?　そそそそそうだ！　商売十周年記念だ、特別にタダであげちゃうよ～っ！」

　自分を捜さがさせないための苦肉の策だったが、次の瞬しゆん間かん、完全に失言だったことを悟さとった。

　のんきに砂浴びをするスズメを見つけた猫ねこのように、ミアの目が鋭く光る。

「はあ？　タダ？　商人のくせに何言ってんの？　それで商売が成り立つわけ？」

「うっ!?」

「それに一人でひとけのないダンジョンにいるなんて、費用対効果が低すぎる……あんた本当に行商人？」

　さ、さすが天下の大商人の娘、鋭い……っ！

　さらに、うろたえる行商人クロノスにミアが「ん？」と顔を近づけてふんふんと鼻を鳴らす。

「このにおい……下僕と同じ……？」

　やべぇぇえ！　俺今エレガンスフローラルの呪のろいにかかってるんだったぁぁああ！

「や、ややややっぱりいいですっ！　正規の値段で売りますっ！」

「そうね。商売には長期的な目が肝かん心じんよ。安易にセールなんてしないほうがいいわ」

　ミアはひとつ頷くと、声こわ高だかに呼ばわった。

「下僕！　お金！」

「っ！」

　そうだったぁぁあああ！　こうなったら仕方ねぇ！

　クロノスはきょろきょろしているミアの隙すきを突いて再び引っ込むと、怒ど濤とうの早着き替がえに取りかかった。

「ご主人さま、お見事です！　売れっ子モデルも真っ青の早はや業わざ！」

「無責任な賛辞とかいらないから、袖そで引っ張って……！」

「下僕、どこなの！　あたしのお財布を持ってきなさい！」

「へいへい！」

　はみ出したシャツを突っ込みながら飛び出す。

「ちょっと、なんて恰かつ好こうしてるのよ、だらしないわね」

「悪い、野暮用！　で、いくら必要なんだ!?」

「あっ、値段聞くの忘れた。行商人さーん！」

「ッ!?」

　クロノスは猛もうダッシュで岩いわ陰かげに飛び込んだ。

「あれ？　いないわね、行商人さん！」

「はいはいはいはい！」

　ぜいぜいと息を切らせながら行商人として再登場する。

「万能草、いくら？」

「ひ、一束１００ゴールドですよ」

「下僕、１００ゴールドだって！　下僕、どこよ!?」

　クロノスは神速で着替えると、転がるようにして銀貨をミアの手に押し付けた。

「へい！　１００ゴールドお待ち！」

「あんたさっきから何ハァハァ言ってんの？　キモチワルイ」

「悪かったな……！」

　ミアは銀貨を掲かかげて振ふり返る。

「行商人さん、これで万能草ちょうだい！　あら、いないわね」

「はいはい、ただいま！」

「ご主人さま、ヒゲ！　ヒゲつけ忘れてますよっ！」

　ダンジョンで脱ぬいだり着たり脱いだり着たり、なにやってんだ俺!?

　クロノスはよろよろと壁かべを伝いながら、三み度たび行商人として現れた。

「あら、あなた、顔が真っ赤ね。大だい丈じよう夫ぶ？　服もずいぶん乱れてるし……」

「だ、大丈夫ですよ、おじょうさん」

「座りなさいよ。水飲む？　下僕、水！」

「い、いいえ、本当に大丈夫ですから！」

　それでもミアは心配そうに眉まゆをひそめている。根は優やさしいんだよな……とほほえましく思いながら、万能草を渡わたす。これでようやくミッションクリアだ。

　しかし、万能草を受け取ったミアの顔色が変わった。

「ちょっと、この万能草しなびてるじゃない！　まけなさいよ！」

「えええええ!?」

　おまえあんだけ安易なセールするなとか説教垂れといて!?

「こんなもん正規の値段で売りつけようっての!?　商人の風上にも置けないわね！」

　少しくらいしなびてたっていいじゃん！　ちょっと前までは薬草の使い方すら知らなかったくせに！

　内心で叫さけびつつも、クロノスはしぶしぶ譲じよう歩ほした。

「で、では80ゴールドで……」

「だめ、２ゴールド！」

「ちょっと安すぎねぇ!?」

　別にタダで譲ゆずってやってもいいくらいなのだが、なんとなく後に引けない。

「せめて50ゴールド……！」

「10ゴールド！　これ以上は一歩も譲れないわ！」

「さっ、30ゴールドでなんとか……！」

　ミアは鬼おにの形ぎよう相そうでクロノスをにらみつけていたが、その眉み間けんがふっと緩ゆるんだ。

「仕方ないわね。30ゴールドで買ってあげる。あなたにも家族がいるのだろうし、取っておきなさい」

「ありがとうございます……！　毎度おおきに！　それでは！」

　クロノスはおつりと万能草を渡すと、素す早ばやく物陰へ隠かくれながら目め頭がしらを押さえた。

「うう、ミアのヤツ、なんて優しいんだ！　お客さまは神さまってこういう意味か！」

「ご主人さま、結局ありえないくらい値切られてますからね!?　だまされないで！」

　と、ライアの「死ぬかと思った～！」というのんきな声が聞こえてきた。どうやら万能草が効いたらしい。

　胸をなで下ろしつつ上着の袖を通す。

「クロちゃ～ん？　出発しますよ、クロちゃん！」

「またいなくなった！　さっきから失しつ踪そうしたりハアハアしたり何やってんのよあいつ!?」

「おっと、やべぇ。へいへい！」

　クロノスは息を切らせながら立ち上がった。これでようやく先に進めそうだ。

「あっ！　ご主人さま、あのー──」

「ベル、すまんが今は忙いそがしいから、後でな！」

「あ、はい！」

　変装セットを突つっ込み、荷物を背負い、襟えりを整えながら飛び出す。

「おう、待たせたな！」

　クロノスはさわやかに手を振りながらミアたちの許もとへ駆かけつけ──ふと立ち止まった。

　三人の視線が、下半身に集中している。

「なんだ、どうした？　三人とも、何見て──」

「あの、ご主人さまぁ～！」

　背後からベルの声が掛かかる。

「やっぱり教えておいたほうがいいと思うんですけど、ズボン穿はき忘れてますよ～！」

　立ちすくむ四人の許へ、空飛ぶズボンがふらふらと追いかけてきた。

「…………」

　氷のような沈ちん黙もくの中、ミアが三人を代表して口を開く。

「……何、してんの、あんた……」

「い、いや、これは……！」

「ダンジョンで……下半身丸出しで……」

「丸出しじゃねぇだろ、よく見ろ！　あ、やっぱ見なくていいわ！　ごめん見ないで！」

「荒あらい呼吸、着乱れた服、行商人とあんたが共通してまとう、エレガンスフローラルのかおり……！　あんた、もしかして──」

　だめだ、同一人物だとバレた!?

　蒼そう白はくになるクロノスに、ミアが鬼の形相で吠ほえる。

「行きずりの行商人と一体ナニしてんのよ!?」

「ナニもしてねえよ!!」










「まさかクロにそんな趣しゆ味みがあったなんてな！」

「うふふ。クロちゃんってば、やんちゃですねぇ。でも行きずりはだめですよ～？」

「信じらんない！　最低！　不潔！　色しき魔ま！　たんぽぽ！」

「だから違ちがうんだって！　俺はおまえたちのためを想おもって……やめてそのゴミを見るような目！　信じて！　少しで良いから俺のことを信じて！」

　クロノスは涙なみだ目めで頭をかきむしった。

　それもこれも毒の沼ぬまを泳いだりするからだろうがぁぁああ！

「っていうかおまえら、今さらだけどなんで勇者三人なんだよ!?　みんな勇者なら良いってもんじゃねぇだろうが！　困るだろ!?　回復役とかがいないと困るだろ!?」

　長いこと秘ひめていた思いの丈たけを叩たたきつけるが、ライアは満面の笑えみで頭をかいた。

「いやぁ、なんか小さい頃ころ、『冒ぼう険けん者になって、パーティー組もうね！』って約束したのはいいんだけど、気がついたら全員勇者になっちゃってて、そのままノリで！」

「そんな軽い理由で!?」

「っていうか、あんた、自分は回復魔ま法ほう使えないわけ？　普ふ段だんからあたしに魔法を教えてやるとか偉えらそうにしてるくせに」

　ミアにじろりと睨にらまれて、クロノスは目を逸そらした。

「いや、昔は使えたんだが、今はその……」

「ああ、はいはい。過去の栄光、過去の栄光」

「くっそ、こいつ絶対信じてねぇな……」

　と、唐とう突とつにリュックを引っ張られ──振り向くと、ミアが薔ば薇らの花束を大切そうに差し込んでいた。

「……持って帰るのか、それ？」

「は？　何？　なんか文句ある？」

「いや、てっきり興味ないもんだと……」

「薔薇に罪はないわよ」

　ミアは薔薇の花に顔を寄せて、優しく目を細め、

「……きれい」

　その無防備な微笑ほほえみに、クロノスの胸がどきりと高鳴り──誤ご魔ま化かすようにベルを突つつく。

「ほ、ほら見ろベル！　ミアのやつ喜んでんじゃねぇか！　見たか、俺の男子力！」

「ふーん。まあ良かったんじゃないですか？　あんまり調子乗ってっと手と足の爪つめ剝はがして入れ替かえますよこの童貞番長が」

「嫌いやだよ怖こわいよ！　なんで怒おこってんだよ！」

　と、ふんふんと鼻をうごめかせていたライアが「それにしても」と首を傾かしげた。

「なんか、このダンジョン、変じゃないか？」

「うっ!?　な、何がだ!?」

「こう、もにゃもにゃするっていうか、ナゴナゴするっていうか……」

「どういうことだ!?」

「ピヌピヌする？」

「やばい、余計に分からない！」

　しかし謎なぞのライア語に、ミアとシルフィーが同調する。

「そうよね。すでに誰だれかが通った跡あとがあるっていうか……」

「道を塞ふさいでいた板も真新しかったですし、毒の沼の一本道といい、薔薇の花束といい、明らかに人の手が入ってますねぇ？」

「き、気のせいだ！　きっと昔の炭鉱跡だから、その頃の名残なごりだろ！」

「そうかなぁ？」

「そうそう！　だいたいライア、おまえの鼻、今日は当てにならないんじゃねぇか!?　俺のエレガンスフローラルな香かおりにあてられて鼻がいかれちまってるんだって！　なっ？」

「うーん、そっかぁ。ウイウイすると思ったんだけど、気のせいかぁ」

　首をかしげつつも、一応は納なつ得とくしてくれたようだ。

　クロノスは額を拭ぬぐいながらひとりごちた。

「やばい、焦あせった……こいつら急に鋭するどいこと言い出すんだよな、要注意だ……！」

「もうここまできたら、バレたらバレたでいいんじゃないですか？」

　胸ポケットのベルが気楽に言ってくれるが、事はそう単純ではない。

「ダメだ、絶対にバレるわけにはいかねぇ！　俺が水面下でお膳ぜん立だてしてたことを知ったら、こいつら絶対にヘソを曲げて、今後一いつ切さい俺の言うことを聞かないに違いねぇ……！」

「今でも十分言うことを聞いてないですけどね！」

「もう黙だまってろ、ベル。ハウス」

　クロノスはベルを胸ポケット深く押し込めた。

　苦労は絶えないが、それもこれも世界を闇やみの魔の手から守るため……！

「くそ、女め神がみのヤツ、本当にこいつらが救世主なんだろうな……!?」

　とにかく今はバレないように気を付けながら、地道にレベルとランクを上げさせるしかない。

　クロノスが額の汗あせを拭っていると、不意にライアが歓かん声せいを上げた。

「あ、セーブポイントだぞ！　セーブしよう！」

　道の途と中ちゆう、地面に白い魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。

　三人娘むすめはその上で仲良く手を繫つなぐと、声をそろえて叫んだ。

『セーブ！』

「よし、これでいつ全ぜん滅めつしても安心ねっ！」

　ふふんと胸を反らすミアに、クロノスは内心で「いやいやいや！」と頭かぶりを振ふった。

　安心じゃねぇよ、ひとつも安心できる要素がねぇよ！　いくらセーブしたからって、頼たのむから無茶してくれるなよ？　セーブポイントは俺の労力ハンパねぇし……！

「このまま全滅せずにうまくいくといいんだが……」

　低くぼやきつつ、坑こう道どうを進む。まあ、【森の廃坑】は十分に整備済みだ。よほどのことがない限り──

　クロノスが浅く息を吐はいた瞬しゆん間かん、ボコォッ！　とくぐもった音がして悲鳴が渦うず巻まいた。

「きゃあああ!?」

「なんだ!?」

　細長い何かに足あし下もとを掬すくわれそうになって、間かん一いつ髪ぱつで跳とび退しさる。

　クロノスが目にしたのは、地中から生えた巨きよ大だいな青い花と、ツタに絡からみ付かれた少女たちの姿だった。

「しまった、殺やりこぼしてたか……！」

　食人花ビツグイーター──土の中に潜ひそんで、通りかかった獲え物ものを手当たり次し第だいに食くらうモンスターだ。

「や、やだ、何これっ……離はなしてよ！」

「暴れるな、ミア！　食人花は動くものを獲物として認にん識しきする！　暴れればますます絡み付かれるぞ！」

「そんなこと言ったって……！」

　もがく少女たちの服の裾すそを、ツタがするするとめくりはじめた。食人花のおぞましい性質のひとつで、動物の皮を剝はいで丸まる吞のみにするのだ。

「きゃっ!?　やだ、やめてよ！」

　クロノスは舌を打つと、背中の剣けんに手を滑すべらせた。

「待ってろ、今助け──」

「見るな、変態！」

「はい！」

　クロノスが律りち儀ぎに顔を背そむけている間に、ツタが器用に服の中に潜もぐり込み、少女たちの柔やわ肌はだを締しめ上げる。

「んっ……！　やっ……苦、し……！」

「ひゃぅっ！　や、やだ、そんなとこっ……！」

「やめて、くださ……入って、こないで……ぇ！」

　ツタが蠢うごめく度たびに少女たちの唇くちびるから漏もれる、悩なやましい声。ああああ、一体どんな魅み惑わくの光景が──って、聞き入ってる場合じゃねぇ！

「くそ、やっぱり俺がやるしか──！」

「み、見ないでって言ってるでしょ、ばかぁっ！」

「ごめんなさいっ！」

　じゃあどうすりゃいいんだよもおおおぉぉぉ!?

「っ、こんな雑魚、あたしの魔法で丸焼きにしてやるんだからっ！」

　ミアが叫さけぶと同時、精せい霊れいたちの気配が渦巻き──紙かみ吹雪ふぶきと色とりどりの旗がレッツパーティーな勢いで渦巻いた。

「くっ、失敗だわ……！」

「いや逆にすげぇわ！　どんな原理で四元素火風土水からレッツパーティーになるんだよ!?」

　ミアのやつ、失敗とはいえこんな無茶なオリジナル魔法を発動させるくらいだから、素質はあるはずなんだがなぁ……！

「ご主人さま、冒険の書が！」

　見れば、クロノスの腰に下げた冒険の書が赤い光を放ち始めていた。

「ッ！　まずい、このままじゃ全滅だ！」

　クロノスは腹を決めて、剣けんを抜ぬき放った。

「ベル、こうなったら最後の手段──『新米冒険者の心強い保険！　安全安心、信しん頼らいと実績のセーブポイント作戦』発動だ！」

「あいあいさー！」

　ベルが荷物から引っ張り出した玉を、クロノスは力の限り地面に叩きつけた。

「ふんっ！」

「げほっ!?　げほ、げほ……！」

　玉が弾はじけ、煙けむりが充じゆう満まんして三人が咳せき込む中、クロノスは息を止め刹せつ那なの間に駆かけ抜けた。

「ギャアアアアアア!?」

　根元から両断された食人花が断末魔の悲鳴を上げて土くれと化す。

　やがて煙が収まったあとに残っているのは、眠ねむりこけている少女たちの姿だった。

「……眠ったか」

　炸さく裂れつさせたのはクロノス特製の眠り玉だ。この煙を吸うと、きっかり一時間眠り続ける。

「よし、今のうちにセーブポイントまで運ぶぞ！」

「了りよう解かいしました！」

　そう、これぞセーブポイントシステム。

　あれは記念すべき初のダンジョンでのことだった。スライムとの戦せん闘とうで全気滅絶寸状前態に陥おちいったミアたちを密ひそかに回収し、町まで運び、回復させて、また一からダンジョン攻こう略りやくをやり直しては全滅寸前まで追い込まれ、を繰くり返し、ついに業ごうを煮にやしたクロノスは、『全滅になってもダンジョン内からやり直せる拠きよ点てんを作る』という苦肉の策を編み出したのであった。

　おかげでダンジョン攻略の効率は格段に上がったが、クロノスの負担は倍増した。自分で自分の首を絞しめている気がしてならない。

　クロノスは眠っているミアを抱き上げ──

「へぷしゅっ！」

「っ……！　あ、こ、このままじゃ風か邪ぜ引くよな……！」

　少女たちの服がはだけたままなことに気付いて慌あわてて降ろすと、頑かたくなに目を閉じながら手て探さぐりで直す。

「ご主人さま、変なところで律儀ですよね。絶好のチャンスなのに～」

「いやいやいや、万が一バレたら、何言われるか分かったもんじゃないだろ。……っと、これでよし。さっきのセーブポイントまで戻もどるぞ！」

　荷物を前に移すとミアを背負い、ライアとシルフィーを両りよう脇わきに抱かかえながら【森の廃坑】を後あと戻もどりする。

「それにしても、ご主人さまの仕し込こみもだいぶ手慣れてきましたね！　よっ、縁えんの下の力持ち！　永遠の日ひ陰かげ者もの！　脇わき役やく大王っ！　とても伝説の勇者には見えません！」

「それ褒ほめてんの？　けなしてんの？」

　三人の穏おだやかな寝ね息いきを聞いている内に、全身に溜たまった疲ひ労ろうが「はぁぁー……」とため息になって溢あふれ出した。

「こいつら、自分たちの冒ぼう険けんの裏に俺の苦労があること、考えもしねぇんだろうなぁ……。なんでダンジョンに宝箱があるのかとか、誰がその中身を補ほ充じゆうしてるのかとか、そういえばダンジョンってなぜか明るいよなぁとか、どうしてレベルに合った弱い敵しか出てこないのかとか、危険なダンジョンにずいぶん都合良く行商人が現れるなぁとか、モンスターを倒たおしたらお金をドロップするのってよく考えたら変だなとか、そもそもセーブポイントって一体どういう仕組みなんだろうとか、宿屋に泊とまったらＨＰが全回復してて不思議だなぁとか、思いもしねぇんだろうなぁ……まぁ、いいんだけどさ……」

　と、耳元で子どもがむずかるような声がした。

「んん……下僕ぅ……おや、つ……」

　少し顔をよじると、すぐ横にミアの寝ね顔がおがある。

　こいつ、黙ってりゃ可愛かわいいんだけどなぁ……

「……そろそろ名前で呼んでくれねーかなぁ」

　気がつけば苦く笑しようとともに、そんな呟つぶやきがこぼれていた。

「あ、やっぱり気にしてたんですか！」

「そりゃな。いまだに誰だれ一人ひとりとしてまともに呼んでくれねぇし」

「もしかして覚えられてないんじゃないですかね？」

「かもな。……おまえもご主人さまって呼ぶのやめない？」

「え？　じゃあ何て呼ばれたいです？　旦だん那なさま？　お兄ちゃん？　セクシー豚ぶた野や郎ろう？」

「やっぱりご主人さまでいいわ」

　それにしても、少女たちの身体からだは軽くて柔やわらかい。特に背中に背負ったミアのおなか、太もも、瑞みず々みずしいふくらみ──当たる箇か所しよはどこもかしこもふにふにとしている。クロノスは緩ゆるみそうになる頰ほおを必死に引き締めた。

「大だい丈じよう夫ぶ、仕事、そう、これは仕事だから、下心など一切ない一生背負つていたい……！」

「ご主人さま、本音出ちゃってますよ気をつけて」

　どきどきと高鳴る鼓こ動どうを抑えつつ、ようやく現れた白い魔方陣の上に三人を降ろす。

　クロノスは「さて、と……」としゃがみ込むと、荷物から薬草の束を取り出した。

「目が覚める前に回復させておかなきゃな」

「ほんとマメですねぇ」

「いやこいつらすぐ回復を忘れて突つき進むからさ。また全滅したらばからしいだろ」

　ライアの鼻先に薬草をぶら下げる。

「ほーらライア、ごはんだぞ～」

　そう声を掛かけるなり、ライアは魚のようにぱくっと薬草に食いついた。眠ったまま、もぐもぐと幸せそうに食べている。非常にちょろくて助かる。

「次はシルフィーだな」

　クロノスは咳せき払ばらいをして居住まいを正すと、厳げん粛しゆくな声で呼びかけた。

「シルフィーお嬢じようさま。僭せん越えつながら、この犬めがお食事をご用意いたしました。どうぞご賞味ください」

　するとシルフィーは鷹おう揚ようにうなずいて、桜色の唇をほどいた。そこに丁てい寧ねいに折りたたんだ薬草を詰つめてやると、きちんと咀そ嚼しやくして飲み込む。

「ふっ、最初の頃ころは試行錯さく誤ごしたもんだが、俺もこいつらの扱あつかいを心得てきたな」

「ご主人さま、完全に救世主マスターですね！」

「起きてる時にもこれくらい扱いが楽だといいんだが。……さて、問題はこいつだな」

　眉まゆをひそめつつミアを見下ろす。

「苦いものが嫌きらいで、いつもぺってされちゃうんですよね。どうするんですか？」

「案ずるな。今日は万ばん全ぜんの準備を整えてきた……これだ！」

　取り出したるは緑のおどろおどろしい液体が詰まった瓶びんであった。

「そ、その瓶は一体!?」

「ミアのために考案した特製ジュースだ！　すりつぶした薬草にリンゴ果か汁じゆうを加えて飲みやすくし、さらに小松菜を加えてレモンを搾しぼった！　味を調ととのえると同時に栄養面も補強するという優すぐれもの！」

「……あの、そこまでする必要があるんでしょうか……？」

「いや、こいつけっこう体調崩くずしやすいからさ。特に鉄分はまめに摂とらせておきたくて」

「ほんと下僕の鑑かがみですよね」

「下僕じゃないって、勇者だって」

　クロノスはミアの薄うすく開いた唇に青あお汁じるを流し込むと、すかさず口を塞ふさいだ。

「んむ……むぅぅ～……!?」

「がんばれミア、飲み込むんだ！」

　ミアは陸おかに上がった魚のようにじたばたと暴れ、やがてぐたりと動かなくなった。

「ふう、飲み込んだか……」

「すごいうなされてますよ、可か哀わい想そうです」

「こいつの薬草嫌ぎらい、どうにかして克こく服ふくさせねぇとなぁ」

　これで体力は半分ほど回復できた。残りは魔ま族ぞく戦せん前に例の物を飲ませればいいだろう。

　クロノスは残った薬草をポケットに突っ込むと、「さて」と手をぷらぷらさせた。

「次は──」

「ぱふぱふですね！」

「マッサージって言ってくれない？」

　ＨＰとは別に、身体の疲つかれを取ることも大切な体調管理のひとつである……というのは半分建前で、これは一度魔族戦直前で「疲れた、もう歩きたくない」とボイコットされた苦い経験を基もとに編み出した、苦肉の策であった。もうあんな悲劇は繰り返さない……！

　まず快かい眠みんしているライアをうつぶせにすると、的確にツボを揉もみほぐしていく。

　薄うす暗ぐらい廃はい坑こうに転がされる少女たち。無防備な身体に覆おおい被かぶさる長身の男──

「……なんか、すごい絵え面づらですね」

「こんなところ誰だれかに見られたら、社会的に死ぬな」

　ライアはよほど気持ちが良いのか、「むにゃぁ」と緩みきった顔をしている。

「さすが見事な手さばきです！　ライアちゃんがまるで一晩寝ねかせたパン生き地じのよう！」

「ふ、故郷のじーさんばーさん方には神の手と呼ばれていたもんだぜ」

　次いでシルフィーに取りかかる。桜色の唇くちびるから「ん……」と悩なやましげな吐と息いきが漏もれるのを、「下心などない！　ないったらない！」と自分に言い聞かせながら揉みほぐす。

　その横では、ベルが小さな手でシルフィーの二にの腕うでを揉みながらヨダレを垂らさんばかりの顔をしていた。

「うふふふ、女の子の肌はだ、すべすべ柔らかでたまらないですわぁ……！」

「そんな下心丸出しでも張り飛ばされないなんて、時々おまえが羨うらやましくなるよ……」

　一通り終えて肩かたを回しつつ、シルフィーを横たえる。

「さて、最後はミア──」

　クロノスはふと目を移して、凍こおり付いた。

　ミアが音もなく身を起こし、闇やみにもらんらんと光る瞳ひとみでこちらを見つめていた。

「こっ……怖こえぇぇぇえええ!!」

　思わず尻しり餅もちをついたクロノスの前に、ミアがゆらりと立ちはだかる。

「ねぇ……下僕……」

「ひっ!?　ち、違ちがうんだミア、聞いてくれ！　これには深い事情があってだな──！」

　言い訳を並べ立てるクロノスに、ミアが二歩、三歩と迫せまり──唐とう突とつに、顔にぱふりと柔らかな重みがのしかかってきた。

「む……？」

　な、なんだこれ？　すげー柔らかくて、何とも言えないいいにおいが──

「って、ミア!?」

　ミアはクロノスの首を胸に抱き、猫ねこが甘えるようにごろごろと喉のどを鳴らしながら頰を擦こすりつけてくる。

　な、なんだ、どうした!?　何が起こってる……っ!?

「ねえ、おやつ、ちょうだい……？」

　そのいつになく鼻に掛かった甘い声こわ音ねに、背筋が痺しびれる。

「お、おやつ……!?」

「ん……有名なお店のお菓か子し、たくさん食べてきたけど……あんたの焼いてくれるお菓子が、一番好き……。ね、ちょうだい……？」

「い、いや、今はちょっと……っつーかおまえ、離はなれ──！」

「じゃあ、あんたでいいわ。──あんたを、ちょうだい……？」

「──へ？」

　ミアはほっそりとした両手でクロノスの顔を持ち上げたかと思うと、バラ色の唇をあーんと開き──まさか、と身構える前に、かぷりと首筋に嚙かみつかれていた。

「～～ッ!?」

　何が起こっているか理解する暇ひまもなく、甘嚙みされて身み震ぶるいする。

「ちょ、ミア、おま、なな、な、ななななな何やって……!?」

「ご主人さま、ミアちゃん、寝てます！」

「はあああああああ!?」

　ベルの言うとおり、ミアはクロノスに嚙みついたまますやすやと眠ねむりこけていた。

　襟えり首くびを摑つかんで引き剝はがす。

「びびびびっくりした、どういう寝ぼけ方だよ!?　心臓に悪い……っ！」

　いろいろな刺し激げきでドッドッと大暴れしている鼓動をなだめる。

　なんだ今のっ!?　やばい、こいつ、いつか寝ぼけて何かやらかす気がする……っ！

　だらだらと脂あぶら汗あせを流すクロノスに、ベルが声を掛ける。

「ご主人さま、そろそろ眠り玉の効果が切れる時間ですよ！」

「あ、ああ、そうか。よし──」

　息を吸い込んで覚かく悟ごを決め、思いっきり手を打ち鳴らすと、三人が同時に目を開いた。

「ん、にゃ……？　んんーっ！」

　ライアが大きく伸のびをして、はっと周囲を見み渡わたす。

「モンスターは!?　……って、あれっ、セーブポイントまで戻もどってきてる！　ってことは、全ぜん滅めつしたのかぁ」

「あんなモンスター、初めて見たわ。手て強ごわかったわね……！」

　ああ良かった、いつも通りのミアだ。さっきのは何だったんだよ、ほんと……

　クロノスは胸むねを撫なで下ろしつつ、ツタ地じ獄ごくから生せい還かんした三人娘むすめに言い聞かせた。

「あのなおまえら、ああいう待ち伏ぶせタイプのモンスターには気をつけろよ？　俺も見落としてたけど、食人花ビツグイーターが潜ひそんでる地面には必ず青い花が咲さいてて、その上さえ踏ふまなきゃ戦せん闘とうは避さけられるから──」

「下僕、おなかへった。クッキー」

「俺の話を聞け？　五分だけでもいいから」

　クッキーをかじるミアの隣となりで、シルフィーが首をかしげた。

「でも、セーブしておけば全滅してもその場所に戻れるなんて、本当に便利ですねぇ」

「そうね。体力もちょっと回復してるっぽいし」

「あっ、そういえば服も着てる！　本当に便利だなぁ！」

　便利じゃなくて、俺の努力だけどな……まあ、とりあえずはこれで全滅の憂うき目めは免まぬかれた。クロノスは安あん堵どの息を吐はいた。

　やや後あと戻もどりはしたものの、すでにモンスターは出で尽つくしたし、一度は通った道だ。

　一行はそれほど苦労せず、最さい奥おう部へとたどりつくことができた。

　少し拓ひらけた場所の先に、両開きの扉とびらが見えてくる。

「あったわ、あの扉よ」

「この先に魔族がいるんだな！」

　ついに魔族との対決だ。

（やれやれ、これでようやく魔族戦か。今日はまた一段と長かったが、あとは楽勝だろ）

「と、その前に──」

　クロノスは広場の一角を示して、白々しい声を上げた。

「あ、あれは何だー!?」

　そこには薄うす桃もも色いろに輝かがやく、美しい泉があった。ライアが歓かん声せいを上げる。

「わー、回復の泉だ！　飲もう！」

　手を差し入れて一口飲んだミアが、ぱっと顔を輝かせる。

「今日はいちご味だわ！」

「ピンクでとってもきれいですねぇ」

　ベルがクロノスを振ふり返る。

「また作ったんですか、回復の泉」

「ああ。あいつら、ほっとくと回復もせずに魔族戦に突とつ入にゆうするからな」

「それで、いちご味っていうのは……？」

「飽あきずに飲ませるために、あいつらの好きそうなフレーバーを日ひ替がわりで混ぜ込んでいる。名付けて『魔族戦前に、おいしくオシャレに全回復！　イマドキ冒ぼう険けん者のトレンド★回復の泉！　作戦』だ！」

「苦労してますね、ご主人さま」

　ミアたちもこのシステムにだいぶ慣れてきたらしい。回復の泉を初めて導入した際、ミアたちが飲むものとは知らずに全ぜん裸らで沐もく浴よくしていたのも、今となってはいい思い出だ。

「でもこの泉って、わざわざ穴を掘ほって水を満たして、全回復アイテムエリクサーを溶とかしてるんですよね？　労力と超ちよう高級アイテムの大おお盤ばん振ぶる舞まいですね」

「まあ懐ふところは痛いが、背に腹は替えられねぇよ」

　それもこれも、すべては世界のためだ。

　やれやれと首を振って、最奥部の扉を見み遣やる。

「あとは魔族を倒たおさせるだけだな」

「でも、魔族って普ふ通つう、ダンジョンを徘はい徊かいしてるものですよね？　なんでわざわざ奥に押し込めてるんです？　扉を作ってまで……」

「ミアたち、入り口でいきなり魔ま族ぞくに襲いかかられてエンカウントして死にかけたことあるからさ。かと思えば、逆に魔族を探しきれなくて、疲れて全滅しかけたこともあるし。だから魔族の位置は奥で固定することにしてる。名付けて、『ボスは無む闇やみに襲いかかってきたりしない！　真打ちは最奥で待ち構えているもの！　作戦』だ！」

「いやぁ、やっぱり甘やかしすぎのような気がするんですけどねぇ……」

　泉で全回復したミアたちが、ようやく扉へと向き直る。

「さあ覚悟しなさい、魔族！」

「って……あら？　扉が開いてますね」

　シルフィーの視線を追って、クロノスは眉まゆをひそめた。

　おかしいな、昨晩確かに閉めたはずだが……

「よーし、さくっと倒しちゃうぞー！」

　ライアが意気揚よう々ようと扉をくぐる。

「さあ魔族、出てきなさい！」

　朗々と響ひびくミアの声を聞きながら、クロノスは内心安堵していた。

「ここまで来たら、あとは消化試合ですね！」

「ああ。あいつらのレベルでも無理なく倒せるように、魔族のＨＰはぎりぎりまで削けずってある。名付けて『レベルアップは段階的に！　低レベルの冒険者には、低レベルでも無理なく倒せる魔族を──』」

「変ね。魔族がいないわ」

「なんだって……？」

　クロノスは目をこらした。確かに薄暗い空間に、魔族の姿はない。

　四人はボスの姿を捜してきょろきょろと辺りを見回し──気配は背後から現れた。

《グギャアアアア！》

「!?」

　振り返った先で、黒く歪いびつな獣けものが咆ほう哮こうを上げる。

　──魔族。

　魔王の配下にして、負の波動の産物。太古より人間と対立している、この世のものならぬ種族である。どこからか現れては洞どう窟くつや遺い跡せきなどに巣くってダンジョンへと変へん貌ぼうさせ、土くれや水などからモンスターを生み出しては近きん隣りんの住民を襲って苦しめる。ダンジョンを徘徊する彼らを狩かるのが、冒険者たちの役割だ。

　高位の魔族になれば知性を有するのだが、今回の魔族は狼おおかみに似た姿をしており、牙きばの間から獣めいた唸うなり声ごえを発している。その姿はとても瀕ひん死しには見えない。

「ど、どういうことだ!?　昨日確かにＨＰを一ひと桁けたまで削っておいたのに……！」

「もしや扉を破って、ご主人さまが作った回復の泉で全快したのでは!?」

「魔族って回復の泉で回復できんの!?　やべぇ、全力の魔族なんて、今のこいつらじゃ太た刀ち打ちできねぇ……っ！」

　立ちすくんでいる間に、魔族が跳ちよう躍やくする。

「危ねぇ！」

「うわっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、押し倒したライアの頭上を鋭するどい牙がかすめていく。

「こ、この魔族、なんか、いきがいいぞ!?」

　そりゃあ今までのは瀕死だったからね！

　身構える三人を背に庇かばって、クロノスはぎりぎりと歯がみした。まだ駆かけ出しの三人をこんな相手とぶつからせるわけにはいかない。かくなる上は……！

　魔族が次の攻こう撃げきに移る前に、雄お叫たけびと共に飛び出す。

「う、うおおおおお！」

「危ない、クロっ！」

「ぐわあああ、やられたぁぁあああっ！」

「クローっ！」

　クロノスは大げさにもんどり打ったが、その身体からだにはかすり傷ひとつ負っていない。代わりに目にもとまらぬ居い合あい抜ぬきで、魔族の腹に一太刀浴びせていた。

《ギィィィイイイ!?》

　跳はね起きつつ、手の中の柄つかをきつく握にぎりしめる。

　俺にはこいつらを守り導く使命があるッ！　俺がいる限り、指一本触ふれさせね──！

「ちょっと何してんのよ！　下僕は下僕らしく、陰かげに隠かくれて震ふるえてなさいよ！」

「クロは黙だまって私たちに守られてればいいんだぞ！」

「ああ、か弱いペットに特攻させてしまうなんて、わたくしは飼い主失格ですっ！」

「おまえらが俺をどう思ってるのかよく分かったよ！」

　クロノスは地を蹴けるなり剣けんを振りかぶった。

「まだまだぁ！」

「クロ、やめろ、ムチャするなー！」

　悲鳴が渦うず巻まく中、クロノスは突つっ込んでいってはやられるふりをしながら、魔族に攻撃を加えていく。

「ひいいい！　もうダメだぁぁぁああ！」

「クロぉぉおおっ！」

「ぐわぁぁぁ、苦しいぃぃいい！」

「クロちゃぁぁぁんっ！」

「ぎゃあああ、死んだ、俺死んだぁぁあ！」

「いやぁぁ、下僕ぅぅぅう！」

「と思ったら生きてたぁぁぁああああ！　意外と生きてたぁぁぁあああああ！」

「もう、なんか邪じや魔まだぞ、クロ！」

「クロちゃんおすわり！　ステイ！」

「さっきから何なのよいったい!?」

　クロノスは頰ほおについた土を拭ぬぐいながら、魔族に目を走らせた。かなり弱っている。

　よし、あとはとどめを刺ささせるだけ！

「ぐぁぁあああ！」

　何ともない胸を押さえながら大おお袈げ裟さに崩くずれ落ちる。

「クロ！」「クロちゃん！」「下僕っ！」

　クロノスは駆け寄ってきた三人に、息も絶え絶えの態ていを装よそおって手を差しのべた。

「た、頼たのむ……俺のカタキを、取って、く、れ……！　がくり……！」

「ああ、下僕！　よくも……よくもうちの下僕を！」

　ミアが怒いかりに燃え立つ。三人の周囲に、すさまじい殺気が渦巻いた。

　ミア……！　俺のこと、そんなに大切に思ってくれてたなんてっ……！

　死んだふりをしつつも、クロノスは内心感動に打たれ──

「これから誰だれがあたしたちのおやつを作ってくれるのよォォオオ！」

「それ以外に俺の存在価値はないのか!?」

　三人が一丸となって魔族を迎むかえ撃うつ。

「食くらえぇぇぇえ！」

　ミアの手のひらからポップコーンがはじけ飛び、シルフィーの矢が魔族の頰をかすめ、ライアの剣が前足にぽこりと当たる。

《ギャアアアアア!?》

　断末魔の悲鳴と共に、魔族は黒い霞かすみとなって霧む散さんした。

「や、やった、倒したぞ！　クロのカタキを取ったぞー！」

　涙なみだにむせぶライアの横で、シルフィーがおごそかに手を合わせる。

「ちょっと強面こわもてで吠ほえ癖ぐせがあったけれど、いいわんちゃんでした。どうぞ安らかに」

「誰がわんちゃんだ！」

「なんだ、元気じゃないの」

　クロノスの無事を確かめて安あん堵どしたのか、少女たちは勝利のハイタッチをしている。

　その横で、クロノスは服に付いた土もそのままに、一人歓かん喜きに打ち震えた。

「やった、今日もやりきったぞ！　これでまた世界の平和に一歩近づいたぁぁ……！」

「やりましたね、ご主人さま！　記念に指一本ください！」

「何に使うの!?」

　クロノスは膝ひざの土を払はらいながら、「そうだ」とベルを見遣った。

「ベル。【神器】の気配はあるか？」

「んー……どうやらないですね。空から振ぶりです」

「そうか。まあ、こんな低級の魔族が持ってるわけもないか──」

「ちょっと、下僕」

　ふと顔を上げると、ミアが腰こしに手を当てて立っていた。仏ぶつ頂ちよう面づらでくいと顎あごをしゃくる。

「何してんの、早く来なさいよ」

「えっ？」

「円えん陣じんだよ！　クロも組むんだ！」

「え、いや、でも……」とまごまごしている間に、ライアとシルフィーの腕うでが肩かたに回る。

「よーし、今日も楽しく冒ぼう険けんできたっ！　次もがんばってたくさんレベルを上げて、魔王を倒すぞーっ！」

『おーっ！』

「お、おおー！」

　ミアとシルフィーに声を合わせながら、クロノスは苦く笑しようした。

　自由すぎるし、人の話をてんで聞かないし、突とつ飛ぴなやつらだが……こういうところは嫌きらいじゃないな、と思う。

　下僕扱あつかいしてても、こういう時にはちゃんと仲間に入れてくれるんだからなぁ……

　長いこと一人で旅をしていた自分には、新しん鮮せんで、少しこそばゆくもある。……ま、どんな状じよう況きようでも怯ひるまず立ち向かう度胸だけは、認めてやってもいいかな？

　三人娘むすめが顔を見合わせて笑う。

「冒険って、本当に楽しいわね！」

　そんな嬉うれしそうな笑え顔がおを見ていると、自分の苦労も少しは報むくわれたかなという気がしてくるのだった。







「はー、さっぱりしたっ！」

　濡ぬれた髪かみを拭ふきながら、ライアが宿のベッドに飛び乗る。

「今日も大活かつ躍やくだったわね！」

　ミアもベッドにうつぶせた。さらさらのシーツが、お風ふ呂ろ上あがりの肌はだに気持ちいい。

「それにしてもあいつってば！」

　薔ば薇らの花束を花か瓶びんにいけながら、シルフィーが「クロちゃんのことですか？」と首を傾かしげる。

「そう！　ダンジョンで何してるわけ!?　急にいなくなったり、下半身丸出しにしたりっ！　口を開けば小言ばっかりだし、下僕のくせに生意気なのよ！」

　頰を膨ふくらませるミアに、ライアは朗ほがらかに笑う。

「でもなんか、クロがいるとほっとするよなー！」

「そうですね、いつも見守ってくれているというか」

「ええ!?　あんなの、ただおろおろしてるだけじゃない！」

　ミアは声を荒あららげてから、「あ、でも……」と口をつぐんだ。あいつ、ふとした瞬しゆん間かんにすごく真しん剣けんな表情とか、優やさしい目をすることがあって……そういうの見ると、不思議と安心する……かも……なんて……──

「忠実なわんちゃんみたいで可愛かわいいですよねぇ」

「えっ、あっ、うん!?　そう、そうよね!?　犬的な意味でね!?　飼い主主人を慕したう犬みたいで案外可愛いわよね!?　あっ、ただし雑種ね!?　黒くて大きい雑種ね!?」

「そうそう。文句は多いけど、へこたれずについてくるしな！　けっこう根こん性じようあると思うぞ！　よくミアを守ってくれるしな！」

「ええ!?　あのへなちょこが!?　ありえないわ！」

「あら、気付いていないのですか？　いつも心配そうな目で見ていますよ？」

「そんなこと……っ！」と否定しかけて、不意に、【森の廃坑】で転びそうになった自分を受け止めてくれた手の感かん触しよくが蘇よみがえった。

「～～～～っ！　うーっ！」

　なぜだか身体が熱を帯びて、ぽふりと枕まくらに顔を埋うずめる。ひどく顔が熱い。

「……ねぇ、男の人の手って、あんなに大きいものなの？」

　ライアに「ん？」と首をかしげられて、ミアは慌あわてて手を振ふり回した。

「あ、あのっ、あたしたち女学校でしょ、うちはメイドしかいなかったし、それに、えと……小さい頃ころから、周りに男の人っていなくて……どう接したらいいのか……」

　ミアはしゅんと俯うつむいて、「つい、きついこと言っちゃう……」と口の中で呟つぶやいた。

　シルフィーがくすりと笑う。

「ミアは素す直なおになるのが苦手なのですよね。殿との方がたに免めん疫えきがありませんから、なおさら」

「そ、そんなことないわ！　時々はライアのお兄さんたちと遊んでもらってたしっ！　それにシルフィーだって──っ」

　言葉半ばに、ライアにくしゃくしゃと頭を撫なでられる。

「次は素直に『ありがと』って言えるといいな！」

「……っ……あ、あんなやつに、ありがととか、思ってないし……」

　頰を膨らませて俯くミアに、シルフィーが微笑ほほえんでタオルを広げる。

「さあ、髪を乾かわかしましょう。風か邪ぜを引いてしまいますよ？」

「そうだ、今度ベルも部屋に呼ぼう！　クロについておもしろい話聞けるかも！」

「べ、別にあいつなんか興味ないっ！」

「ほらほら、そんなにほっぺを赤くしてると、林りん檎ごになってしまいますよ～？」

「赤くなんかなってない！」

　宿に朗らかな笑い声が響ひびいた。

　女の子たちの夜は更ふけていく。

























　一方その頃、黒くて大きな雑種犬は。

「[image: あだくてん]ー、疲つかれた」

　クロノスはベッドにばふりと身を投げ出した。

「もぉぉぉぉ、あいつらぜんっぜん俺の言うこと聞かねーしさぁ、こーんなにがんばってんのに誰も分かってくれねーしさぁ、ちっとも報われねーしさぁ……これなら一人で旅してた方がよっぽど楽だったぁぁぁ……」

　のたうつクロノスの枕まくら元もとに、ベルが降りてくる。

「それにしてもミアちゃんたち、三人一いつ緒しよのベッドで寝ねるなんて仲が良いんですね！　ご主人さまは一人でいいんですか？」

「……一人以外に選せん択たく肢しある？」

「そりゃあ四人で……あ、ダメか。共食いが始まっちゃいますもんね！」

「共食いって何!?」

「えっ？　人間はしないんですか？　妖よう精せいは気に入った雄おすを──」

「待って怖こわい、聞きたくない！　妖精怖い！　妖精って何なのホント!?」

　クロノスはベッドにうつぶせながら、枕に顔を押し付けた。

「もうやだ、一歩も動きたくねぇ……あ、ダメだ。クエストクリアして路銀を稼かせがないと……。モンスターにねじこむ金に、宝箱に仕し込こむアイテムに、シルフィーの紅茶セット……いくら金があっても足りねぇ……。明日あしたの道中のモンスターも一いつ掃そうしておかなきゃ。そうだ、ミアに頼まれてた明日のおやつマドレーヌ──は、早起きして焼けばいいか。……俺、今日眠ねむれんのかな？」

　と、小さな手に額をなでなでとさすられる。

「よしよし、今日もよくがんばりましたね。ベルだけはご主人さまの味方ですからね～」

「[image: あだくてん]ー、待て、寝かしつけんな。まだやることが……」

　波のような睡すい魔まに抗あらがいつつも、うとうととまどろみかけた時──




「クロノス」




　部屋に、透すき通る声が波は紋もんのように広がった。

「クロノス……クロノスよ……私の愛いとし子よ……」

「！　女め神がみ!?」

　がばっと身を起こすと、床ゆかがぼんやりと淡あわい光を放ちはじめていた。その中からひときわ強い燐りん光こうが立ち上ったかと思うと、一人の女性の姿すがたを形作る。

　汚けがれを寄せ付けない純白のローブ、豊かに波打つ髪、バラ色に輝かがやく頰ほお、そして慈じ愛あいに満ちた琥こ珀はく色の瞳ひとみ──彼女こそは誰だれあろう大陸の守護神、女神その人であった。

　女神は両手を広げ、ふわりと微笑む。

「クロノス。今日も救世の乙女おとめたちを守り導き、使命をまっとうしましたね。それでこそ私の子羊としてふさわし──」

　と、突とつ如じよとして『ピリリリ、ピリリリ』という場ば違ちがいな高音が鳴り響いた。

「あっ、ごめんね、通信入っちゃった！　もしもし！　あっ、天界神さま！　はい、はい、ああっ、忘れてましたすみません！　あっ、あっ、期日までには！　はい、今度こそは必ず！　はい、はい、ごめんなさい……！」

「…………」

　女神は水すい晶しようでできた薄うすっぺらい石板を耳に押し当てながらぺこぺこと頭を下げていたが、やがていそいそと石板をしまい、たおやかな微笑みを浮うかべて振り返った。

「愛しのクロノス、我が子羊よ──」

「何事もなかったかのように仕切り直すな」

「きゅ、救世の乙女を導きし……」

「また天界神さまとやらに怒おこられたのか？」

「今、魔王の復活を阻そ止しすべく……っ！」

「おまえ、いつになったら一人前になるんだよ」

「二千年という悠ゆう久きゆうの時を──う、ううう……っ！　う、う、う……っ──うわぁぁぁん！　そうだよ、また天界神さまに怒られちゃったんだよぅ！　いつまでも半人前のダメ女神でごめんね、ごめんね！　お姉ちゃん失格だねぇぇぇ！」

「誰がお姉ちゃんだ」

　べそべそと泣き崩くずれる女神を見下ろして、クロノスはうんざりとうめいた。

　やたらとお姉ちゃんぶるくせに泣き虫で仕事のできないこの女性、これでも正真正しよう銘めい、大陸の創世者にして冒険者の守護を司つかさどる女神なのだ。

「うっ、うっ、情けないよぅ。この世界を任されて二千年も経たつのに、いまだに大陸ひとつ満足に運営できない！　お仕事の基本の報ほ告う・連れ絡ん・相そ談うさえできない、ダメなお姉ちゃんなんだよぅ……！　社会神失格なんだよぅ……！　うぇっ、うぇぇぇえん……」

　クロノスは小さくため息を零こぼした。

　しゃくりあげている女神に手を伸のばすと、栗くり色いろの頭をぽんぽんと叩たたく。

「ああ泣くな泣くな。分かってるよ。おまえは頑がん張ばってるもんな、大だい丈じよう夫ぶ、分かってる」

「く、クロノスちゃん……っ！」

「おまえが救いようのないポンコツだってことくらい、ちゃんと分かってるから」

「うわぁぁぁぁん、ベルちゃぁぁぁん！　クロノスちゃんがいじめるよぉぉぉおお！」

「女神さま、泣かないでぇぇぇえ！」

　ベルにびちょびちょと頰ずりしている女神を、クロノスはやるせない思いで見み遣やった。

「こんなポンコツに統すべられてるって、この大陸、本当に大丈夫なのかな……？」

「うぇぇ!?　酷ひどいよクロノスちゃん、私、仮にも女神だよ!?　もっと大事にしてくれていいと思うんだよぅ、ずびずび……[image: んだくてん]？　クロノスちゃん、なんかフローラルくさくない？」

「ほっといてくれ。それで、今日は何の用なんだよ？　魔王城の場所でも分かったか？」

「まさか！　私がそんなに有能だと思う!?」

「威い張ばるな」

「クロノスちゃんが苦労してるみたいだから、様子を見に来てあげたんだよ～！」

「苦労……苦労ね、うん。誰のおかげかは知らねぇが苦労はしてるな、とてつもなく」

「えへへ、私のおかげだなんて、それほどでもないよー☆」

　こいつポジティブなのかネガティブなのか分っかんねーな……

　クロノスは身をくねらせる女神を冷ややかに眺ながめていたが、やがて重たい口を開いた。

「なぁ。ずっと聞こうと思ってたんだが」

「なに？」

「……本当にあいつらが救世主なんだろうな？」

「ふぇ？」

　まんまるに見開かれた目に、苦々しく訴うつたえる。

「いや、さ？　百歩譲ゆずって、俺が救世主じゃないのはいいんだ。ただ──ただ、なんであいつらなんだよ!?」

「何か問題ある？」

　きょとんと聞き返されて、クロノスは思わず「問題だらけだよ！」と声を荒らげた。

「おかしいだろ！　本来なら救世主ってもっとこう、厳げん粛しゆくで神聖なものだろ！　そんで救世主を育て導く役目っつったら、それはもう崇すう高こうなもんだろ！　『俺がおまえたちを最強にしてやるよ！』『ああクロノスさま！　どこまでもついていきます！』みたいなさぁ!?　それがなんであいつらあんなへっぽこなの!?　なんで俺の言うこと聞かねぇの!?　なんであんなに我が道を驀ばく進しんするの!?　それでなんで俺は、下僕扱あつかいされながらこそこそ裏方なんかする羽目になってんだ！」

　女神は口を尖とがらせる。

「それはクロノスちゃんのせいだよ。出会いが出会いだもん、仕方ないよ」

　痛いところを突つかれて、クロノスはグッと言葉に詰つまった。

　美少女勇者たちとの出会いは、この女神との出会いでもある。

　話は三ヶ月前まで遡さかのぼる。




　　　　†　†　†




《ギアアアアアアアア！》

　地を揺ゆるがす轟ごう音おんと共に、小山ほどもある漆しつ黒こくのドラゴンが倒たおれ、虚こ空くうへと溶とけていく。

　その様子に目をこらしながら、クロノスは顎あごにしたたる血を拭ぬぐった。

「くそ、空から振ぶりか……！」

　ギルドの情報によると、今クロノスが撃げき破はしたのは神器のひとつを守っていると目されていたＳ級の魔族であった。だが魔族がいた場所には黒いもやがわだかまるばかりで、それらしいアイテムは残っていない。

「どこにあるんだ、三つの神器ってやつは……！」

　二千年前に女神によって封ふう印いんされた闇やみの支配者、魔王。しかしここ数年で魔族の動きが活発になり、もしや魔王復活が間近なのではないかという噂うわさが囁ささやかれはじめていた。

　勇者クロノスは世界が闇に吞のまれるのを阻止するべく、大陸のどこかに眠るという魔王を倒すための三つのアイテムを探して、一人大陸を放ほう浪ろうしているのだが──

「……あるん、だよ、な……？　本当に……？」

　かすれた声が、淀よどんだ湿しつ地ち帯たいに虚むなしく溶ける。

　そもそも本当に魔王などいるのか。いつ復活するのか。神器は実在するのか。実在するとしたら、それはどんな形なのか。自分はこの身を削けずりながら、ただ信しん憑ぴよう性せいのない噂に踊おどらされているだけではないのか。

　──それでも信じて旅を続けるしかない。『世界を救う』、それだけが、俺の……──

　剣けんを払はらい、額の血を拭う。

　とたん、足がふらついた。たまらず湿しつ地ちに膝ひざを突く。休みなくダンジョン攻こう略りやくを続けていたせいで、無理が祟たたったのかもしれない。

　冷たい水が染しみこみ、身体からだを芯しんまで冷やしていく。

「はぁ……」

　ふと目を開くと、水面みなもには目つきの悪い男が映っていた。一いつ瞬しゆんぎくりとしてしまってから、そんな自分に笑いがこみ上げる。我ながら、よくここまで様変わりしたものだ。

　勇者になった当時、クロノスはまだいとけない少年であった。

「女の子みたいね」

　行く先々でそんな賛辞を耳にしたのは、つい半年前までのこと。

　幼くして伝説の勇者という存在まで上り詰めたクロノスには、常に紅顔の美少年というイメージがつきまとっていた。

　幼い頃ころから「可愛かわいい！」だの「女の子みたい！」だのともてはやされる童顔と低身長に長いことコンプレックスを抱いだいていたのだが、十六を過ぎたあたりからまるで枷かせでも外れたようにメキメキと身長が伸びはじめ、ついでに顔つきもみるみる大人びた。過か酷こくな旅で頰はこけ、隈くまがこびりつき、かつての『麗うるわしの麒き麟りん児じ』の面おも影かげはきれいさっぱり消え失うせて、半年経たった今ではどこからどう見ても立派な『生きるのに疲つかれたゴロツキ』だ。

　──ただ、その変化は当人クロノスにとっては幸いであった。

　今や大陸中に『最強美少年勇者』の似顔絵が出回り、行く先々でサインを求められるやら娘むすめをめとってくれと頼たのみ込まれるやらで、旅が思うように進まないことも多かった。

　容姿が変わってからはこれ幸いと、顔を隠かくして旅をしている。世間に広まっているのは見み目め麗うるわしい美少年勇者であり、怪あやしい黒ずくめの男になど誰も見向きもしない。現在の伝説の勇者クロノスの素す顔がおを知っている人間は、今ではほとんどいないだろう。

「とりあえず、町に戻もどるか……」

　そう呟つぶやきながら、顔隠しのマスクを目元まで引き上げようとした時だった。




「クロノス、勇者クロノスよ……」




　鈴すずのように澄すんだ声に名を呼ばれ、振ふり返る。

　美しい女性が、水の上に立っていた。

「!?」

　クロノスは打たれたようにひざまずいた。

　──人ならぬものであると、直感が告げていた。

　耳に、心地ここちよい声が清きよらかな水のように流れ込む。

「面おもてをお上げなさい、クロノス。私は大陸を守護する女め神がみ」

「女神……さま……!?」

「世界の命運はあなたに委ゆだねられました。あなたに、三人の少女を託たくします」

「ま、待ってください、一体どういう……！」

　思わず顔を上げたクロノスの視線の先で、端たん麗れいな相そう貌ぼうが歪ゆがんだ。

「いにしえに封印された魔王が、再び目覚めんとしているのです」

「ッ!?　噂は本当だったのか……！」

「魔王が目覚めれば世界のバランスが崩れ、この大陸は闇に吞み込まれることでしょう」

　たおやかな指が、どことも知れぬ空の果てを差す。

「遠く東の地より、救世の勇者たちが──」

「そっちは西ですけど」

「…………」

　女神は何事もなかったかのように、すっと反対を指さした。

「はるか東の地より、三人の乙女おとめが旅立たんとしています。彼女たちは、世界を救う星の下もとに生まれました。けれどまだ己おのれの運命を知らぬ、ほんの子どもにすぎないのです……どうかあなたの力で、彼女たちを導いてください」

「待ってください！　じゃあ、俺は……俺の今までの努力は一体……！」

　女神はゆるゆると首を横に振った。

「あなたでは、世界を救えません」

「な、なぜ──なぜ俺じゃだめなんですか！」

「魔ま王おうを倒す力を持つアイテム──三つの神器を正しく扱うことができるのは、選ばれし乙女たちのみ。すべては星の定めし宿命なのです」

「そんな……！」

　クロノスは俯うつむいたまま、水面に映る己の顔をじっと見つめた。

　これまで魔王を倒し、世界を救うこと、それだけが己の使命だと信じて戦い続けてきた。

　……だが、そうか……俺は、救世主じゃなかったのか……

　胸に湿しめった風が吹ふき抜ぬける。

「お願いです、勇者クロノス。この世界を救えるのは三人の乙女のみ……彼女たちが魔王城へとたどり着かなければ、世界は闇に吞まれます！　どうか乙女たちを育て、導いてください！」

「…………」

　クロノスは目を閉じ、この世界のどこかで旅立とうとしている、まだあどけない少女たちのことを思った。

　彼女たちは、己の使命を知ってどうするだろうか。かつての自分のように、あまりにも重たい宿命に怯おびえるかもしれない、立ち竦すくむかもしれない。だが──

　心に空いた空くう洞どうに、熱い想おもいがふつふつと満たされていく。

　俺がきっと少女たちを一人前の勇者へと育て、守り、必ず魔王城まで導いてやる。まだ見ぬ彼女たちのために。そして、世界のために……！　それが俺の使命ならば──！

　クロノスは決然と顔を上げると、胸に手を当て、雄お々おしく吠ほえた。

「それが世界のためだというのなら──俺の命に代えても！」

「おお、引き受けてくれますか、勇者クロノスよ！　では、これを授さずけましょう」

　女神の手に現れた物を見て、クロノスは目を見張った。

「それは……！」

　女神は厳おごそかにこくりとうなずき、

「ひのきのぼうです！」

「いらねぇよ！」

　思わず礼節も吹っ飛んだ。

「なんで!?　なんでひのきのぼう!?」

「初期装備には外せないかなって！」

「初期装備っつーか、俺もうレベル的にはカンストしてんだけど!?　この剣、世界に名だたるエクスカリバーなんだけど!?」

「出だしからそんなチート、お姉ちゃんは認めません！」

「あっ、おい、投げるな！　俺のエクスカリバぁぁぁあ！」

「あとこれ、おなべのふたです！」

「これでどうしろと!?」

「煮に炊たきに便利！」

「防具じゃないんだ！」

「えっ、こんな日用品で身を守れると思ったの……？」

「いやそうなんだけどその哀あわれみの目やめてすごい腹立つ！」

「さらに今なら特別に、１００ゴールド差し上げましょう！」

「とんだはした金がねだよ！　世界を救う使命だろ!?　なんでそんなへぼいの!?」

「実はここのところ経営難で……」

「経営難!?　女神が経営難ってどういうこと!?　なんかあんたに従うの怖こわくなってきたんだけど！」

「そ、そんなこと言わないで、勇者クロノス、いえ、クロノスちゃん！　私のこと特別にお姉ちゃんって呼んでもいいから！」

「それ俺に何かメリットある!?」

「あっ、じゃあ妖よう精せい！　旅のアドバイザーとして、この妖精をお供につけるから！」

　クロノスはさすがに目を見張った。

「妖精だって……!?」

　冒ぼう険けん者の守り神と伝えられる、伝説の生き物……！　一体どれほど神秘的な──！

　息を吞むクロノスの視界に、赤くておどろおどろしい塊かたまりが飛び込んできた。

「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃーん！　はじめましてご主人さま！　旅のアドバイスはプリティーキワモノ妖精ベルにお任せあれっ！　お近づきの印に、ベルの大好物、ドクガエルの内臓です！　どうぞ！」

「すごいグロテスクな妖精来ちゃった！」

　なんか内臓が飛んでるみたいになってる！　出だしからモザイク！

　この時点でおかしいと気付くべきだったのだ。あのときに断っておけば、あんなことにはならなかったのに……！

　必死に内臓を押し返すクロノスに、女神が杖つえを振りかざす。

「それでは、今から乙女たちの許もとへ送り込みます。どうか彼女たちを導いて！」

「い、いやいやちょっと待って!?　こっちも準備とかあるし！　せめて回復させて!?」

　なにせＳ級魔族を単身撃げき破はした直後なのだ。さしものクロノスも疲ひ弊へいしきっていた。

　教え子たちとの記念すべき顔合わせだ、威い厳げんを示すためにも身なりを整えてから──

「もう時間がないの！　それじゃ、あの子たちのこと、お願いねっ！」

「お願いねって、え、ちょっ、待っ──」

　直後、景色が水みず飴あめのように歪んだ。

　胃がひっくり返るみたいな浮ふ遊ゆう感かんに包まれたかと思うと、唐とう突とつに視界が弾はじけ──

「ッ!?」

　次の瞬しゆん間かんにはどこかの森の深く、泉の真上に放ほうり出されていた。

　かろうじて見えたのは、きらきら輝かがやく水面と、呆ほうけたように自分を見上げる、三つの顔。

「ちょ──ぉぉおおお!?」

　空中でもがくも虚むなしく、クロノスは派手な水音を立てて泉のど真ん中に落ちていた。

「ぶっは!?　げっほ、げほ……！　ふっざけんな、あのポンコツ女神っ……！」

　激しく咳せき込みながらふと目を上げると、三人の少女たちが自分を見下ろしていた。

　それぞれに異なる魅み力りよくを持った三つの顔は、どれも啞あ然ぜんとした表情を浮うかべ──そして何よりも特筆すべきことに、彼女たちは一糸まとわぬ姿であった。

　しとどに濡ぬれた髪かみ。丸みを帯びた肩かた、まだ幼さを残したくびれ。そして未完成ながらも女性らしさを備えつつある胸の双そう丘きゆう。きめの細かい素す肌はだが、水を弾はじいて白く輝いて──

「あ、れ……？」

　これってもしかして、旅立ち前の禊みそぎってやつじゃ……？

「…………」

　文字通り水を打ったような沈ちん黙もくの中、クロノスはめまぐるしく思考を回転させ、

「や、やあ、初めまして！　俺はクロノス。今日から君たちを導くことになりまし──」

　閑かん静せいな泉に三つの悲鳴が爆ばく発はつした。

「変態！」「ちかんです！」「土に還かえれぇぇぇえ！」

「すまなかった！　正直すまなかった！　だが聞いてくれ、これにはやむにやまれぬ事情があってだなっ……！」

　枝やら石やらの雨に打たれながら、ふとクロノスの第六感が、不ふ穏おんな気配を捉とらえた。

「!?」

　顔を真っ赤にした亜あ麻ま色いろの髪の少女、その背後にいくつもの緑色のゲルが見え隠れする。

「危ねぇ！」

　スライムたちが躍おどり上がると同時、クロノスは少女を庇かばおうと飛び出し──たはずが、疲弊した足がもつれ、裸はだかの少女を勢いよく押し倒たおしていた。

「うおっ！」

「きゃっ!?」

　少女もろとも水中に沈しずむ。

「むー！　むー！」

　おてんばな手足にさんざん引っかかれたり蹴けられたりしたものの、その甲か斐いあって間かん一いつ髪ぱつ、六匹ぴきのスライムはクロノスの頭上をかすめてぽちゃりと水中へ没ぼつした。

「ぶはっ！」

　スライムの襲しゆう撃げきが収まったことを確かめて、クロノスは少女を抱かかえて立ち上がった。

「危なかったな！　しかしあの数、もしかしたら巣が近いのかもしれねぇぞ──」

　顎あごに滴したたる水すい滴てきを拭ぬぐって、ふと気付く。

　右手に何か、瑞みず々みずしい弾だん力りよくがあった。見下ろすと、小こ脇わきに抱えた小こ柄がらな少女、その柔やわらかなふくらみが手の中にすっぽりと収まって──

「い……い……──[image: いだくてん][image: にだくてん]ゃぁぁああぁあぁああああああッ!!」

「ぐぶうっ!?」

　小さな、しかしがっちりと固められた拳こぶしが顎にクリーンヒットして、クロノスは頭から泉に突つっ込んだ。間かん髪はつを容いれずにすべすべした素足に踏ふみしだかれる。

「変態！　色魔！　ケダモノ！　ポスト！　信じらんない！　彷徨さまよえ！　骨も残さず粉こな微み塵じんになって水に溶とけたら大いなる自然の循じゆん環かんに取り込まれて未来永えい劫ごう大陸を彷徨えー！」

「す、すまん！　本当に悪かった！　だが今のは──」

　と、起き上がろうともがいた手が、今度はぐにゅりとした不快な感かん触しよくに覆おおわれる。

　恐おそる恐る見下ろすと、果たしてクロノスが下した敷じきにしているのはスライムの巣であった。

　顔色を失うクロノスに、怒いかり狂くるったスライムたちが殺さつ到とうする。

「うおっ……！」

　スライムの群れごとき、魔王城に一番近い男の敵ではない。しかし運の悪いことに彼は、Ｓ級魔族との戦せん闘とうを経て満身創そう痍いであった。しかも、

「ちょ、ちょっと待て！　剣けん、剣はっ……ちくしょう、ひのきのぼうしかねぇ！　女め神がみのやつ、俺のエクスカリバーをどこへやったぁぁぁああ!!」

　力の限りひのきのぼうをぶん回すも、ゆうに百を数えるスライムたちにのしかかられて為なす術すべもなく水みな底そこに沈む。

　陸おかに逃にげた少女たちから悲鳴が上がった。

「ああ、大変です、痴ち漢かんさんが！」

「大だい丈じよう夫ぶか、変態ーっ！」

「もう、何やってんのよ!?　こんな雑ざ魚こども、みんなまとめて釜かまゆでにしてやるわ！」

　水面の向こうで、亜麻色の髪の少女が手を翳かざした。

（魔ま法ほう!?　釜ゆで!?　ちょ、待っ──！）

　精せい霊れいたちが激しくざわめき出す。クロノスはなんとか浮ふ上じようしようともがき──

「食くらいなさい！　地じ獄ごくの業ごう火か！」

　──刹せつ那な、泉の水がスライムともども凍こおりついた。

「……あら？」

（何が釜ゆでだ、氷漬け真逆じゃねぇか……！）

　こうして最ク強ロ勇ノ者スはまだほんの駆かけ出し勇者だった少ミ女アたちに、すんでのところで発掘された助け出されたのであった。










　亜麻色の髪の少女が、迷いのない声で告げる。

「騎き士し隊に突き出しましょう」

　クロノスはぶるぶると白い息を吐はきながら、少女たちに向かって必死に手を振ふった。

「待ってくれ、俺は怪あやしい者じゃない！　これでも勇者なんだ！」

　クロノスを見下ろしている三人が、一いつ斉せいに眉まゆを寄せる。

『勇者？』

「そうだ！　ほら見ろ、この冒険の書を！」

　三人とも靴くつ下したをはく時間がなかったのか白い素足が眩まぶしいが、それどころではない。

　クロノスは濡れてくっついたページをもどかしく開くと、少女たちに突きつけた。

　なにせギルドお墨すみ付つきの身分証だ。こういう時こそ役に立つ。さあ、輝かしい戦歴の前にひれ伏ふせ小こ娘むすめどもよ！

「ランクはＳ、レベルもカンスト、あとは大陸に散らばった三つの神器を手に入れて、魔王城に乗り込むだけ──」

　しかし少女は納なつ得とくするどころか、ますます不ふ機き嫌げんそうに口を歪ゆがめた。

「レベル１って書いてあるけど」

「は？」

「しかも、職業むらびとって」

「んなぁぅっ!?」

　突きつけていたページを食い入るように見つめると、





『クロ※※・※ォ※※※※デン　　しょくぎょう：むらびと　　レベル１』






「誰だれがむらびとだぁぁあああ！」

　旅立ち前のデータに戻もどってんじゃねーか！　しかもなにこの伏せ字!?　俺の名前がわいせつ物みたいになってるんだけど!?

　幸い変化したのは冒険の書上の表記のみらしく、積み上げてきた経験値実力には影えい響きようはないようだが、これでは身分証としての役割は果たせない。

「くっそ、バグりやがったッ……！」

　冒険の書を閉じたり開いたり叩たたいたりふーふー吹ふいたりしてみるが復旧しない。

「それで、レベル１のむらびとが、私たちに何の用なんだ？」

「待て！　違ちがう、俺は断じてただの村人なんかじゃない！　おまえらを導くために女神に遣つかわされた指導係なんだよ！」

「女神さまに？」

「そう、これでも名のある勇者なんだ！　クロノス・ヴォルクオルデンっていう……！」

　赤髪の少女は晴れやかな笑え顔がおで頷うなずき、

「うん、聞いたことないな！」

「いやいやいや！　仮にも勇者なら知ってるだろ!?　お願い、知ってて！」

「そんなこと言われてもなぁ。仲間とかは？　いないのか？」

「いや、その……」

「何よ」

「えっと、実は生まれてこの方、そう、一いつ匹ぴき狼おおかみというか、孤こ高こうの勇者というか……」

「つまりぼっちね」

「ぼっちって言うな！　や、やめろ、急に優やさしい目をするな！」

　銀ぎん髪ぱつの少女が困ったように唇くちびるに指を添そえる。

「証明する物もない、証言する人もいないのでは、信じようがありませんねぇ」

「そうよ。だいたいあんた、スライムにやられかけてたじゃない。そんな与よ太た話、誰が信じるっていうの？」

「ぐっ……！」

　顔を隠かくして活動していたのが完全に裏目に出ていた。冒ぼう険けんの書も当てにならない今、他ほかに自分が勇者だと信じさせる方法は──

　と、

「あわわわ！　すみません、ご主人さまぁ～！　身体からだ洗ってたら遅おそくなっちゃって！」

　最高のタイミングでキワモノ妖よう精せいが舞まい降りてきた。

　クロノスはすかさずベルを鷲わし摑づかみにすると、印いん籠ろうよろしく少女たちに突き出した。

「ぐぇぶ!?」

「ほら見ろ、この妖精をッ！」

「よ、妖精だ！」「妖精だわ！」「本物です……！」

　俄が然ぜん、少女たちが色めき立つ。

　クロノスはしめたと勢い込んだ。妖精は女神の遣いとされている。これで俺の言うことを信じざるを得まい！

「では、まさか、本当に……!?」

「そう、おまえたちは救世主なんだ！　そして、世界に光をもたらすという崇すう高こうな使命を帯びている！」

「救世主……！」「崇高な使命……！」

　いいぞ、いい手て応ごたえだ！

　クロノスは茹ゆですぎたパスタのようにぐったりと伸のびているベルをポケットに突っ込むと、ここぞとばかりに胸に手を当てて吠ほえ猛たけった。

「そうだ！　そして俺はおまえたちを導くために、女神から遣わされた最強の勇者──」

「そうか、私たちは救世主だったのか！」

「最後まで聞けよ!?」

「わたくしたちがそろって勇者になったのも、女神さまのお導きだったのですね！」

「ふふん、やっぱりね。そんな気がしてたわ」

「おいちょっと待て、まだ話は終わってねぇ！」

　都合のいいところばっかり摘つまんでんじゃねぇよ！

　銀髪の少女がふと小首を傾かしげる。

「でも、救世主って何をするのでしょうね？」

「魔王を倒たおすんだよ！」

「ふうん？　その魔王ってどこにいるのよ？　旅のついでにこてんぱんにしてやるわ」

「いやいきなりは無理だから！　ついで感覚でこてんぱんにできるもんじゃないから！　まずは三つの神器を集めてだなっ！」

「神器？　なにそれ？」

　この子たち本当に大丈夫なの!?　いや、だが女神がこいつらじゃないと世界が滅ほろぶって言ってた！　こいつらを育てるのが俺の使命っ、ここで折れるわけにはいかねぇ！

　クロノスは勢いよく立ち上がると、己おのれの胸に親指を突き立てた。

「いいか、魔王城への道のりは遠く険しい！　だが安心しろ！　この『魔王城に一番近い男』たるクロノス・ヴォルクオルデンが、おまえらを最強の勇者にして、必ずや魔王の許もとに導いてや──」

「じゃ、禊みそぎも済んだし、いざ魔王城へ！」

「おまえら清すが々すがしいほど人の話聞かねぇのな!?」

　歩き出す三人に、クロノスは慌あわてて追いすがった。

「待て、せめて一いつ緒しよに連れて行ってくれ！　道中説明するから！」

「ごめんな。うちでは飼ってあげられないんだ」

「そんな捨て犬を哀あわれむような目で見ないで辛つらい！」

　くそ、どうしたら信じてもらえる!?　世界のためにもここで諦あきらめるわけには……！

　と、亜あ麻ま色いろの髪かみの少女が、ひょこひょこと足を引きずっていることに気付いた。

　とっさにその肩かたを摑つかむ。

「ちょっと待て。足見せろ」

「触さわるな、変態！」

　少女は暴れた拍ひよう子しによろめいて、左足で体重を支え──とたんに顔をしかめた。

「痛っ……」

　赤髪の少女がはっと息を吞のむ。

「ミア、怪け我がしてるのか!?」

「っ、こんなのたいしたことないわ。薬草だって貼はったし……」

「あのな、ミアとやら。薬草は貼るものじゃなくて、食べるものだ」

「し、知ってるし！　気安く呼ばないでよ！」

　眉をつり上げる少女を見下ろしながら、クロノスはため息を吐いた。薬草の使い方も知らないとは、先が思いやられる。

「手当てするぞ。足上げろ」

　クロノスは細い肩を押して強ごう引いんに座らせるやいなや、足首を摑んでぐいと持ち上げた。

「きゃ……！」

　足の裏に貼られた薬草を慎しん重ちように剝はがす。どうやら枝か何かで切ったらしく、白い柔やわ肌はだに微かすかに血が滲にじんでいる。

　クロノスは防水性の革かわ袋ぶくろから応急用具を取り出すと手早く消毒し、薬を塗ぬった。

　見守っている二人が感かん嘆たんの声を漏もらし、少女が尖とがらせた唇から小さく零こぼす。

「……う、うまいじゃない」

「ずっと一人旅だったからな。一通りの技術は身についてる」

　最後に包帯を巻いて、きっちりと留める。

「ほら、これでいいだろ。旅の基本は足だ。この先冒険を続けるつもりなら、無む闇やみに裸足はだしで歩かないように気をつけろよ」

「余計なお世話だし。……っていうか、あんたこそ傷だらけじゃない」

「俺は慣れてる」

　クロノスは魔ま族ぞくに傷付けられたばかりの額を乱暴に擦こすると、鳶とび色いろの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「いいか、仲間に迷めい惑わくかけたくないって気持ちは分かる。だが無理して堪こらえるな。辛かったり痛かったりしたら一人でがまんしないで、これからは仲間に甘えろ、いいな」

「……なによそれ」

　少女はぷいと顔を逸そらしてしまった。

　クロノスはやれやれとため息を吐つきつつ、包帯の具合を確かめようと目を落とし──

「……あ」

「え？」

　高く上げさせた少女の足、その先にすべすべした腿ももと白いレースが微かすかに見えて──

「……～～～～っ!?」

　少女がスカートを押さえたかと思うと、顔面をぺたぺたぺた！　と素す足あしスタンプの嵐あらしが見み舞まった。

「ばかばかばか、信じらんない！　変態！　エッチ！　お、お米！　お米こめ粒つぶーっ！」

「ぶっ！　待て待て、見てない、信じてくれ！　一いつ瞬しゆんしか見てない！」

「み、見たんじゃない！　風になれ！　灼しやく熱ねつの炎ほのおに焼かれて骨も残さず蒸発したら野花の間を優しく駆かけ抜ぬける千の風になれー！」

「くっ……！　待て、話を聞けっ！」

　なんとか旅に同行する約束だけでも取り付けなければ、彼女たちを導くどころか本当にただの変態止まりだ。クロノスは素足の猛もう攻こうから逃のがれようともがき──

「うわっ……！」

「きゃ!?」

　勢い余って、芝生しばふの上に少女を押し倒していた。

「あ、わ、悪いっ！」

　慌てて離はなれようにも、指と指が絡からみ合ってうまく身を起こせない。な、なななななんだこの体勢!?　マズい、謝らなければ、いやいやそれより早くどかねぇと……！　と混乱していた意識が、ふと少女の上に収束する。

　ちょっと驚おどろいたようなあどけない表情が、クロノスを見上げていた。

　──無防備に薄うすく開かれたバラ色の唇。人形のように整った鼻び梁りよう。陶とう器きよりもきめ細やかな肌はだ。何より、柔やわらかな陽光を透すかす、金色の──

　その吸い込まれそうな瞳に魅み入いられて、気がつけばその一言を告げていた。

「……頼たのむ。俺を信じて……ついてきてくれ」

「────！」

　鼻と鼻とが触ふれそうな距きよ離り、少女の頰ほおが朱しゆに染まり──……って押し倒しておいて信じろとか説得力ないよね!?　何でこのタイミングであんなこと言ったの俺!?　ああああテンパった恥はずかしぃぃぃ……っ！

　内心で七転八ばつ倒とうしていると、横から突つき飛ばされて地面に突っ込んだ。

「ぶっ!?」

「こら、ミアをいじめるな！」

「こんな変態放ほうっておいて参りましょう、ミア！」

　銀髪の少女に手を取られて立ち上がったものの、少女はその場から動かない。

「ミア？」

　仲間に名を呼ばれても、じっとクロノスを見下ろしている。

　やがてバラ色の唇が「ねえ」と平べったい声を零こぼした。

「あ？」

「そんなに一緒に来たいの？」

　一緒に行きたいというか、行く必要があるというか……

「ああ」

「なんでもする？」

　こいつらを一人前の勇者にするのが、俺の使命だ。そのためなら、

「なんでもする」

　クロノスが頷うなずくと、少女は「そう」と頷いて、濡ぬれて重たげな髪を払はらった。

「あんたのこと、連れて行ってやってもいいわよ」

「ミア!?」

「ほ、本当か!?」

　思わず膝ひざを乗り出すクロノスの鼻先に、少女は桜色の爪つめをびしりと突きつけ、

「ただし──下僕としてね！」

「げ……下僕っ!?」

「なによ、文句あんの？　連れて行ってあげるだけありがたいと思いなさい！」

「い、いや下僕って何だよ!?　俺はおまえたちを指導するために遣つかわされた──！」

「はあ？　指導？　スライムにやられるようなへなちょこが何様のつもり？　だいたいあんた、あたしたちの、その……は、は、裸はだかを見たんだから、責任取りなさいよねっ！」

「責任って……！」

　声を失うクロノスの横で、他ほかの二人が顔を見合わせ、そして笑え顔がおで頷いた。

「ミアがそう言うのなら、仕方ありませんね」

「スライムにやられるような弱っちいやつ、一人で放っておくのも心配だしなー！」

「いや違ちがうよ!?　あの時はちょっと調子が悪かっただけだから！　俺が本気出したらすごいからねマジでスライムなんて一瞬で──やめてそんな優やさしい目で見ないで！」

　必死に訴うつたえるクロノスの肩を叩たたいて、赤髪の少女は凜り々りしく頷く。

「大だい丈じよう夫ぶだぞ、く、クロ、クロなんとか、ええーと……クロ！」

「投げ出すなよ！　クロノスだよ！」

「冒ぼう険けんは危険が一いつ杯ぱいだけど、何も心配することはないさ。必ず私が守ってやるからな！」

　その真しん摯しな瞳に、クロノスは不覚にも胸を打たれていた。こいつらいろいろと問題はありそうだが、誰だれかを守りたいというこの気き概がい、もしかしたら勇者としての資格は十分──

「ちゃんと世話もするし、散歩も連れてくから！」

「ペットの扱あつかいじゃねぇか!!」

「その代わり、いつかここ掘ほれわんわんで恩返ししてくれよなっ！」

「だからそれ完全にペットだよね!?」

　銀ぎん髪ぱつの少女がおっとりと微笑ほほえむ。

「確かに、旅には男手があったほうが重宝いたしますものね。荷物を持ったり、うちわで扇あおいだり、椅い子すになってくださったりね」

「それ奴ど隷れいだよ！　ペットよりなお悪いよ！」

「あら、ではやはり犬の方がお好みですか？」

「そうじゃなくて！　俺はおまえらの師として派は遣けんされたわけで、もっと敬意を──」

「そうと決まったら、出発だ！」

「さあ、さっそく荷物を持ってくださいな？」

「おい、待て、聞け、俺の話を……！」

　止める間もなく、赤髪と銀髪の少女は連れ立って歩き出してしまう。

「そんな……！」

　放心するクロノスを見下ろして、残った少女が人形のような美び貌ぼうに笑みを浮うかべた。

「早くしなさいよね、下僕！　遅おくれたら承知しないんだから！」

　真っ白な包帯に包まれた足が翻ひるがえり、なびく髪から水すい滴てきがきらきらと躍おどる。

「ああ……ああああ……！」

　クロノスは追いかける気力もなくくずおれた。なんで、どうしてこんなことに……！

「俺は下僕でもペットでも奴隷でもなくて、最強の勇者なんだって……」

　靴くつを履はき、細い脚で駆け出すその背中に弱々しく嘆なげいたところで届かない。

「よーし、魔王を倒たおすぞーっ！」

『おーっ！』

　元気に声を合わせる少女たちの背中を、クロノスは泣く泣く追いかけたのだった。




　　　　†　†　†




「…………」

　回想を終えて魂たましいが抜けたようになっているクロノスの横で、女め神がみがうんうんと頷く。

「あれは私のせいじゃないよ！」

「いやどう考えてもおまえのせいだろ！　なんであんな所に送り込むんだよ!?」

「だって焦あせってたんだもん！　旅立つ前に使命を与あたえなきゃって！」

　女神は腰こしに手を当てて、ぷっと右のほっぺを膨ふくらませる。

「だいたいお姉ちゃんは、あの子たちを導いてって頼んだんだよ!?　なのになんでこそこそ裏方なんかしてるのか、こっちが聞きたいくらいだよー！」

「だってあいつら俺の言うことぜんぜん聞かないんだもん！　むしろ言えば言うほど真逆のことばっかりするんだもん、あの天あまの邪じや鬼くども！」

「それは自じ業ごう自得だよ！　ミアちゃんたちと出会ってからの一週間で自分が何をしでかしたか、忘れたとは言わせないよ!?」

「うっ……!?」

　眉み間けんに指を突きつけられて、クロノスの脳のう裏りに数々の失態が蘇よみがえった。




　それは旅をはじめて三日が経過した日のことだった。

　少女たちがスライムどころか野生の鳩はとにすら敗北を喫きつするのを目まの当たりにして大いに焦ったクロノスは、手始めにライアに稽けい古こをつけてやろうと思い立った。

「だが愛剣エクスカリバーはなくしたし、新しい剣もまだ調達してないし……まあ、手合わせならひのきのぼうでも十じゆう分ぶんか……ん？　いやむしろ『ひのきのぼうでもこんなに強いなんて、クロノスさんってもしかして伝説の勇者!?　カッコイイ！　抱導いて！』……よしこれだ！」

　というわけで、クロノスは買い物シヨツピングの合間を縫ぬってライアを路地裏に連れ込んだのだった。

「どうしたんだ、クロ？　こんなひとけのないところに連れてきて」

「いいかライア、おまえは筋は良いのに動きが硬かたい。俺が稽古をつけてやるから……」

　クロノスがひのきのぼうを引きずり出したとたん、ライアがびくりと後あと退ずさる。

「なに、それ……」

「ふっ。そう怯おびえるな。俺の華か麗れいなひのきのぼう捌さばきを見せてやるよ」

「い、いやだ、怖こわい！」

「大丈夫だ、何も心配はいらないから、俺に身を任せ──」

「だってクロの棒、太い、大きい、すごい固そう！　そんな大きいの無理だよ！」

「ちょっと待てその言い方！　大声で叫さけぶな、誤解を招く！」

「いやだ無理だよ死んじゃう！　やだやだ、怖いよー！　助けて、クロがいじめるー！」

「だ、大丈夫、ちょっとだけだから、ちょっと手合わせするだけだから！」

　クロノスは逃にげるライアを追って路地裏を駆け抜け──悲鳴を聞きつけたのか、集まった人ひと垣がきのど真ん中に飛び出していた。

　鼻白むクロノスの前に、町の治安を預かる騎き士し隊が進み出る。

「黒ずくめの怪あやしい男が少女にいかがわしいことをしていると通報を受けたんだが……」

「い、いえ、これは違うんです……ただちょっと、剣の特訓を……」

　その時ミアとシルフィーが人ひと混ごみをかき分けて飛び込んできた。

「ライア!?」

「どうしたのです!?」

　ライアはぐすぐすと涙なみだを拭ぬぐいながらクロノスを指さす。

「く、クロが、『俺のひのきのぼうを見せてやる』って言って、無理矢理……っ！」

　二人は死にかけのムカデでも見るかのような目でクロノスを射い貫ぬき、

『最低……』

　心の底から罵ののしられた。のち、問答無用で連行された。




　それから二日後のこと。

　旅の途と中ちゆう、川辺でたき火を囲みながら、クロノスはふとシルフィーの手元に目を遣やった。

「弓、か」

　ライアが濡ぬれた髪かみを絞しぼりながら、誇ほこらしげに頷く。

「シルフィーの家は代々弓の名手で、大きな大会をたくさん制せい覇はしてるんだぞ！」

　クロノスは「ふーん」と呟つぶやいて口の端はしをつり上げた。弾はずみを付けて立ち上がる。

「シルフィー、俺と勝負しないか？」

「勝負、ですか？」

　クロノスは「ああ」と頷きながら、遠く木の葉の影かげに見え隠かくれしている白い影を示した。

「ちょうどいい、昼飯用にあの鳥を射貫いてやる」

「えっ、あれは……」

　シルフィーが息を吞のむのも無理はない。狙ねらうは針の先ほどの的だ。この射的勝負でシルフィーに勝てば、こいつらも俺を尊敬せざるを得まい！

　クロノスは有う無むを言わさずシルフィーの手から弓を取り上げると、ひたりと狙いを定さだめ、

「ここだ！」

　放った一矢が見事にほんの拳こぶしほどの隙すき間まを射貫き、獲え物ものがぽとりと地面に落ちた。

「見たか、俺の実力！　これでちょっとは見直しただろ！」

「く、クロちゃん、待ってください！」

　シルフィーの制止を振ふり切って、クロノスは戦利品に駆かけ寄って高々と掲かかげ──ふわりと風になびくそれは、白いブラジャーであった。

「…………」

「川遊びで濡れてしまったので、干しておいたんです」

　おっとりとした声に振り向くと、穏おだやかな微笑みを浮かべたシルフィーが立っていた。そのたおやかな細ほそ腕うでは、彼女の身の丈ほどもあろうかという巨きよ大だいな岩を抱かかえている。

「クロちゃん？　覚かく悟ごはいいですか？」

「すまなかった、本当にすまなかった、だが決して下心があったわけではなく──」

「今なら地じ獄ごくへ直行便二十分コースと、じっくり周遊便三時間コース、好きな方を選べますよ？」

「……三時間コースでお願いします……！」

「……あんたマゾなの？」

　ミアの冷たい目にさらされながら、クロノスは流れるように砂利じやりの上に膝ひざを突き──三時間、石抱きの刑けいに処されたのだった。




　さらに。

　出会ってその日、初めての戦せん闘とうでミアが謎なぞの大爆ばく発はつを引き起こすのを目の当たりにしたクロノスの背中に、戦せん慄りつが走った。

（お、オリジナル魔ま法ほうだと!?）

　通常、魔法は指レ南シ書ピと呼ばれる手順に沿って発動させる。独自の魔法を開発するのは非常に難しく、発現すること自体が稀まれなのだ。その上、ミアの周囲には常に尋じん常じようではない量の精せい霊れいたちの気配が渦うず巻まいていた。

（そういやこいつ、前にも泉を凍こおらせるっていう離はなれ業わざをやってのけたな！　今のところは全部失敗しているようだが、この精霊たちのざわめき方……もしかしたら、とんでもない才能の持ち主なんじゃ……!?）

　しかしそれから一週間たってもミアの魔法が成功する兆きざしはまったくなく、毎回戦闘の度たびにとばっちり被ひ害がいに耐たえていたクロノスは、頭頂からひまわりを生やされるに至ってついに音ねを上げたのだった。

「ミア、そんなに魔法を使いたいなら、まず基本から始めたらどうだ？　簡単な風魔法は使えるか？」

　戦闘後の一服を楽しんでいたミアは、かじりかけのマフィンを降ろして口を歪ゆがめた。

「は？　ばかにしてるわけ？　当たり前じゃない」

「なら見せてくれないか。一番簡単なやつでいいから」

「……仕方ないわね」

　ミアは立ち上がると、口の中で呪じゆ文もんを唱えはじめる。

（これも指レ南シ書ピ通りじゃねえな。ずいぶんオリジナルにこだわってるみたいだが……）

　やがて呪文が完成したようだった。

「風よ来たれ！　我が同胞はらからに精霊の祝福を！」

　鈴すずのような声が凜りんと響ひびき渡わたり──微び風ふうすら起こらない。

「お、おかしいわね」

「がんばれミア！」

「大だい丈じよう夫ぶです、できますよ！」

「う、うん」

　ライアとシルフィーが立ち上がって応おう援えんする中、クロノスは胡座あぐらをかきつつ首を傾かしげた。

「教えてやろうか？」

「うるさい！　できるってば！」

　再び、詠えい唱しよう。

「精霊の祝福を！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、ミアの足あし下もとから風がぶわりと舞まい上がり──クロノスの目の前で、ミアとシルフィーのスカートがめくれ上がった。

「…………」

　クロノスの頭に咲さいたひまわりがそよそよと揺ゆれる。

　やがて風が収まり、平へい穏おんな景色が戻もどってきた。

　柔やわらかな陽光。木々のざわめき。小鳥の声。そして首まで真っ赤にした少女たち。

　絶ぜつ叫きようが弾はじける前に、クロノスはきりりと表情を引き締しめながら口を開いた。

「……安心しろ、女白神とにピ誓ンっクてか何…も…見良てきなかいな」

「星になれ！　空の彼方かなたへ飛ばされて鮮あざやかに燃え尽つきて生き物たちの営いとなみを優やさしく見守る夜空の星になれーっ！」




「…………」

　クロノスはそっと女神から目を逸そらした。

　故意ではないとはいえ、あんなセクハララッシュがバレたら末代までの恥はじ──

「お姉ちゃん、全部見てたからね」

「女神業って暇ひまなの!?　他ほかにすることないの!?」

「ベルちゃんからの報告も受けてたし」

「ベルの裏切り者！」

「すみませんてへぺろ☆」

「いくらなんでもあれはヒドイよ、いろんな意味でヒドイよ！」

「いやわざとじゃないからね!?　名めい誉よを挽ばん回かいしようと躍やつ起きになった結果、ちょっと空回っただけで……！」

　瀕ひん死しのクロノスにトドメを刺さすように、女め神がみは尖とがらせた唇くちびるから細いため息を吐つく。

「あんなこと繰くり返すから、ミアちゃんたち、『もうクロには何も教わらない！』『あんたの言うことなんか聞くもんですか！』ってなっちゃったんだよ。あれはクロノスちゃんが悪いよ！　むしろ下僕としてでも同行させてくれるミアちゃんたちの優しさに感謝するべきだよ！」

「ぽ、ポンコツ女神にダメ出しされたくねーよ……」

「ポンコツ同士、お似合いなんじゃないですかね──ぐぇ」

　とっさに握にぎりつぶしたおかげでベルのろくでもない呟きは届かなかったらしく、女神はぷりぷりとそっぽを向いている。

　クロノスもむっつりと顔を背そむけながら、ぼそりと口を開いた。

「だったら、俺の冒ぼう険けんの書を再発行してくれればいいだろ。そしたら俺が勇者ってことが証明できて、あいつらだって言うことを聞いてくれるハズ……」

「でもさ？　今さらクロノスちゃんがすごい勇者だって証明されても、ミアちゃんたち、かえって拗すねちゃうんじゃない？」

「う……」

　そう、そうなのだ。プライドの高い彼女たちのことだ。さんざん下僕扱あつかいしていたクロノスが実は最強の勇者でしたなどという事実、すんなり受け入れてくれるとは思えない。そればかりか最悪、今以上に反はん撥ぱつされるケースも考えられる……！

「しかも、こそこそ裏方してたなんて知られたら、尊敬どころかますます言うこと聞いてくれなくなるよ～？　クロノスちゃんだってうすうすわかってるんじゃない？　だからこそ、裏方に徹てつしてる部分もあるんじゃないの～？」

　くそ、女神のくせに鋭するどいな……！

　ムキになって顔を逸らすクロノスの正面に回り込んで、女神が腰こしに手を当てる。

「とにかく、今さら実力を見せつけても、ミアちゃんたち、おへそを曲げちゃうよ！　それでミアちゃんたちが『もう救世主なんかやらない！』ってなって世界が滅めつ亡ぼうしたら、クロノスちゃんのせいなんだからねっ！　こうなったら、裏方を貫き通してでも魔王城まで導いてくれないと、困るよ！」

「っく、ぅ……！」

　クロノスは力なくベッドに座り込むと、頭を搔かきむしった。

「くそ、なんでよりによってあいつらなんだよ……っ!?　もう俺でいいじゃん！　魔王を倒たおすの俺でいいじゃん！」

「だからダメだって言ってるでしょ！　魔王を倒すための神器はミアちゃんたちしか使えないの！　こればっかりは女神の私にもどうすることもできないのっ！　とにかく、ミアちゃんたちを魔王城に行けるくらいまで育ててくれないと、世界の危機がピンチで危ないんだよ！　あの時、命に代えてもって約束してくれたじゃない！」

「それは言ったけど……！」

　クロノスはせめてもの抵てい抗こうとばかりに訴うつたえた。

「だったらせめて自分であいつらを導けよ！　それが女神の仕事だろ！」

「あの子たちが私の手に負えると思うの!?」

「思わないけど！　そもそもなんで俺じゃなきゃダメなんだ！　もう威い厳げんなんか取り戻せやしねぇんだ、いっそ別の誰だれかに頼たのんだ方が早いだろうが！」

「それはできないよ！　だって、だって──」

「……っ」

　女神のいつになく真しん摯しな顔に、クロノスは息を吞み──

「お姉ちゃん、すっっっごい人見知りなの!!」

「すごい個人的な理由だった！」

「クロノスちゃんに初めて声を掛かけるとき、どれだけ手のひらに人の字を書いて吞み込んだと思ってるの!?　手のひらすりむけたよ!?　指し紋もんなくなったよ!?」

「そんなに!?　っつーか、だったらどうして俺を選んだんだよ!?　自分で言うのもなんだけど、目つきは悪わりィし愛想はねぇし、決して声を掛けやすいタイプじゃ──」

「だって、クロノスちゃんはぼっちだったから」

「そんな優しい笑え顔がおで！」

「うっ、うっ、お願いだよ、クロノスちゃぁぁぁん！」

「んぐっ!?」

　唐とう突とつにがばりと抱だきつかれて、クロノスはたまらずもがいた。弾だん力りよくのある胸が惜おしみなく顔に押し付けられる。

「ちょ、おい!?」

「お姉ちゃんにはもうクロノスちゃんしかいないの！　今からまた別の人に声を掛けるのを想像しただけで、心臓パーンってするよ！　心臓すりむけるよぉおぉ！」

「おまえもう女神やめろよ！　向いてねぇよ！」

「ううっ、ごめんねごめんね、そうだよね、ひどいお姉ちゃんだよね、死ぬねっ！」

「すまん言い過ぎた！　分かった、俺で良けりゃ何でもしてやるから生きろ、なっ!?」

　慌あわてて背中を撫なでると、女神はようやくクロノスを解放して嬉うれしそうに涙なみだを拭ぬぐった。

「えへへ、クロノスちゃんは優しいねぇ」

　そんな顔をされたのでは、これ以上追つい及きゆうできなくなってしまう。

　クロノスはぐしゃぐしゃと前まえ髪がみを搔き回した。

「くそぅ……！　結局俺があいつらを育てるしかないのか……！」

「ご主人さまって、いつもこうやって言いくるめられますよね」

　浅く息を吐いて、腕うでを組む。

「で、肝かん心じんの神器はどういうもので、どこにあるんだ」

　魔王を倒すために必要なアイテム──三つの神器を求めて、多くの冒険者が今なお冒険を続けているのだが、どうやら人間の手に余るらしい。頼たよりは女神しかいないのだが──

「それが分かったら苦労はしないよ！」

「だから威い張ばるな！　っつーか、なんで神器なんていう大事なアイテムが世界中に散らばってんだよ!?」

　女神は「それはね……」と沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせる。

「あれは二千年前のこと……いよいよ魔ま王おうとの決戦だって時、天界神さまから送られてきた秘密兵器の段ボール箱を開けようとしたら、手が滑すべって、中身を天界からばらまいちゃって……」

「神器って段ボール箱で送られてきたの!?」

「急いで拾おうとしたら、魔族たちが群がって、あっという間に持って行っちゃって……すごい怖こわかった……」

「指くわえて見てんじゃねーよ！」

「おかげで神器がどういうものかも確かめる暇もなくて、一気にテンション下がっちゃって……魔王をやっつけるのとか、もう無理で……封ふう印いんするだけで、気力とか体力とか、いろいろ使い果たしちゃった……」

「なんかもうダメすぎて逆におまえのこと愛いとおしくなってきたんだけど何これ!?」

「ありがとう!!」

「褒ほめてねぇよ！」

　声を荒あららげるクロノスの前にベルが飛び出て、小さな胸を張る。

「大丈夫ですよ、ご主人さま！　神器のことなら、旅のアドバイザー兼けん神器レーダーのベルにお任せあれ！　神器が近づいたら、バイブレーションでお知らせしますからねっ！」

「いや、普ふ通つうに教えてくれ。いちいち胸ポケットで震ふるえられたらたまらんわ」

　いくら神器探知機のベルがいるとはいえ、大陸中に散らばった神器を探し出すなど、雲を摑つかむような話だ。

「はあ。やっぱりしばらくは、神器を探しつつもランク上げに専念するのが吉きちだろうなぁ……できれば今月中にはＤランクに……けどあいつら一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇし……」

　ぶつぶつと呟つぶやきつつ考え込んでいると、ふと小さな声がした。

「……ごめんね、クロノスちゃん」

「ん？」

　目を上げると、女神が今にも泣きそうな顔をして目を伏せていた。

「私、分かってるんだ。クロノスちゃんにひどいこと言ってるって……だって……──」

「…………」

　クロノスはその先を遮さえぎるように笑って、栗くり色いろの頭に手を置いた。

「ま、心配すんな。あとは俺に任せて、さっさと帰れよ。仕事しねぇと、天界神さまとやらに怒おこられるんだろ？」

「うん……」

「だからそんな顔すんなって、らしくねぇな。俺もいろいろ言っちまったけど……やるって言ったからにはやるよ。必ずあいつらを一人前に育ててみせる。俺を信じろ」

　女神はきゅっと唇を嚙かんで顔を上げると、花がほころぶように笑みを浮うかべた。

「えへへー！」

　またも柔やわらかな肢し体たいにがばぁっと組み付かれて、たまらずベッドの上にひっくり返る。

「ちょっ!?　またおまえは……っ！」

「今夜は一いつ緒しよに寝ねようか、クロノスちゃん！」

「なんで!?」

「最近は神さまと同どう衾きんするのが流は行やってるんだよ！」

「どこの世界の流行りだ！」

「ねえ、一緒に寝ようよ！　何でだめなの!?　紐ひも!?　紐が足りないの!?」

「紐って何だよ!?　おい離はなれろ、ベルが見てる！　見てるどころかスケッチ始めてる！」

　クロノスの胸むな板いたに豊満な胸が押し当てられて、何とも言えない弾力を伝えてくる。ローブ越ごしに、柔らかな肉体のそこかしこが当たって──！

「は、離れろって……！」

　細い肩かたを押し返すと、女神は存外あっさりと身を起こした。

「えへへ。やっぱり、クロノスちゃんとお話しするのは楽しいなぁ」

　頰ほおを緩ゆるめる女神があまりにも嬉しそうで、クロノスは起き上がりつつ「なんだそりゃ」と小さく笑った。

「ま、魔王城への道のりはまだ遠そうだ。神器が見つかるまでは地道に旅を続けて、ランク上げに励はげむとするよ」

「うん！　それじゃ、お姉ちゃんはもう行くよ！　ミアちゃんたちに、クロノスちゃんをお願いしますって伝えておいてね～！」

「いや逆だろ。俺があいつらの面めん倒どうを見るんだろうが」

　しかし女神は珍めずらしく、「ふふっ」と含ふくみのある笑みを見せた。

「それはどうかな～？　とにかく、よろしくねっ！」

　女神は一仕事終えたとばかりに額をぬぐうと、たおやかに手を広げる。

「それではクロノス、我が愛し子よ、世界の命運はあなたの手に委ゆだねられ──（ピリリリ！　ピリリリ！）あっ、天界神さま！　はい！　はいっ！　あっ、すみません忘れてました！　あ、噓うそです忘れてません！　ええ、今すぐにハイ、ジャストナウ！」

　ぺこぺこと頭を下げる女神の輪りん郭かくがぼやけ、やがて完全にかき消える。

「あいつ、相変わらずノリと勢いだけだな……」

「でも女神さまとお話しするときのご主人さまって、とっても楽しそうですよね！」

「んなわけあるか。はー、疲つかれた……」

　クロノスは仰あお向むけにベッドに倒れ込み──そのまま弾はずみを付けて立ち上がった。

「おっし！　今から冒険者支援協会ギルドに行って、クエスト三つくらいこなしてくるか！」

「ええっ!?　休まないんですか？」

「ああ。ミアたちを育てるって、女神にも約束しちまったし……それに──」

【森の廃坑】攻こう略りやく後、嬉しそうに円えん陣じんを組んでいた少女たちを思い出して、クロノスは頭を搔いた。

「あいつらの笑顔を見るの、そう嫌きらいじゃねぇんだよな」

　ベルはふーっとため息を吐つくと、ベッドから飛び立った。

「仕方ないですねぇ、ベルもお供しますよ！　なんたってアドバイザーですからね！」

「……俺のこと食べない？」

「食べませんよ！　ご主人さまは大事な女神さまのお遣つかいですからね！　アドバイザーの任務が終わるまでは絶対に食べません！」

「……終わったら食べるつもりなんだ」

　クロノスの夜はまだ終わらない。

　最強勇者は大荷物を背負って、部屋を後にしたのだった。


















　第二章　毒の沼で顔を洗ったりダンジョンで素っ裸になる冒険者なんて聞いたことねーよ!?











「ふー。おなかいっぱいだー！」

【森の廃はい坑こう】攻略から五日後。一行は、とある町の酒場にやってきていた。

　安くておいしい料理を詰つめ込んで、甘いデザートを囲む至福の一時。三人娘むすめはテーブルに『月刊ダンジョンガイド』を広げて、仲良く額を突き合わせている。

「次はどのダンジョンにしようかなっ！」

「この辺りはたくさんダンジョンがあって、選び放題ですねぇ」

「難しいほど燃えるわね！　なんたってあたしたちは救世主なんだから！」

　クロノスはミアに押し付けられたピーマンをつつきつつ、その様子を見守っていた。

（当面はランクアップが目的だから、楽なダンジョンを選んでくれるといいんだが──）

　と、

「おい聞いたか？　あの伝説の勇者が行方ゆくえ不明らしいぞ」

「…………！」

　唐とう突とつに耳に飛び込んできた会話に、クロノスはぎくりと身を強こわばらせた。ちらりと横目に窺うかがうと、カウンターに座ったひげ面づらの勇者に、バニーガールの恰かつ好こうをしたウェイトレスが「へぇぇ？」と身を乗り出しているところだった。

「魔ま王おう城に最も近い勇者、だっけ～？　目も眩くらむような美少年なんでしょォ？」

「いや、それがどうも違ちがうんだよな。半年前にチラッと見たんだが、背は高たけぇし目つきは鋭するどいし、ゴロツキみてぇなヤツだった」

「ええ～、何ソレぇ？　ニセモノじゃないのォ？」

　クロノスはだらだらと冷ひや汗あせを流しながら、顔隠かくしのマスクをそっと引き上げた。やばいぞ、まさか今の俺の顔を知ってる奴やつがいるとは……！　今さらミアたちに俺の正体がバレたら、どんな面倒なことになるか見当も付かねぇ……！

　しかし同じ単語を聞きとがめたのか、ライアが興きよう味み津しん々しんで割って入る。

「なー、伝説の勇者って何だ？」

「知らないのか、嬢じようちゃん？　齢よわいわずか八歳にして勇者になり、たった一人でＳランクまで上り詰めた伝説の男、クロノス・ヴォルクオルデンだよ」

「──ッ！」

　凍こおり付くクロノスの横で、ライアは力強く頷うなずき、

「聞いたことないな！」

　ワーイそうだった、こいつらが俺の本名なんか覚えてるわけがなかったワーイ哀かなしい！

　しかしひげ面勇者の連れ──魔法使いの老人が、ライアの手元を指さした。

「お嬢ちゃん、それは月刊ダンジョンガイドかのう？　行方不明の記事と、似顔絵が載のってるんじゃないかね？」

　似顔絵だと!?　やめろぉ、確実にバレるだろうが……っ！

　ライアはぱらぱらと月刊ダンジョンガイドをめくり、

「本当だ！　へえ、これが伝説の勇者かぁ！」

　クロノスは薄うす目めでそのページを見み遣やり──そこに描えがかれているのは、血統書付きの子犬のように上品な顔立ちをした美少年であった。

　よよよ良かった、昔の似顔絵だったぁぁぁぁ……！　そうだよな、今の俺を知ってる人間の方が少ねぇもん……！

　ウェイトレスがふぅと煙草たばこをふかす。

「ほらぁ、可愛かわいい～。やっぱアンタが見たのニセモノなんじゃないのぉ～？」

「そうかなぁ。ま、話によると、パーティーも組まずに無茶な攻略ばっかしてたみたいだからな。おおかたどこかでのたれ死んだんだろ。ぼっちの哀しい末路だな！」

　ぼっちぼっちうるせーよ、あいにくと元気に生きてるよ！

　クロノスがフォークを握にぎる手にぷるぷると力を込こめた時、魔法使いが細い息を吐いた。

「じゃが、あの最強勇者まで死んだとなると、この世界はどうなるのかのぉ」

　そんな老人の嘆なげきをはじき飛ばすように、ライアが勢いよく立ち上がった。

「大だい丈じよう夫ぶだぞ！　私たちが世界を救うから！」

「わたくしたちは今まさに、魔王を倒たおす旅の途と中ちゆうなのです」

　ひげ面がぽかんとして、今にも噴ふき出しそうなのを堪こらえながら「ま、魔王を？　へえ、そいつは豪ごう毅きだ！」と茶々を入れる。

「んで、嬢ちゃんたちのランクは？」

「クロ、言ってやれ！」

「……Ｅだ」

　クロノスが答えた途と端たん、酒場中にぶわははは！　と笑い声が渦うず巻まいた。

「笑うな！　本当なんだぞ！」

「女め神がみさまから救世主に選ばれたのですよ！」

　頰を膨ふくらませる少女たちに、ひげ面はひーひーと涙なみだを拭ぬぐいながら頷く。

「そうかいそうかい！　だが救世主なら【聖者の遺い跡せき】くらいは攻略できねぇとなァ？」

「【聖者の遺跡】？」

「ああ。東の荒こう野やにあるダンジョンでな。確かＢランク推すい奨しようだったかな？　俺たちも挑ちよう戦せんしたことがあるんだが、オオミミズと盗とう賊ぞく除よけの罠わなが厄やつ介かいで、危あやうく全ぜん滅めつだ」

　言外ににおわされた『Ｅランクの小こ娘むすめどもにはとても無理だろうよ』という嘲あざけりに気付いたのか気付かないのか、ライアが勢い込む。

「よし、今すぐ【聖者の遺跡】に乗り込むぞっ！」

「いやいや、Ｂランクなんておまえたちにはまだ早いから！　何のための推奨ランクか分かってる!?」

「なんだ、まともな奴もいるじゃねぇか」

　思わず大声で引き止めたクロノスを、ひげ面が面おも白しろそうに眺ながめ──ふとその眉まゆが寄った。

「あれ？　あんた、どっかで会ったこと──」

「うっ……!?」

　まじまじと覗のぞき込まれて、クロノスは目を泳がせ──助け船を出したのはライアだった。

「人違いじゃないか？　クロみたいなゴロツキ、どこにでも転がってるぞ！」

「あー、それもそーだな」

　ひげ面があっさり納なつ得とくする。ピンチは免まぬかれたけどなんか納得いかねぇ……っ！

「んで？　あんたも救世主さまなのか？」

　クロノスが答える前に、それまで借りてきた猫ねこのようにおとなしくしていたミアが不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「違うわ。こいつはあたしたちの下僕よ」

「ぶっは！　下僕ぅ!?　なるほど、救世主さまの腰こし巾ぎん着ちやくってわけか！」

　また冒険者たちから笑い声が沸わいた。それに気を良くして、男はますます饒じよう舌ぜつになる。

「こいつは傑けつ作さくだ！　大の男がこんな小娘にこき使われて恥はずかしくないのかよ？　その腰こしの剣けんはお飾かざりか、ああ？　腰抜けは大人しく救世主サマの靴くつでも舐なめて──ぶっ!?」

　他愛たわいのない揶や揄ゆを適当に聞き流していたクロノスは、目を見張った。

　男の顔に、ピーマンの載のった皿が直ちよく撃げきしていた。

「なっ……!?」

　目を白黒させるひげ面に、ミアが小さな猛もう獣じゆうのごとく牙きばを剝むく。

「あんたらみたいな三流に、こいつをばかにする権利はないわ！　こいつにあれこれ言っていいのはあたしたちだけなんだからねっ！」

「こ、このガキっ……！」

「ま──まあまあまあ！　すいませんっ！　ミアも謝れ、ほら！」

「いやよ！　離はなしなさい下僕！　こらっ！」

　じたじたと暴れるミアの手首を摑つかんでいる間に、男は顔を拭ってため息を吐いた。

「ったく、酒の席が台無しだぜ、とんだおてんばだ……まあこの代だい償しよう、身体からだで払はらってもらうって手も──」

　男はにやにやと下げ卑びた笑えみを浮うかべながらミアに手を伸のばし──

「……──ッ!?」

　雷かみなりに打たれたように、びくりと手を引っ込めた。

　男が慌あわてて周囲を見回した時には、クロノスが放っていた殺気は霧む散さんしている。……あー……冗じよう談だんだって分かってたのに、ついムキになっちまった……おとなげねぇ……

　ひげ面はしばし顔を引きつらせて殺気の出所を探さぐっていたが、やがて首を振ふった。

「……やれやれ。酔よいが醒さめちまったぜ。ま、駆かけ出し冒ぼう険けん者が調子に乗って、せいぜい全滅しないように気をつけるんだな！」

　ひげ面勇者一行はカウンターに金を置くと、「救世主ごっこもほどほどにしろよー」と笑しよう声せいを残して去って行った。

「むぅぅぅっ！　何だよ、あいつら！」

「礼れい儀ぎがなっていませんね」

「見てなさいよ！　絶対に【聖者の遺跡】を攻こう略りやくして、ぎゃふんと言わせてやるんだから──[image: にだくてん]ゃっ!?」

　げんこつを落とされた頭を押さえて、ミアが涙目で振り返る。

「あ、あんたっ、あんた、あ、あた、あたしを殴なぐったのっ!?」

「初対面の相手にピーマンぶつけるやつがあるか！」

「だ、だってあいつら、あんたのこと……っ！」

「あんなヤジは挨あい拶さつの内だ。いいかミア、酒場ってのは冒険者が情報交こう換かんする社交場でもあるんだ。顔見知りを作っておいて損はない。次に会ったら謝るんだぞ、いいな」

　ミアは真っ赤になった頰ほおを膨らませていたが、やがてぷいと顔を背そむけてしまった。

　ったく……。でもまぁ、一応俺のために怒おこってくれたのは、ちょっと嬉うれしかったかな。

　頭を搔かいていると、胸ポケットがもごもごと蠢うごめいた。

「それで、どうするんです？　【聖者の遺跡】。喧けん嘩か売られちゃいましたけど」

　クロノスは怒いかりに燃えている三人娘を見遣りながら、人にん参じんにフォークを突つき立てた。

「ま、あれだけうちの勇者たちをコケにされたんじゃ、受けて立つしかねぇだろ」










　その夜、クロノスは単身【聖者の遺跡】に潜せん入にゆうしていた。

「ご主人さま、意外と負けず嫌ぎらいですよね。あんな安い挑ちよう発はつに乗るなんて」

「いや、俺はいいんだけどさ。なんか、あいつらを侮あなどられんのはもやもやするっつーか……なんだろうなこれ」

「ふーむ、強しいて言うなら……高血圧、ですかね」

「そうか、高血圧か。塩分控ひかえよ」

　ランプを掲かかげつつ、不気味な回かい廊ろうを歩く。それははるか昔に見捨てられ、朽くち果てた神しん殿でんであった。かつては修道士たちが日夜修練に励はげんでいたのだろうが、今やその面おも影かげはない。石造りの内部にはそこかしこに神話の彫ちよう刻こくが建ち、クロノスを見下ろしていた。

「しかしあいつら、今日は一段と頑がん固こだったな」

　ひげ面の挑発で火がついてしまったのか、今すぐ【聖者の遺跡】を攻略したいと駄だ々だをこねる三人をあの手この手でなだめすかし、眠ねむったのを確かく認にんしてようやく出てきたのだ。

「あいつらには明日あしたに備えて、体力を蓄たくわえてもらわねぇとな。……ミアが寝ねぼけて何かしでかさなきゃいいんだが」

　そうぼやきつつ荷物を背負い直そうとして、大きくよろめいた。

「おっ、と……!?」

「大丈夫ですか、ご主人さま！」

「ああ。今日に限って、やたらと身体が重いんだよな……」

「疲つかれが出てるんですかね。大事な身体なんですから、無理しないでくださいね！」

「ありがとうな、ベル」

「あんまり負荷をかけると、おいしくなくなっちゃいますからね！」

「え、何？　大事な身体って、食材的な意味で？」

　目をこらしてみると、壁かべや床ゆかに不自然な出っ張りや継つぎ目が目立った。

「なるほど、盗賊除けの罠か。厄介だな。……やっぱり止めるべきだったか？」

　罠はもれなく解除しなければならないが、とりあえず拠きよ点てんを構えるのが先だ。クロノスは巧たくみに罠を避よけ、地図に書き込みながら探たん索さくを続けた。

「モンスターはあんまり攻こう撃げき的じゃねぇな。こっちから変なアクションさえ起こさなければやり過ごせそうだ」

　途中で出会った魔ま族ぞくは、とりあえず特とく殊しゆな縄なわで捕ほ縛ばくして転がしておいた。Ｂランクとはいえ、魔王城に一番近い男クロノスの手に掛かかれば造作もない。

　罠に注意しつつさらに進むと、拓ひらけた空間に出た。礼拝堂のようだが、かつての荘そう厳ごんさは失われている。壁という壁は苔こけに覆おおわれ、隅すみには毒の沼ぬまが発生していた。

　暗がりからモンスターの視線を感じながら荷物を降ろすと、すっかり凝こった肩かたを回す。

「はー、重かった。よし、まずはここらから整備するか。周辺の罠を解除して──」

　そうひとりごちながら荷物を解ほどいたクロノスが見たものは──リュックの中ですやすやと眠っているミアだった。

「なんでこんなところで寝てんだぁぁぁああ！」

　危うく腰を抜ぬかしかけたクロノスなど知らぬげに、寝間着姿のミアは猫の子のように丸まって、健すこやかな寝息を立てている。

「すげぇ重いと思ったら！　いつの間に潜もぐり込んだんだよ!?」

「ご主人さまがいろいろ準備してる間ですよ。寝ぼけて入り込んでました！」

「見てたんなら止めろよ！　っつーか器用な寝ぼけ方だな!?」

　いつかは何かやらかすんじゃないかとは危ぶんでいたが……！

　とりあえず袋ふくろから引っ張り出してやって、冷ひや汗あせを拭う。

「くっそ、予定変へん更こうだ！　ダンジョン整備は後回しにして、先にミアを宿に戻もどす！」

「普ふ通つうに起こしたほうが早くないですか？」

「ばかやろう！　俺がダンジョンを整備してたなんて知ったら、プライドの高いこいつのことだ、烈れつ火かのごとく怒る！　そしたら今以上に言うことを聞かなくなって、俺は今の地位から転落しちまうんだぞ!?」

「今の地位って言っても、犬やら奴ど隷れいやら下僕やらオモチャですけどね」

「ふざけんな！　断じてオモチャではない！」

「オモチャ以外は否定しないんです？」

「とにかく、こいつにバレないようにテントまで運ぶぞ！」

　クロノスはミアを抱だき上げようと手を伸ばし──ミアが「んん～」とみじろぎして、心臓が跳はね上がった。

「ヤバい！」

　ベルをふん捕づかまえて岩いわ陰かげに飛び込む。

「いいかベル、あいつにバレたら一巻の終わりだ！　絶対に見つかるなよ、絶対にっ！」

「とか言いつつ、なんでめっちゃ顔出してるんですか」

「だって心配だろうが!?」

「ん……ん～……っ」

　こっそり見ていると、ランプの光がまぶしかったのか、ミアは暗がりを求めて寝返りを打ち──そのままごろごろごろ！　と一直線にモンスターの群れへと驀ばく進しんした。

「待てぇぇえええ！」

　クロノスは岩陰から飛び出すと、ミアがモンスターピンをなぎ倒たおすボウリング球になる前に、すんでのところで捕まえた。

「あっぶねぇぇぇ！　こいつどんだけ寝相悪いんだよ!?」

　大暴れする心臓を抑えつつ、ミアを安全な場所まで引きずり戻す。

　と、ミアが小さくうめいた。

「ん……朝ぁ……？」

「！　まずい！」

　クロノスは再び岩陰へと身を潜ひそめた。

　そっと窺うかがえば、ミアは起き上がってごしごしと寝ぼけ眼まなこを擦こすっている。

「よ、よし、今度こそ放ほうっておくぞ、放って──！」

　はらはらと見守る中、ミアはふらりと立ち上がると広場の隅に歩んでいき──

　毒の沼で顔を洗おうとするミアへと、クロノスは猛もうダッシュした。

「放っておかせろぉぉおおおおお！」

　まさに紫むらさきの液体へ顔を突っ込まんとしていたミアを抱かかえ上げて連れ戻す。

「はっ！　しまった、つい助けに入っちまった……！」

　バレちまったか!?

　恐こわ々ごわと腕うでの中を見ると──ミアはすうすうと寝息を立てていた。

「どうやら寝ぼけてたみたいですね～！」

「ヤバい、パネぇ、こいつの寝ぼけ方すさまじすぎる……！」

　全身の力が抜けてへたり込む。

　と、ミアがあくびをして、猫のように伸びをした。

「ん、んぅ～っ……！」

「ッ!?　今度こそ起きやがったか!?」

　クロノスはミアを降ろすが早いか、三み度たび岩の裏に隠かくれた。

　ミアは起き上がって、きょろきょろと辺りを見回している。

「あれ、ここドコ……？」

　クロノスはその様子を息を潜めて見守り──ミアの背後で蠢く影かげに気付いて戦せん慄りつした。

「マズい、オークだ……！」

　騒さわぎに引き寄せられたのか、一体のオークがミアの間近に迫せまっていた。

　クロノスはいつでも飛び出せるように身構えながら歯を食いしばった。

　ここのモンスターは比ひ較かく的てきおとなしいから、下手に手を出さなきゃ襲おそわれることはない……頼たのむから余計なことしてくれるなよ……!?

「ん……あれ？　あんた……」

　ミアのとろんとした目が、じりじりと接近してくるオークをとらえ──

「ねえちょっと、下僕知らない？」

　なに普通に話しかけてんの!?

「爪つめが伸びてきちゃったから、磨みがいてもらいたいのよね」

　知るか！　後で好きなだけ磨いてやるから早くダンジョンを出ろぉぉぉ……！

　胃を痛めるクロノスをよそに、ぼんやりと爪をいじっていたミアが、ふとオークの指先に目を留めた。

「あら？　あんたってカッコイイ爪してるわね。もういいわ、あんた磨きなさい」

　ミアがほっそりとした手を差し出し──オークが雄お叫たけびを上げる。

「グオオオオオ！」

「せぇいっ！」

　クロノスは飛び出すが早いか、唸うなりを上げる豪ごう腕わんを危あやういところで切り飛ばした。返す刀で両断して土くれへと戻す。

　瞬しゆん殺さつの剣けん技ぎを披ひ露ろうしてしまってから、全身からぶわっと冷や汗が噴ふき出した。

　しまったぁぁあ、つい飛び出してしまったぁぁああ！

「これバレたわ、今度こそバレたわ……！」

　おそるおそる振ふり返ると──ミアは座り込んだままうつらうつらと舟をこいでいた。

　よよよ良かったぁ、見られてなかった！　っつーかこいついつまで寝ぼけっ放しなの!?

　クロノスは剣けんを収めながら、よたよたと岩陰へと転がり込んだ。

「はあ、はあ、もういい、もう知らん！　あとは何があっても手出ししねぇ……っ！」

「とか言いつつ助けに入っちゃうご主人さまの未来が手に取るように見えます」

　と、二人の間を裂さいて、鋭するどい声が飛ぶ。

「ちょっと下僕、そこにいるんでしょ!?」

「ひゃいっ!?」

　な、なんだ!?　今度という今度こそ起きたのか!?　しかも俺の存在に気付いて……!?

　狼ろう狽ばいするクロノスに、ミアの怒ど声せいが続く。

「さっさとあたしの着き替がえ持ってきなさいよ！　気が利きかないわねっ！」

「は……はぁ!?　着替えって……」

　クロノスが顔を出すと、ミアは寝間着の裾すそに手をかけ──

「んー……」

「ダンジョンで素すっ裸ぱだかになるヤツがあるかぁああああ！」

　クロノスは危うく滑すべり込むと、へそまでめくれていたフリルの裾を勢いよく下ろした。

「ん……あれっ？」

　ぱっちりと見開かれた瞳ひとみと、まともに目が合う。

「うっ……!?」

「えっ？　えっ？　なに？　下僕？　あんたいったい何してんの？」

「い、いや、えーっと……！」

　クロノスが言い訳を探している間に、ミアはきょろきょろと周囲を見回している。どうやら完全に目が覚めたらしい。

「えっ、なにここ、ダンジョン？　なんでこんなとこに……」

「い、いや、これは……！」

　ミアの目がダンジョン整備セットへと落ち、たちまち剣けん吞のんな光を帯びた。

「なに、これ。薬草とかシャベルとか、やけに詳しよう細さいな地図……えっ、これってダンジョンによく置いてある宝箱!?　なんでこんなもん持ってんのよ!?」

「ま、待てミア、これには深い理由があってだな……！」

「あんた……あんたもしかして──」

　何もかも見み透すかすような金色の猫ねこ目めに射すくめられて、クロノスは額を覆った。ああダメだ、終わった、命運尽つきた！　俺はこそこそ立ち回っていたことを責められ、詰なじられ、下僕どころか奴隷へと身を落とし、馬車馬のごとくこき使われて捨てられ、そしてへっぽこ勇者たちは魔王にあっけなく返り討うちにされ、世界は闇やみの手に落ちるんだぁぁぁ……！

　絶望するクロノスに最後の審しん判ぱんを告げるがごとく、ミアの唇くちびるが開き──

「ダンジョンマニアなの!?」

「ふぁっ!?」

　あまりの肩すかしっぷりに関節が外れそうになるクロノスに、ミアは鬼おにの首を取ったみたいにまくしたてる。

「ねえ、そうでしょ!?　あんたダンジョンのコレクターなのね!?　年季の入ったアイテムに目がなくて、しけった薬草とか古びたシャベルとかに興奮を覚えるんでしょ!?」

「変な性せい癖へきみたいに言うな！」

「だって空の宝箱まで蒐しゆう集しゆうするなんて、普通じゃないわよ！　いつもこうして夜な夜なダンジョンに潜せん入にゆうしては、あたしたちが取るはずだったアイテムをくすねてたんだわ！　最低、この泥どろ棒ぼう犬！　ちょっとは見どころあると思ってたのに！」

「いや待て、違ちがうんだ、これはつまり、その……！」

「言い訳なんか聞きたくないわ！　ライアたちに言いつけてやる！」

　ミアは憤ふん然ぜんと立ち上がった。

　と、勢いよく踏ふみ出したその足あし下もとで、細長い影がもぞりと動き──

「ご主人さま！　あれは……！」

　ベルの警告より早く、クロノスはミアの手を摑つかんで引き戻していた。

「待て、ミア！」

「何よっ……きゃ!?」

　強ごう引いんに抱だき寄せるや口を塞ふさぐ。ミアは顔を赤らめて何やら抗こう議ぎしかけたようだったが、地べたでうごめく不気味な影に気付いて続きを吞のみ込んだ。

　二人の周囲に、薄うす紅べに色いろをした蛇へびのようなものがうぞうぞと集まりつつあった。

「オオミミズです！　危害を加えれば他ほかのモンスターを呼び寄せますよ！」

「ああ！　まずいことになったな……！」

　ベルをポケットに押し込みつつ舌を打つ。クロノスの剣技をもってすれば倒せない相手ではないが、駆け出し冒険者ミアを抱えたまま戦せん闘とうにもつれ込むのは避さけたかった。

　クロノスはとっさに視線を走らせ──壁かべ際ぎわに立つ女め神がみ像、その台座に目をとめるなりミアを抱き上げた。

「来い、ミア！」

「えっ!?　ちょ、ちょっと!?」

　足音を立てないように細心の注意を払はらいながら走る。女神像の足下に膝ひざを突き、台座を力任せに引くと扉とびらが開いた。思った通り、中は収納スペースになっている。

　決して広くはないそこに暴れるミアを押し込めると、自分も入って扉を閉めた。

「狭せまい！　ちょっと、や、やだ、近い！　離はなれなさいよ！」

「無理言うな！」

「ひゃっ！　近いってば……っ！　もう、なんで隠れなきゃなんないのよ!?　あれくらい、あたしが魔ま法ほうで蹴け散ちらしてやるわっ！」

「一匹でも仕留め損そこなってみろ、際限なく仲間を呼ばれるぞ！　幸いあいつらは目も鼻も退化してる！　振しん動どう──つまり動かず音さえ出さなきゃやり過ごせる！」

「でも──」

「しっ！　すぐそこに一匹いる！」

　息を殺しつつ、彫ほり細工の隙すき間まから外を窺う。二人の声に引き寄せられたのか、一匹のオオミミズがぶよぶよとした頭をもたげて台座の周りを探さぐっていた。

（いざとなったらやるしかねぇな……！）

　剣の柄つかを探って身じろいだとたん、ミアが声を裏返した。

「あ、ちょっ!?　っひゃ、や、やだやだやだぁっ！」

「何騒いでんだ、静かにしろ！」

「だってっ、きゃ!?　ど、どこ触さわってんのよっ!?」

「うおっ！　待て、狭い！　暴れるな！」

「んゃっ、ちょっと、動かないでよ！　へ、変なとこ触んないでってば──きゃんっ!?」

「なんつー声出してんだ！」

　クロノスは慌あわててミアの口を覆おおった。ミアが手の中で「あんたこそなんて声出させんのよっ!?」とかなんとかもごもご怒いかり狂くるっているが、それどころではない。

「あと少しだ、辛しん抱ぼうしろ！」

「んっ、んぅぅ～……っ！」

　しばし緊きん張ちようの時が流れ──やがてオオミミズたちは一匹、二匹と離れはじめた。

　その姿を見送りながら、胸をなで下ろす。

（しかしこいつ……）

　自分と床ゆかの間に挟はさんだミアの身体からだは、ひどく小さくて薄うすっぺらい。これ以上力を込めれば折れてしまいそうで、クロノスは力加減を調整しつつ思案にふけった。

（もともと食が細いんだよな（ちょっ、と……！）。最近は割とちゃんと食べるようになったけど（んっ……！　ねえ、どきなさいよ！）、もう少し献こん立だてに気を遣つかってみるか（下僕！　こら……っ！）。これまで通り、バレないように野菜を混ぜ込んで、なるべくお菓か子しをひかえさせて、あとはタンパク質を中心に──）

「どきなさいって言ってんのよ、雑種っ！」

「はっぐぅ!?」

　みぞおちに強きよう烈れつなニーキックが入って、クロノスは芋いも虫むしよろしくうずくまった。

「い、いつまでくっついてんのよ!?　オオミミズなんか、とっくにいなくなったわよ！」

「あ、ああ……」

　雑種ってなんだよ、とうめくクロノスを置いて、ミアは真っ赤な顔で台座から這はい出す。

「ばか、ばかばかっ！　あ、あんな密着するなんて、信じらんないっ……あいつなんであんなにいいにおいっ……あ、あたしの魔法のせいだった！」

「ん？　おい、どうしたミア、赤く──」

「なってないっ！」

「目も潤うるんで──」

「いいからほっといて！」

「もしかして熱でも──」

「人の話を聞きなさいよ!?」

　ミアは夏場の猫のようにぺたりと石の床ゆかに伏ふせ、うごうごと蠢うごめいている。

「か、顔が熱くて心臓が口から出てきそう、なにこれ病気!?　あたし死ぬの!?　だ、だいたいダンジョンに二人っきりって何なのどうしたらいいのライアシルフィー助けて！　もうやだやだやだ、わけわかんない、早く外に出なきゃ──ひゃう!?」

　クロノスはなにやら悶もだえているミアの脇わきに手を差し込んで、ひょいと立たせた。

「いいかミア、あのミミズが発する高音は、他のモンスターを呼び寄せて凶きよう暴ぼう化させるんだ。虫に似たモンスターにはそういうタイプが多いから気をつけろよ。逆に、虫や植物以外──動物を模したモンスターは、嗅きゆう覚かくが優すぐれてることが多くて……」

「う、うるさい！　気安く触らないで！」

　邪じや険けんに振ふり払われてため息を吐つく。

　またこいつは、人の話を聞かねぇ……。ホント、人慣れしてない猫みたいなやつだな。

　ともかくオオミミズは切り抜ぬけたらしい。問題は、俺が深夜に一人でダンジョンに潜入していたことをどう誤ご魔ま化かすか……いや、まず優先すべきなのは、ミアの身の安全を確保することだ。

　荷物をまとめにかかるクロノスを見下ろして、ミアが不ふ機き嫌げんに唸うなる。

「ちょっと、何してるのよ」

「おまえと一いつ緒しよじゃ、いくつ命があっても足りる気がしねえ。とにかくダンジョンを出て宿に戻もどるぞ」

「ふん。いいけど、あんたがここで何をしてたのか、みんなの前できっちり説明してもらいますからね！」

「分かったよ、分かったからその前に靴くつ履はけ。俺の貸してやるから」

「いらない！　あんたに借りを作るなんて、死んだほうがマシだわ！」

　ミアは寝ね間ま着きをひるがえし、ずんずんぺたぺたと歩き出す。

「おい待て！　このダンジョンは罠わなが多いから、細心の注意を払えよ!?」

「分かってるわよ！」

　と言った矢先、その足下がぱかりと開き、ミアの姿が消えた。

「おまえはぁぁあああ！」

　すんでのところで手首を摑んで、底すら見えない落とし穴から引っ張り上げる。

「気をつけろって言ってるだろうが!?」

「気をつけたもん！　気をつけたけど落ちたんだもん！」

「いいか、不自然な出っ張りや浮ういたタイルには触ふれるな！」

「分かってる！」

「あと出口はそっちじゃない、こっちだ！」

「わ、分かってるってば！　降ろして！」

　勢い余って高々とミアを持ち上げていたことに気付いて、ようやく降ろす。

　肩かたをいからせるミアと二人、回かい廊ろうを歩く。歩ほ幅はばの小さなミアに歩調を合わせながら、クロノスはこめかみを押さえた。

　ああ、よりによってこいつにバレるなんて最悪の事態だ……いったいどう誤魔化せばいいんだよ……

　と、ミアが物もの珍めずらしそうにきょろきょろしているのを見て、クロノスは釘くぎを刺さした。

「……いいか、不用意に動くなよ？」

「もう、うるさい！　さっきから何なのよ、あんたはあたしの保護者なの!?」

　ミアが振り回した手が、壁かべのでっぱりにこつりと当たり──左右から矢が飛び出した。

「[image: みだくてん]ゃああああああ!?」

「だから言っただろうがぁぁぁあ！」

　ミアを小こ脇わきに抱かかえ、飛び交かう矢を手刀でたたき落としながら回廊を駆け抜ける。

　突つき当たりの小部屋に飛び込むなり固く扉を閉め、クロノスはようやく息を整えた。

「ぜえ、はあ……っ！」

　ダメだこいつ、俺がいないと即そく死しする……！

　当のミアは床にへたり込んだまま、顎あごにしたたる汗あせを拭ぬぐっている。

「げ、下僕、気をつけなさい！　これはただのダンジョンじゃないわ！」

　クロノスは「むしろこれが本物のダンジョンなんだよ」という本音を吞み込んで、できうる限り優やさしく諭さとした。

「そうだな。だから気をつけて進もう、な？　おまえが思ってる千倍くらい気をつけて進もう？」

「そうね……！」

　神しん妙みような顔でそう頷うなずいたミアは──小脇に小さな彫ちよう刻こくを抱えていた。

「その像どこから持ってきた!?」

「そこの棚たなにあったの。商人の血が騒さわぐわ！　大陸中期、ロゼ皇こう帝てい時代の逸いつ品ぴんよ。これがあれば当分路銀には困らないわね。あんたの食エ事サもランクアップさせてあげられるかも」

「今すぐ元の場所に戻せ！」

　言葉半ばに、天てん井じようから染しみ出した液体が、ぽとりとミアの肩に落ち──

「いやああああ!?　溶とけたぁぁぁああ！　お気に入りの寝間着がぁぁあ！」

「像を戻せ！　早く！」

「分かったわよ！　……あっ、このツボかっこいい！」

「待て、そういう古いツボはよくモンスターが棲すみ着いて──！」

「なんか出てきたぁぁぁあ！」

「ほら言わんこっちゃない！」

「やだやだやだ、ぬるぬるしてるぅぅ！　何とかしなさいよ、下僕──っ！」

「あ、おい、足あし下もと気をつけ──」

　言葉半ばに、暴れるミアの足がカチリと何かを踏ふみ抜く。

「ミア！」

　ミアめがけて打ち出された三つの石を、クロノスは右手で払い落とし左手で粉ふん砕さいし──

（間に合わねぇ！）

　最後のひとつを、顔面を呈ていして食い止めた。

「～～～～っ！」

　額を押さえて声もなくうずくまる。

「いい加減にしろ、ミア！　おまえもう一いつ切さい動くな──！」

　涙なみだ目めで振り返ると、ミアは野山のうさぎよろしく巨きよ大だいな網あみにつり上げられていた。

「やだぁぁぁ！　何これ、降ろして、降ろしてよぉ！」

「分かった！　分かったから暴れるな、パンツ見える！　パンツ見えるって──そんなはしたない恰かつ好こうをするんじゃありません、嫁よめ入いり前の娘むすめが！」

　とりあえず天井からぶら下がっている縄なわを切って網ごと降ろしてやった。絡からみつく網を解ほどいてやりながら、怒りと悲しみがこみ上げてくる。

「おまえはもおぉぉぉ！　なんでおとなしくしてられねぇんだ！　毎度毎度手ぇ焼かせやがって！　ドジも大たい概がいにしろよ！」

「な、なによ！　下僕のくせに指図しないで！」

「おまえの尻しりぬぐいをするのは俺なんだよっ！　いい加減めんどくせぇからおまえもう一生俺のそばにいろよ！　病やめる時も健すこやかなる時も片時もそばを離はなれないと誓ちかえよ！」

「は──」

　ミアがぽかんと口を開き──その顔がたちまちぶわわっと赤くなる。

「はぁぁぁああッ!?　にゃにゃにゃ何にやに言って、あんた何にやに言って……っ!?」

「ご主人さま気をつけて！　うっかりプロポーズしちゃってますよ!?」

「はぁ!?　誰だれがプロポーズなんざするかよ、こんなおてんばわがままお嬢じように！」
















「あ、あたしだって願い下げよっ！　こんな口うるさいだけの腰こし抜ぬけなんか──きゃ！」

「どうした、変な声出して」

「ちょっ、ばかっ！　下僕、あ、やっ、やだ！　動かさな、で……ぇっ！」

「なんだよ、何がいやなのかはっきり言え！」

「だって、へ、変なところに、食い込ん、で……！　もっと優しく──っひゃ、ぁん！」

「あーもー動くなって！　ますます絡まる！」

「ばかっ、やっ、だめ……ぁっ、そこ、だめぇ……っ！　も、やだぁぁぁっ！」

　クロノスは不毛な格かく闘とうを繰くり広げた挙あげ句く、ようやくミアを網あみ地じ獄ごくから解放したのだった。

「[image: あだくてん]ー、疲つかれた……！　Ｓ級魔ま族ぞくを相手取った時と同じくらい疲れた……！」

　ぐったりと座り込むクロノスの隣となりで、ミアは真っ赤な顔でぜいぜいと立ち尽つくしている。

「もう、なんなのよこのダンジョン！　わけわかんない！　暗いし、罠ありすぎだし、モンスターだってうじゃうじゃいるし、汚きたないし危ないしカビくさいしっ……！　あ、あたし、あたしもうっ……た、た、た──ただの屍しかばね[image: にだくてん][image: なだくてん]りた[image: いだくてん]……っ」

「おいどうしたミア!?　泣くな泣くな！」

「ひっ、ぅっ、ぅ、も、もしくは猫ねこになりたい、猫になって、ひ、陽ひだまりで、一生ごろごろしていたい……っ！　[image: ねだくてん]ぇ、もう猫になってもい[image: いだくてん]……？」

「いや俺はいいけどさ！　おまえ意外と打たれ弱いな!?　ほら、涙なみだ拭ふけ！」

　高飛車なミアがぽろぽろと泣き出したもので、クロノスは慌あわててハンカチを引っ張り出した。

「ひっく、も、[image: もだくてん]うやだ、こんな[image: のだくてん]、あたしが知ってるダンジョンじゃな──けほっ、こほ……」

「っと……どうした、寒いか？　これ着とけ」

「い、いらない！　フローラルくさい！」

「誰のせいだと思ってんだ」

　マントを脱ぬいで、咳せき込むミアに巻き付けてやる。

「少しはあったかいだろ。ほら、鼻かめ」

　ずびずびいっているミアにびーむ！　と鼻をかませていると、ふと白い素す足あしが目に入った。

「ひっく、うっく……」

　そういえばこいつ、出会った時も裸足はだしだったな……なんて思い出しながら、改めてミアの出いで立ちを見み遣やる。

　──ダンジョンで、寝間着姿で、大きなマントにくるまって、鼻の頭を真っ赤にしている、裸足の女の子。

　その現げん実じつ離ばなれした光景に、……ふ、とばかばかしさなんだか愛いとしさなんだかよく分からない笑いがこみ上げてくる。

「ひっ、く……なに、笑ってん、のよッ、ひっく、ぅっ、けほっ、けほ……！」

　ほらまた。

「あーもー、しょうがねぇな」

　膝ひざを折って、ミアの顔を覗のぞき込む。

「おいミア、いつもの無む鉄てつ砲ぽうさはどこにいったんだよ？　【聖者の遺跡】を攻こう略りやくして、あの冒ぼう険けん者たちを見返してやるんだろ？　大だい丈じよう夫ぶ、こんなダンジョン、すぐ出られるよ。おまえは勇者なんだから。な？」

　ミアはうさぎのように赤くなってしまった目でクロノスを見つめて、「う[image: んだくてん]……」と弱々しく頷いた。まったく、手の掛かかるお嬢さまだ。

「よし、いい子だ」

　そう笑って立ち上がろうとして額がずきんとうずき、クロノスは小さくうめいた。

「ってぇ……」

「あ、あんた、血が……！」

　先ほどミアを庇かばったときに額が切れたらしい。今になって出血してきたようで、触れるとぬるりとぬめる感かん触しよくがあった。

「ああ、たいしたことねぇよ」

「だめよ！　手当てしなさい、今すぐ！」

「これくらいすぐに治る。一人旅の頃ころは放ほうっておいたし──」

　立ち上がろうとするクロノスの袖そでを摑つかんで、ミアが上うわ擦ずった声で叫さけんだ。

「あたしの言うことが聞けないの!?　手当てしなさいって言ってるの！」

「分かった、分かった」

　クロノスは荷物を降ろし、応急セットを取り出すと手早く消毒した。

「いててて……どこだ、ここか？　あ、いや、こっちか？」

「っ、貸して、あたしがやる！」

　ミアがガーゼを奪うばうと、クロノスの額にあてがった。目と鼻の先に、人形のように整った顔と真しん剣けんなまなざしがある。……慣れない光景で、ちょっとこそばゆい。

　不器用にガーゼを貼はりながら、バラ色の唇くちびるが不意に小さな声を零こぼした。

「……ごめんなさい」

「ん？」

「あたしのせいで、怪け我がさせてごめんなさい……庇ってくれて、あの、……あ、あ……」

　ミアは宝石のような目を伏ふせ、消え入りそうな声で、

「……ありがと……」

　思いがけない言葉に、クロノスは目を見張り──我知らず、口元がほころんだ。

「……これくらい、たいしたことねぇよ」

　ぐしぐしと頭を撫なでてやると、ミアは珍めずらしくされるがままになりながら俯うつむいた。

　目に涙を溜ため、ぎゅっと服の裾すそを握にぎっているその姿は、寄る辺べない子どものようで──

　……荷物はまぁ、後で来た時に回収すればいいか。

　クロノスは薬草を含ふくむと応急セットをしまい、ミアに背を向けてしゃがみ込んだ。

「ほら」

「？」

「おぶされ。足下悪いから」

「よ、余計なお世話よ」

「意地張ってんな。主人の世話くらい焼かせろよ、俺はおまえの下僕なんだからな」

「ご主人さま、下僕って認めちゃっていいんですか？」

　小声で問うベルに、こちらも小声で囁ささやき返す。

「今だけだ、今だけ。こんなしょげかえったミア見るよりはマシだ」

　けれどミアは泣きそうに顔を歪ゆがめたまま、足が張り付いてしまったかのように動かない。

　クロノスはどうしたものかと考え込んで、ゆっくりと口を開いた。

「……いいか、ミア。これは悪い夢なんだ」

「夢……？」

「ああ。だから全部忘れろよ、な？」

　ミアはじっとクロノスを見つめていたが、やがて「うん……」とうつむいた。

「そう、そうよね。夢なんだわ。だって……あんたがこんなに頼たよりになるはずないもん」

「おい」

「そうよね、夢よ。夢だわ、なんてことないもん、だって夢だし。夢なんだから。夢だもの。なんだか夢がゲシュタルト崩ほう壊かいしてきた、夢ってなんだったっけ」

「なんか夢を見失った人みたいになってるぞ、大丈夫かおまえ」

「……夢、だから……」

　背中を、柔やわらかなぬくもりが包み込んだ。

「！」

　首に回された細い腕に、きゅっと力が籠こもる。

「……ちょっとくらい、あんたのこと、頼りにしたっていいわよね」

「……別に、いつも頼ってくれていいんだが」

　これでも一応勇者だし。そう続ける前に、ミアが声を荒あららげる。

「あたしは勇者なの！　下僕ひとり守れないでどうするのよ！」

「ああ、はいはい。そうだな、その通りだよ、お嬢さま」

　──これでこそミアだ。クロノスは笑えみを刻みつつ立ち上がった。ミアが「きゃっ！」と悲鳴を上げてしがみついてくる。

「おい、苦しい」

「し、仕方ないでしょ！　あっ、変なこと考えたら承知しないからね！」

「へいへい」と生返事をしながら歩き出す。こちとらおまえらが眠ねむっている間にさんざん抱かかえたりマッサージしたりしてるんだっつーの。……まあ、起きてる相手を背負うのはちょっと勝手が違ちがうというか、こうやって意識しちまうと、ほどよい弾だん力りよくが当たっ……──

「変なこと考えたら承知しないって言ったわよね？」

「は[image: いだくてん]……」

「ご主人さま、首絞しめられすぎて顔色がオークみたいになってますよ、大丈夫ですか」

　まあこのくらい元気でいてくれた方が、へこんでいられるよりもよほど気が楽だ。

　口元に小さな笑みを浮うかべながら、遥はるかいにしえに失われた聖堂に足音を響ひびかせる。

　背負ったぬくもりはあまりに軽い。──不思議とどこか懐なつかしいような気持ちになった。

　背中に押し当てられたまるいおでこ、ぷらぷらと揺ゆれる細い脚、柔らかな寝ね間ま着きの感触。──ふと遠い記き憶おくが蘇よみがえる。

（ああ……あの時に似てるのか）

　背中に温かな吐と息いきを感じながら、石の回かい廊ろうを歩く。

（……これまでさんざん、人の苦労も知らないでって思ってたけど……もうあんな顔はさせたくねぇな……）

　神しん殿でんを出ると、月明かりが優やさしく荒こう野やを照らしていた。




　クロノスの背中で揺られながら、ミアはぼんやりと街かい道どうに落ちた二人の影かげを見ていた。

　こいつの背中、大きくてあったかい……

　服を通して伝わるぬくもりに、縮こまっていた身体からだが解ほぐれていく。その感覚が不思議と懐かしくて、小さな子どもに戻もどったような気がした。とても安心するのに、胸がどきどきするのはなぜだろう。

　クロノスの背中におでこを押し付けて、ミアは静かに目を閉じた。

　──夢なのに……ううん。夢だから……ちょっとだけ甘えても、いいかな……










　そして、次の日。満を持して乗り込んだ【聖者の遺跡】で、ミアは大おお騒さわぎした。

「ライア、いけないわ！　そこには落とし穴がっ！」

「へ？」

　警告はわずかに遅おそく、ライアは一歩踏ふみ出し──しかし、何も起こらない。それもそのはず、クロノスは昨夜眠りこけているミアをベッドに送り届け、寝間着のフリルを修しゆう繕ぜんした後で、再びここに戻って夜通し働いたのだ。

　すべての罠わなを封ふうじただけではない。徹てつ底てい的てきに掃そう除じをし、そこかしこにランプを掲かかげ、大きな破損箇か所しよは修復し、勢い余ってモンスターを全ぜん滅めつ寸前まで追い込み、魔ま族ぞくのＨＰをいつもより念入りに削けずり……過去の遺跡はクロノスの睡すい眠みん時間と引き替かえに初心者向けダンジョンへと変へん貌ぼうを遂とげ、そればかりか、かつての荘そう厳ごんさを取り戻してすらいた。

　ベルがにやにやと笑いながら、クロノスの頰ほおを突つつく。

「ご主人さま、ちょっとミアちゃんたちのこと甘やかしすぎなんじゃないですか～？」

「ああー……まあ、本来なら止めるべきところを、冒険者たちの挑ちよう発はつに乗ってこいつらを乗り込ませちまったのは、俺の責任だからな」

　というのは建前で。すべては昨夜ミアが見せた不安げな表情を払ふつ拭しよくしたいがためだった。

　あんなしょげ返ったミア、もう見たくねぇからな……。

　おかげでやる気スイッチが入ったのか、昨晩は資金稼かせぎの単身クエストも怒ど濤とうの勢いでクリアしまくり、懐ふところもかなり潤うるおった。

　が、そんな陰かげなる活かつ躍やくはおくびにも出さず、クロノスは素知らぬ顔で、いつもの大荷物を背負って三人の後ろに控ひかえていた。

「あ、あれっ……？　落とし穴は……」

　拍ひよう子し抜ぬけしているミアに、ライアが首を傾かしげる。

「どうしたんだ、ミア？」

「な、なんでもないの。ちょっと嫌いやな予感がしただけっていうか……シルフィー、気をつけて、矢が来るわよ！」

　ミアは慌あわててシルフィーに飛びつき──が、やはり何も起こらない。

　シルフィーが柔らかく笑って、腰こしにしがみついているミアの頭を撫でた。

「どうしたのですか？　大だい丈じよう夫ぶ、いつものダンジョンと同じです。怖こわくないですよ？」

「そ、そう……そう、よね……うん、いつものダンジョン……よね……」

　狐きつねにつままれたような顔をしているミアを、ライアが明るく笑い飛ばした。

「どうしたんだよ、ミア！　怖い夢でも見たのか？」

「ん……うん、夢……そう、夢だったの」

　ちらりと振ふり返ったミアと目が合ったが、クロノスはすっとぼけて視線を泳がせた。

　何か言いたげなミアの頭を、ライアとシルフィーがくしゃくしゃと撫でる。

「大丈夫だぞミア。何があっても私たちが守ってやるからなっ！」

「そうですよ、わたくしたちがついています」

「うん……うん、ありがと！」

　──どうやら昨夜のトラウマは払拭できたみたいだな。

　元気を取り戻したミアの姿に、クロノスは目を細め──突とつ如じよとしてベルの警告が響く。

「みなさん気をつけて！　モンスターです！」

　気がつけば行く手にモンスターの群れが出現していた。

　おなじみのスライムに交じって、黒く小さな影が揺らめき──ライアが息を吞のむ。

「あっ！　あれはっ……──ゴブリン!?」

　ベルがはっとクロノスを振り返る。

「ご主人さま!?」

「ああ、今日からスライムの他ほかに、新たな下級モンスター、ゴブリンを追加した！」

　昨日、【聖者の遺跡】で怯おびえるミアを見て思ったのだ。こいつらを守り導くのも俺の使命だが、同時に、身を守る術すべもまた教えてやらなきゃならないと──

　スライムの次のステージだ。さて、どうなるか……！

「クロちゃん、退さがって！」

「腕うでが鳴るわ！　覚かく悟ごなさい、モンスター！」

「クロには指一本触ふれさせないぞっ！」

　三人は叫さけぶが早いか、てんでばらばらに戦せん闘とうに移る。

「あ、こら！　好き勝手動くな！　連れん携けいを取れって……！」

　相変わらず人の話を全く聞かない三人娘むすめの戦闘を、クロノスはハラハラと見守った。

　ライアの剣けんが壁かべに当たってけたたましい音を響かせる。

「ライア、無む闇やみに剣を振り回すな！　狭せまいところでは突きを中心に──」

「えええいっ！」

「だから大振りすんなって！」

　ゴブリンに飛びかかられようとしたところを、あやうく廊ろう下かの角に引きずり込む。

「クロ、邪じや魔まするなっ！」

　じたばたするライアに覆おおい被かぶさって頭を伏ふせさせながら、その耳元で鋭するどくささやく。

「いいかライア、おまえは身体能力が高いんだから、できれば敵を広いところに誘さそい込め。その方がおまえの良さが生きる──」

　と、ライアが「ひゃぁぁぁ!?」と叫んでぎゅうぎゅうとクロノスを押し返した。

「な、何だ!?　どうした!?」

「く、クロ、そこでしゃべんないで！　クロの声が身体に響いて、なんか変……っ！」

「変って……」と呟つぶやきながらライアの顔を覗のぞき込んで、ぎょっとする。

　いつもきらきら輝かがやいている瞳ひとみは今や熱っぽく潤うるみ、頰はうっすらと上気していた。普ふ段だんの元気印はどこへやら、その表情はぐっとくるほど艶つやっぽくて──

「ど、どうしたライア、何があった──」

「っ、何でもないっ！」

「ぶっ!?」

　立ち上がったライアの頭にごちぃん！　と顎あごを強打されてもんどりを打つ。

　倒たおれ伏したクロノスに、ライアはびしっ！　と指を突きつけ、

「クロ、今日からしゃべるの禁止だっ！」

「んな無茶な!?」

　ライアは縁ふちまで赤くなった耳を押さえて、戦場に駆かけ戻ってしまった。

「あ、おい待て！　もっとフィールドを広く使え──って、うおっ!?」

　追いかけようとした鼻先を矢がかすめて、クロノスは頰を引きつらせた。

「あらあら、ごめんなさいクロちゃん」

「シルフィーは俺に恨うらみでもあるの!?」

「いえ、そういうわけでもないのですが、矢がなぜかクロちゃんの許もとへ……」

　シルフィーは不思議そうに弓を眺ながめている。

　くっ、こんなんじゃ命がいくつあっても足りねぇ……！

　クロノスは壁に刺ささった矢を引き抜ぬくと、シルフィーに駆け寄った。

　細い身体を後ろから抱だきかかえて手を重ねる。

「きゃ!?　クロちゃん、何をっ……！」

「いいかシルフィー、敵の動きに振り回されるな、相手の軌き道どうを読め！　試ためしにこのまま射うってみろ！」

「で、ですが、このような姿勢では──！」

「姿勢は重要じゃねぇ！　実戦では、射って当たればそれでいい！」

　言うなり、クロノスはぐいとシルフィーの手を引き、矢を放った。

　一直線に伸のびた閃せん光こうが見事にスライムを貫つらぬく。

「よしいいぞ、今の感覚を忘れるな！　もう一射──」

「あっ、あっ、は、離はなしてっ、離してくださぁぁぁい！」

「ふぐぅぅぅっ！」

　見事なアッパーカットが炸さく裂れつして、クロノスはまたも昏こん倒とうした。

「ゆ、由ゆい緒しよ正ただしいアレンフォート家の娘として、あのような無様な姿勢で弓を射るわけには参りません！」

　シルフィーは真っ赤な顔で叫ぶと、憤ふん然ぜんとモンスターに弓を構える。

「ああ、クロちゃんの手、大きかった……あんな風に荒あら々あらしく男の人に抱だかれたの、初めて……あっ、あっ、だめですシルフィー、はしたない！　思い出しちゃだめ……っ！」

「ちょ、待てシルフィー、目ぇ閉じんな！　危ない、危ないって！」

　乱らん舞ぶする矢を避よけて女神像の裏に逃にげ込んだ先で、ちらちらとこちらを窺うかがっているミアと目が合った。

「なんだよ？」

「あ、あんた、あたしには何か言うことないわけっ？」
















「何かって？」

「だから、そのっ、ライアとかシルフィーみたいに……！」

「ミア、後ろ！」

　ライアの警告が響ひびいて、ミアが弾はじかれたように振り返る。

　数体のゴブリンがじりじりとにじり寄ってきていた。

「来たわねモンスター！　返り討うちにしてやるわ！」

「！　待て！」

　身構えるミアをとっさに抱き止める。

「きゃっ!?　な、なにすんのよばかっ、離して……！」

「まだ発動させるな、あのシャンデリアを狙ねらえ！」

「なんでよ！」

「いいから！」

　顔を赤らめてじたばたともがくミアを、クロノスはますますきつく押さえ込んだ。

　こいつは精せい霊れいに好かれてる。間ま違ちがいなく素質はあるんだ、モンスターを相手にするより、無機物を対象にした方が落ち着いてイメージを編みやすいかもしれない。一か八か──

「まだ、まだ引き付けろ……──今ッ！」

「え、え、えい……っ！」

　ミアはぎゅっと目を瞑つぶって天てん井じように向けて手をかざし──ぽわわ、とピンクでハートのシャボン玉が飛び出した。

「すごいファンシーなの出たな!?」

「あわわわ！　見るなばかっ！　ち、違うから、これ違うんだからっ！」

　ミアはあわあわとシャボン玉を追い散らしている。

　その背後からゴブリンの群れが飛びかかり──

「チッ！」

　クロノスはミアを抱き寄せると同時に、石像の欠片かけらをシャンデリア目がけて投とう擲てきした。シャンデリアが割れ、降り注いだガラスの破は片へんが凶きよう器きとなってゴブリンたちを葬ほうむり去る。

「いいかミア、魔ま法ほうは使い方次し第だいで戦術の幅はばが広がる。おまえの魔法はトリッキーだが、組み合わせ次第では強力な武器になる。使えるものは全部使って──」

　ふと腕の中を覗き込むと、ミアは真っ赤になってつままれた子こ猫ねこのように硬こう直ちよくしていた。

「どうした？」

　問いかけると、ミアははっと我に返り、

「き、気安く触さわるなあああああああ！」

　本日三度目の顎への一撃を、ひょいとのけぞってかわす。

「なっ、なんで避けるのよっ!?」

「い、いや、そりゃ避けるだろ、今のは予想できたし……」

「は、離せ雑種！　変態！　へなちょこ！　コッペパン！」

「いててて！　引っかくな、こら！」

　ほんっと言うこと聞かねぇなこいつらはもぉぉぉおおおお！

　ミアはじたばたと暴れてクロノスの腕から逃げると、びたーん！　と突つっ伏ぷした。

「あ、あたし変だわ！　あいつが頼たのもしく見えるなんてっ……全部あの夢のせいよっ！」

「おい前を見ろ！　こら！　ミア！」

「うるさいっ！　あれはゆゆゆゆ夢なんだからっ、別にどきどきなんかしてないんだから、ちょっとかっこよかったからっていい気にならないでよねっ!?」

「何が!?　ほら顔上げなさい！　迎むかえ撃て！　ゴブリンが来てるから！」

「わ、分かってるわよ！」

　ミアが闇やみ雲くもに手をかざし──手のひらから爆ばく煙えんが上がった。

「げほ、げほっ。また失敗なの!?　もう……っ！」

「ミアのやつ、またろくでもない魔法を……っ！　いや、待てよ!?」

　クロノスは煙に隠かくれるように身をかがめると、シルフィーの矢が飛んでいく先をめがけて、手近にいるモンスターをつかんではひたすらぶん投げた。

「せいっ！」

　ゴブリンが宙を舞まい、ノーコンで放たれた矢がおもしろいように突き刺さっていく。

　よし、この手は使える……！

「まあ、百発百中です！　わたくしが本気を出せば、ざっとこんなもの！」

　悪いがおまえの実力じゃねぇぞ……！

　クロノスは次いでライアの許へ走った。道中で飛びかかってきたゴブリンを担かつぎ上げる。

「てーい！」

　ライアの剣が虚こ空くうめがけて唸うなり、

（今だ！）

　クロノスが爆煙に紛まぎれて高々と差し上げた獲え物ものを、ライアの剣がたたき切った。

「わあ、やったぁ！　見たか、会心の一撃ーっ！」

（よし、次！）

　クロノスは煙に身を隠し、片かたっ端ぱしからモンスターを捕つかまえては生いけ贄にえよろしくライアの剣の前へと押し出した。ちぎっては投げ、ちぎっては投げ、見る間に敵の数が減っていく。

「見事なサポートです、ご主人さま！」

「ああ、これは今後も使えそうだな！　『よく分からないけどどうやら急所に当たったらしい！　会心の一撃クリテイカルヒツト大作戦』と名付けよう！」

「それいちいち名付ける必要あるんです!?」

　やがて煙が収まった頃ころには、モンスターの姿はすっかりなくなっていた。

「はー。なんとか勝たせることができたな。今回はまた骨が折れたぜ」

「えっ!?　その折れた骨ください！　部屋に飾かざって妖よう精せい仲間に自じ慢まんします！」

「もののたとえだ」

　汗あせを拭ぬぐうクロノスの視線の先で、ライアがぴょんぴょんと飛び跳はねる。

「よーし、片付いたなっ！　なんか今日は剣けんが冴さえてたぞー！」

「わたくしも、手て応ごたえありです！」

「……あたしだけうまくできなかった」

　ミアは頰ほおを膨ふくらませている。あー……ミアだけサポートしてやれなかった。今度、きちんと教えてやんなきゃな。

　クロノスが頭を搔かいていると、ふいに頭上に影かげが差した。

「っ!?」

　見上げると、天井に張り付いたスライムが飛びかかってくるところだった。

「危ない、クロ！」

「ま、待てライア……！」

　止める暇ひまもあらばこそ、ライアが勢いよく宙を真ま一いち文もん字じに薙なぎ──見事スライムに命中、緑の球体が水へと還かえり、噴ふき出した液体が勢いよくばしゃあ！　と四人に降り注いだ。

「……だ、か、らァァ～ッ……！　スライムは水になるから、倒たおすときには十じゆう分ぶん気をつけろって言ってるだろ……が……」

　抗こう議ぎの言葉が喉のどの奥でかき消える。殺風景な遺跡に、魅み惑わくの光景が浮うかび上がっていた。

　三人のしとどに濡ぬれた髪かみに、そこから立ち上る石けんのかおり。水分を含ふくんだ服はぴったりと肌はだに張り付き、少女たちの滑なめらかな曲線を浮き彫ぼりにして──

「～～～～っ！」

『見……見るな、変態～っ！』

　三人の声が仲良く重なって、クロノスは三方から同時に張り手を食くらったのだった。




　　　　†　†　†




「嬢じようちゃんたちが!?」

「【聖者の遺跡】を攻こう略りやくしたってぇ!?」

　夜の酒場には、昨日とほとんど変わらない面子メンツがそろっていた。

　──あれから二時間後、クロノスの努力の甲か斐いあって、一行は無事に【聖者の遺跡】を攻略し、町に凱がい旋せんしたのだった。

　少女たちをけしかけた張本人──ひげ面づら勇者があんぐりと顎あごを落とす。

「こいつは驚おどろいた、まさかＥランクであの難関を攻略しちまうとは……」

　酒場中の視線を浴びて、ミアたちはふふんと胸を張っている。

「いや、昨夜はばかにして悪かったよ。救世主ってのも、あながち噓うそじゃないかもなぁ」

　顎をなでつつ感心している男の前に、ミアが進み出た。

　そわそわとクロノスを見上げた後、ぺこりと頭を下げる。

「あたしこそ、その、ごめんなさい……あの……ピーマン……」

「いやいや、救世主さまの洗礼を受けたと思えば、箔はくが付くぜ！　よし、今夜は俺たちのおごりだ！　何でも好きなものを食えよ！」

　運ばれてくる料理をつつきながら、情報交こう換かんに花が咲さく。

　ライアとシルフィーが楽しそうに世間話を交かわす中、ミアは妙みようにクロノスに椅い子すを寄せて、ちまちまとナッツをかじってばかりいた。

「ミア、おまえも何か話せよ。こういうのも冒ぼう険けん者として大事なスキルだぞ？」

「いや。気が向かない」

　と言う割には、輪に入りたそうな視線をちらちらと向けている。人見知りの猫ねこのようだ。でもウェイトレスとは普ふ通つうに打ち解けてるしなぁ……

　クロノスが腕うでを組んでうなっていると、反対側のシルフィーがこっそり耳打ちした。

「ミアは殿との方がたが苦手なのですよ。お父さまに大切に育てられたものですから、あまり免めん疫えきがなくて」

「え、そうなの？　じゃあなんで俺には平気なの？　今めっちゃ靴くつ踏ふまれてるんだけど」

「そりゃ男として認にん識しきされてないんじゃないですか──ちょ、冷たっ！　氷責めはやめてください！　羽がふやけますからぁっ！」

　クロノスは胸ポケットに氷を詰つめるのをやめて、冒険の書を開いた。

　三人娘むすめが倒したのはスライムとゴブリンだけだったので、レベルにさほど変動はない。ランクも相変わらずＥのまま。結局神器も見つからずじまい……

「せめてランクが上がればなぁ……」

　思わずぼやくと、ひげ面勇者が「なんだ、まだＥのままなのか？」と口を挟はさんできた。

「まー、気長にやれよ。ランクを上げるには、ただダンジョンを攻略すりゃあいいってもんじゃねぇ。勇者としての本分を忘れずにコツコツやってりゃ、道は拓ひらけるさ！」

「そうなんだがなぁ」

　旅の幅を広げるためにも、何としてでもランクは上げたいところだ。ただ、パーティーの功績によって上がるっつってもなぁ……俺、どうやってＳまで上がったんだっけ……？

　クロノスが眉まゆをひそめつつグラスを口に運んだ時、

「なぁに、気き概がいさえありゃ、ランクやレベルなんざ関係ねぇって！　この辺のダンジョンで無む双そうかましてるレベル１のむらびともいるくらいだしな！」

「ぶーっ！」

「ちょっと！　汚きたない！」

「すま[image: んだくてん]……！」

　咳せき込むクロノスにおしぼりを渡わたしながら、ウェイトレスが口を挟む。

「えぇ～、何それぇ？」

「知らないのか？　最近レベル１のむらびとが、ここら一帯のクエストを片っ端からクリアしまくってんだよ」

「むらびとって冒険できるのォ？」

「さあ。だがどうやらその男、人にん間げん離ばなれした強さらしくて、高報ほう酬しゆうのダンジョンやモンスター退治の依い頼らいをあり得ない量こなしては荒あら稼かせぎしてるとか。覆ふく面めんをしてる黒ずくめの怪あやしい男で、本名も分からないし、謎なぞに包まれてんだと」

「……レベル１のむらびとって……」

「クロちゃんの冒険の書、確か……──」

　ライアが呟つぶやき、三人娘の視線が硬こう直ちよくしているクロノスに集まり──

「まあ、ないか！」

「うん、ないない！」

「クロちゃんがそんなに強いわけありませんものね！」

　良かったぁぁぁ、俺信用なくて良かったぁぁぁ、でもちょっとしょっぺぇ、へへ。

　クロノスが目め尻じりを拭っていると、男がピザの最後の一切れをつまみながら口を開いた。

「ところで嬢ちゃんたち、これからどこに行くかは決まってるのかい？」

「いいえ。神器がどこにあるかも分かりませんし、まだレベル上げの途と中ちゆうですし」

「魔ま王おうを倒す旅は続くんだぞ！」

　男は「そうか」と頷うなずいて、声を低くした。

「ひとつ忠告だ。『赤の街かい道どう』の先にある村には近づかない方がいいぜ」

「？　なんで？」

「一週間前から、どうも良くない噂うわさが流れてる。村の近くにできたダンジョンのせいじゃないかって噂だが──触さわらぬ神に祟たたりなしさ」

　強大な魔ま族ぞくが巣食うと、周囲の自然や生態系に影えい響きようを及およぼすことがある。そのせいで作物が育たなくなったり病やまいが流は行やったりして近くの村が滅ほろびるというのは、割とある話だ。

　相当厄やつ介かいな魔族が絡からんでいるらしい。男の言うとおり、触ふれないのが吉きちなのだが──

「……どうする？」

　クロノスが水を向けると、ミアが憤ふん然ぜんとテーブルを叩たたいた。

「そんな一大事、勇者として見過ごせないわ。行ってみましょう！」

　クロノスは諦めてグラスを飲み干した。まあそうなるよね。

「そうと決まったら、早さつ速そく出発だ！」

「もう行くのか？　良かったら宿代もおごるぜ？」

「お申し出は嬉しいですが、今夜は赤の街道沿いで野宿いたします」

「あたしたちは救世主ですもの、一刻も早く助けに行かなくちゃ！」

「そうかい。頼たのもしいこった」

「気をつけろよ～！」という大合唱を背に、一行は酒場を後にした。

「情報交換も考えものですねぇ、ご主人さま」

「ああ。なんかまた面めん倒どうなことになりそうだなぁ」

　胸ポケットに頷いて、クロノスは遠い目をしたのだった。
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　その夜。『赤の街道』沿いにテントを張り、ライアたちが寝ね静しずまった後。

　ミアがテントを抜ぬけ出して、クロノスの許を訪おとずれた。

「ねえ。魔法教えて」

　昨夜の寝ね不ぶ足そく分を取り戻もどそうとばかりに寝る態勢に入っていたクロノスは、耳を疑った。

「い……一生添そい遂とげて……？」

「ちょ、ばっ、どういう耳してんのよっ!?　……魔法、教えてって言ってんの」

　ミアが俺に教えを請こうなんて、雪でも降るんじゃなかろうか。

「……おまえ、何か悪いもんでも食ったのか」

「は？」

「俺の話を聞きに来るなんて珍めずらしいから」

「なによそれ」

　クロノスは枕まくら元もとで寝ているベルを起こさないように寝ね袋ぶくろから出ると、小こ鍋なべを火に掛かけた。

　ミアが隣となりに腰こしを下ろす。

「いつもあれだけ大口叩いてるんだから、ちょっとは使えるんでしょ？　魔法」

「まぁな」と頷こうとして、クロノスは躊ちゆう躇ちよした。あの事件以来、四元素の力は年々弱まってきている。まるで例の力と引き替かえにするように──

　深く沈しずんでいた思考に、ミアの声がぽつりと染しみ込んできた。

「……昨夜、夢を見たの。夢の中で、あたし、慌あわてるばっかりで……守りたいもの、守れなかった。だから、もっと強くならなきゃって、そう思って……。次のダンジョンは、なんだか手て強ごわそうだし、少しでも強くなっておきたいの」

　なんだ、ゆうべのことを気にして、それで魔法を教えてくれなんて言い出したのか？　夢だと思い込んでるはずなのに……根はまじめなんだよな。

「そ、それに今日、ライアとシルフィーには、いろいろ教えてたじゃない？　あ、あたしだって、聞いてあげないこともないわよ、一応！」

「そりゃ構わねぇが……学校で習ったろ、魔法学」

「…………」

　ミアはつま先に目線を落として黙だまり込んでしまった。

　何かまずいことでも言っただろうか。

「まあ、口頭で教えてやる分には全然構わない、むしろ願ったり叶かなったりなんだが……」

　実じつ践せんしてみせるとして、今の自分にどれだけの魔法が使えるか──

　クロノスはふとミアの腰に目を落とした。

「そういえばおまえ、剣けんは？　ずっと気になってたんだけど、使わないのか？」

「……使わない」

「なんで」

　勇者だろ？　と問うと、鳶とび色いろの瞳ひとみがキッ！　とクロノスを睨にらみ付けた。

「そうよ、勇者よ！　あたしだって使いたいわよ、勇者だもん！」

「じゃあなんで」

　ミアは唇くちびるを嚙かみしめると、顔を逸そらした。

「…………」

　クロノスは小鍋を火から降ろすと、湯気の立っているミルクをカップに移した。シナモンを振ふり、はちみつをたっぷり溶とかす。

「ほら」

　ミアは俯うつむき、カップを両手で包み込んだ。一口含ふくむなり「ぴゃっ！」と飛び上がる。

「ああ、悪い、猫ねこ舌じただったな」

「ひりひりする」

「舐なめときゃ治るよ」

　ミアはむっつりと押し黙りながらも口をもごもごさせ、しばし黙ってカップを覗のぞき込んでいたが──やがてぽつりと呟く。

「……て、……だって」

「ん？」

「向いてないって言われたの。学校の先生に」

　ミアは小さな身体からだをますますぎゅっと丸めた。その表情は髪かみに隠かくれて見えない。

「才能ないんだって。剣も、魔法も。……あたし、学校、あんまり行けなかったし。でも、それでも、どうしても勇者になりたくて……」

「……そういやおまえ、どうして勇者になったんだ？」

　ミアは少しだけ顔を上げた。前髪の間からきらきらと光る金色の瞳がのぞく。

「……小さい頃ころに、助けられたことがあるの。その人、勇者だって言ってた。もう顔も覚えてないけど……その人に憧あこがれて、剣だって魔法だって、その人みたいに使いたくて、いろいろがんばったけど……だめだった。学校で、ずっと、落ちこぼれって呼ばれてた」

　最後は注意深く耳を傾かたむけなければ聞き取れないくらいの声だった。

「……だから独学なの。あたしの魔法」

　クロノスは「そうか」と言葉少なに頷き、たき火をかき回しながら口を開いた。

「同じだな」

「え？」

「俺も独学だ。学校にはあまり縁がなくてな。剣も魔法も、旅を重ねながら自分で覚えるしかなかった」

「そう……なの？」

　ミアが顔を上げた。たき火を映して宝石のように輝かがやくその瞳に、笑いかける。

「だから正しい知識を教えてやれるとは言えねぇが……独学同士、逆に教えやすいかもな」

「…………！」

「──剣、使ってみるか？」




　クロノスはミアに剣を持たせると、とりあえず構えを見ようと正面に立った。

「よし、軽く素す振ぶりしてみろ」

「うん！」

　ミアが緊きん張ちようした面おも持もちで、勢いよく剣を振り降ろし──すぽーん！　と飛んできた剣が眉み間けんに突つき刺ささろうとしたところをパァン！　と白しら刃は取る。

　あ、危ねええええええ！

「もっと力入れて持てよ!?」

「い、入れてるわよ！」

「まず持ち方がなってねぇんだよ！　こうして──」

「ひゃ!?」

　クロノスはずかずかと歩み寄ると、ミアの手に重ねるようにして柄つかを握にぎり──思わず声を失った。

「……手、小さいんだな」

「わ、悪い!?」

「いや……」

　ミアの手は自分の手のひらにすっぽりと覆おおわれてしまっている。そうか、こりゃ支えられねぇな……

「～～～～っ！」

　指の細さを確かめたり、力を込こめてぎゅっと握ったりしていると、みぞおちをミアの後頭部がごすん！　と抉えぐられた。

「うぐっ!?」

「い、いつまで握ってんのよ!?　離はなしなさいよねっ！」

「あ、ああ、悪い」

　クロノスは口に手を当てて考え込んだ。これは才能があるなしの問題ではない。そもそもミアは剣を振れない。物理的に不可能なのだ。

「……やっぱり向いてないんだ……」

　ミアは赤らめた頰ほおを膨ふくらませて、拗すねたように両手を見下ろしている。

　だが──振れないならば、振れるようにするまでだ。

「いいや、そうとも限らねぇよ」

「え？」

　クロノスは顔を上げると、口の端はしに笑えみを刻んだ。

「教えてやるよ。おまえにしか使えない剣をな」




「ねえ、剣は？」

「慌てんな。まずは魔ま法ほう学のおさらいだ」

　ミアは「なんでよ」と言いたげな顔をしたが、おとなしくクロノスの隣に腰こし掛かけた。

　その横顔をちらりと見み遣やる。ミアはおそらく、自分の中に眠ねむる魔法の素養を本能的に悟さとっている。ただそれを正しく発現させるには、何らかの切トっリ掛ガけーが必要なのだ。

「じゃあ、まず基礎から始めるが……」

　そう前置きして、クロノスはたき火に薪たきぎをくべた。

「魔法は各元素の組み合わせによって発動する。基本的には火、水、風、土の四元素だ」

「基本的には？」

「うっ」

　しまった、初っぱなから口を滑すべらせた。

　咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かす。

「あー、悪い。四元素、な。で、魔法を使う際には精せい霊れいたちに力を借りるわけだが、精霊だってタダで協力してくれるわけじゃねぇ。基本、等価交こう換かんだ」

「等価交換？」

「ああ。魔力──生命力と言ってもいいが、俺たちが元々持っている力を分け与あたえてやることによって、自然界に存在している精霊から力を借りて、魔法として具現化する」

「魔力が枯こ渇かつしたらどうなるの？」

「まあ、死ぬな」

　ミアの顔が引きつる。クロノスは笑った。

「つったって、よほど無茶な魔法じゃなきゃ、精霊が食う魔力なんて微び々びたるもんだ。損そこなった魔力も、栄養を摂とってよく眠れば回復する。めったなことじゃ死にはしねぇよ」

　ミアはヤケドが痛むのかぺろんと舌を出したまま、神しん妙みような顔で聞き入っている。舌をしまい忘れた猫ねこのようでちょっとおもしろいが、へそを曲げられては厄やつ介かいだ。クロノスはこみ上げる笑いを必死に堪こらえた。

「で、使える魔法だが……まず、魔法には相あい性しようってやつがある。各人の魔力の質によって、相性のいい精霊が違ちがうんだ。俺なんかは炎ほのおとの相性がいいから、こうやって──」

　クロノスは魔法を発動させようとして、束つかの間逡しゆん巡じゆんした。果たして今の自分に、精霊たちが応こたえてくれるかどうか……

　剣を引き抜ぬくと、たき火にかざす。

「──炎よ」

　呪じゆ文もんもなしにそのたった一言で、赤い火が鋼はがねの刃やいばを伝い、瞬またたく間まに燃え上がった。たちまち炎の剣と化す。

「っと……久々に成功したな」

　我ながら驚おどろいてしまう。成功したどころか、ずいぶん気前よく燃えている。ミアといるせいだろうか……？

　と、ミアが目を見開いた。

「これ……！」

「どうした？」

「ううん、あの……これって、なんていう魔法なの？」

「俺は勝手に精霊剣ミラージユ・エツジって呼んでる。持ってみろ」

　ミアはおそるおそる剣を受け取って、息を吞のんだ。

「軽い……！」

「ああ。魔法で炎と風の特性を付ふ与よしてある」

　燃えさかる炎に包まれた剣は、ミアが手首を翻ひるがえすと、まるで羽根のように舞まった。

「何の変へん哲てつもない剣でも、こうやって四元素を組み合わせることで様々な効果を付与できる。高位の魔族の中には硬こう皮ひを持つものがいて、普ふ通つうの刃じゃ通らねぇ。だがこうして精霊の力を借りればまず切り裂さける。……力を入れずともな」

　俺がついている間は、まだ必要ない知識だが……と胸中で付け足す。

「詳くわしいのね」

「そりゃあな」

『勇者だし』という常じよう套とう句くを吞み込んで、クロノスは剣けんを収めた。

　ミアはじっと両手を見下ろしている。

「あたしにできるかしら」

「できる。おまえはどの精霊にも愛されてるからな」

「あ、愛され……？」

「愛されてる。今もおまえの周りに相当いるぞ」

「……あんた、精霊が見えるの？」

「いや、感じるっつーかな。小さい頃は精霊にたかられやすい体質で……今じゃすっかり嫌きらわれてるもんだと思ってたが」

　クロノスは顔に絡からみついてくる、蜘く蛛もの糸よりもなお頼たよりない、気配とも言えないモノを払はらった。ミアも見よう見まねで、ぱたぱたと辺りを扇あおいでいる。

　クロノスは目を細めた。もはや遠い昔に失った、懐なつかしい感かん触しよくだ──精霊剣を発現できたことといい、こいつミアといると小さい頃に戻もどったような気になるな……

「でも、色んな魔法を試ためしたけど、指レ南シ書ピどおりにやってもうまくいかなかったわ」

「指南書に書いてあるのは、あくまでスタンダードなイメージと呪文だ。その通りになぞったからと言って、自分に合ってるとは限らない。魔法を使う上で一番大事なのはイメージと、何より精霊に愛されることだ。おまえは魔法を使える要素を十じゆう分ぶんに満たしてるよ」

「…………」

　ミアはぎゅっと唇くちびるを結んでうつむいた。まるで初めて褒ほめられてどうしたらいいか分からない子どものような、こそばゆそうな顔をしていた。

　クロノスはふっと笑った。

「試してみるか？　精霊剣」

「いいの？」

「ここらは精霊が多いから、うってつけだろ」

「呪文は？」

「何でもいい。要は精霊と心を通わせるためのツールのひとつでしかないからな。自分のイメージをより伝えやすい言葉を選べ」

　鳶とび色いろの瞳ひとみを覗のぞき込み、一言ずつ区切るようにしながら語りかける。

「いいか、ミア。集中しろ。イメージが大切だ。イメージが具体的であればあるほど、想おもいが強ければ強いほど、精霊はより誠実に応こたえてくれる」

　ミアは頷うなずくと、立ち上がった。剣を引き抜き、そっとまぶたを降ろす。

　鈴すずのように軽かろやかな声が、夜風に乗って広がった。

「精霊よ──」

　クロノスは思わず息を詰つめた。目を閉じたミアの姿は、たき火の炎に照らされ、神こう々ごうしくすらあった。

「火と風の精霊よ、我が呼び声に応えよ。汝なんじが力をもって、なんか、ええっと……剣を強くして！　あと赤くて軽くてサクッと斬きれる感じ！　見た目が可愛かわいいとなおベスト！」

「自由すぎるにも程ほどがあるだろ！」

　あまりの適当さにクロノスは思わず声を上げ──刹せつ那な、眩まばゆいばかりの光が目を灼やいた。

「ッ……!?　あんな呪文で発動するって、どんだけ精霊に愛されてんだ……!?」

　鮮せん烈れつな光の中、赤い輝かがやきがミアの剣をらせん状に取り巻き──やがて光が収まった後には、紅あかいリボンでラッピングされた剣があった。

「……失敗だわ」

「いやいやいや！　四元素からリボンひねり出すって逆にすげぇわ！　どんな原理!?」

「どうしてイメージ通りにいかないのかしら？　……やっぱり、才能ないのかな」

　ぽつりとこぼれた言葉が珍めずらしく弱気で、クロノスは頭を搔かいた。──どうも、ミアの無意識下にある何かが邪じや魔まをしてるらしいが……

　しばらく考えた後で、口を開く。

「……おまえ、誰だれかに頼ったり、助けを求めるの苦手だろ」

　ミアの眉まゆがぴくりと寄った。

「は？」

「あのな、ミア。どんなに精霊に好かれてても、自分が精霊に心を開いてなければ魔法は正しく発現しねぇ。心を開くってのは、相手を迎むかえ入れるってことだ。自分が抱かかえる弱さも辛つらさも全部さらけ出して、精霊に助けてもらう気持ちで身を預けてみろ。そうすりゃきっと応えてくれる」

　難しい顔をしているミアの頭に、ぽんと手を置く。

「つまりは、もっと甘えることを覚えろって話だ」

「…………」

　ミアはじっとクロノスを見上げていたが、やがてぷいと顔を背そむけた。

「あんたに言われたくない」

「どういう意味だよ？」
















「自分で考えれば？　……でも、ま、一応お礼言っとく。……ありがと」

　クロノスは笑って、亜あ麻ま色いろの髪をくしゃくしゃとかき回した。

「ま、あとはおまえ次し第だいだ。ただし、無理はするなよ？」

「言われなくても分かってるし！　あーもう、髪かみぐちゃぐちゃ！　用は済んだから、寝ねていいわよ！　起こして悪かったわ！」

　照れ隠かくしのように背中を向けるミアに、ふと声を掛かける。

「それとな」

「なによ」

　振ふり向いた鳶色の瞳に、胸を張って宣言する。

「もしおまえを落ちこぼれって笑うヤツがいたら、俺を呼べよ。そしたら俺がそいつのこと、『てめーの目は節穴だな！』って真っ正面から笑い飛ばしてやる」

「っ……！」

「もうおまえを落ちこぼれだなんて、誰にも言わせねぇよ」

「……なに、それ……そんなこと、今まで……誰も……」

　ミアはぎゅっと唇を引き結んでうつむいていたかと思うと、思い切り剣を振り下ろし、

「えいっ！」

「ぶふっ!?」

　剣から放たれた風の塊かたまりがクロノスの顔に直ちよく撃げきし、猛もう烈れつなエレガンスフローラルのかおりが渦うず巻まいた。

「あーあ、また失敗！」

「げほ、げほっ……おい何してくれてんだ！　やっと薄うすれてきたところだったのに!?」

「ねえ下僕、この魔法に相応ふさわしい、ビビッドな名前を思いついたわ！」

「何だよ!?」

「『これは私の所有物マーキング』！」

「俺はおまえの所有物じゃねぇよ！」

　ふふっ、と笑えみを零こぼすミアは、なぜかとても嬉うれしそうで──と、テントがまくれ上がったかと思うと、ライアとシルフィーミア親衛隊がばーん！　と飛び出してきた。

「すごいぞミア！」

「なんというピーキーなネーミングセンス！　天才！　天才です！」

「えへへー」

「おまえらミアに対して甘すぎねぇ!?」




　何度失敗しようとへこたれずに挑ちよう戦せんしているミアを眺ながめながら、クロノスはふー、と息を吐はいた。

「あと一歩なんだけどなぁ。もっと精せい霊れいに甘えればいいのに」

　カップを両手で包み込みながら、シルフィーが「あのね、クロちゃん」と口を開いた。

「ミアのお母さまは、ミアを産んだ時にお亡なくなりになったのです」

「え？」

　目を伏せるシルフィーの後を、ライアが引き継つぐ。

「ミアのお父さんは忙いそがしくて、ほとんど家にいなかったんだ。ミアは身体からだが弱かったから、学校にもあんまり通えなくて……私たちが遊びに行けない間は、いつも家に一人ぼっちで……」

　──あたし、学校あんまり行けなかったから……──

　寂さびしそうにそう呟つぶやいたミアの横顔が蘇って、クロノスは息を吞んだ。

「でも……」

「ミアのお父さま──ミスティア商会が成功したのは、ここ数年のことなのです。専属のお医者さまや使用人を雇やとえるようになったのは、割と最近で……それまでは、ひどく寂しい思いをしていたと思いますよ」

「……あいつ……」

　──恵めぐまれたお嬢じようさまだと思っていた。

　クロノスの脳のう裏りに、白いベッドにうずくまって、苦しそうに咳せき込んでいる少女の姿が浮うかんだ。誰にも助けを求められず、すがりつける名前もなく──もしもあのわがままが、寂しさの裏返しだとしたら……──

「……クロ。ミアがどうしてクロを一いつ緒しよに連れて行くって決めたか、知ってるか？」

　唐とう突とつに問われて、クロノスは隣となりのポニーテールを見下ろした。

「いや……？」

「私さ、聞いてみたことがあるんだ。なんでクロをパーティーに加えたのかって。……そしたらミア、『あいつ、一人ぼっちなんでしょ？』って」

「え……？」

　シルフィーが微かすかに微笑ほほえむ。

「クロちゃん、初めて出会った時に言ってたじゃないですか。ずっと一人旅だったって。……きっと、小さい頃ころの自分と重なって、放ほうっておけなかったのでしょうね」

「…………」

　クロノスは言葉もなく、ぐっと唇を引き結んだ。あいつ、人の事ばっかり心配しやがって……本当は誰より寂さみしがりなくせに……

「もっと甘えてくれって、いつも言ってるんだけどな」

　ライアが寂しそうに呟き、シルフィーが誰にともなく微笑んだ。

「甘えるのが下手なのですよ、あの子は」

「…………」

　星明かりの下、失敗にもめげず、何度も挑戦しているミアを見み遣やる。

　不意に、昨夜背負った柔やわらかなぬくもりが蘇よみがえった。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんなくせに本当は寂しがりで、打たれ弱い。いつもは気き丈じように振る舞まっているけれど、その内側は誰よりも脆もろくて弱くて、正義感は人一倍強くて──

　ふと振り返った金色の瞳と目が合って、クロノスの胸がどきりと熱を帯びた。

　ミアは不満そうに唇をとがらせ、

「ねえ、下僕、どうしてもイメージが湧わかないわ！　試しに斬られてみてよ！」

「そんな無茶振りがあるか！」

　ライアとシルフィーが声を上げて笑う。

　結局その夜、ミアが精霊剣を修得することはなかった。どうやら精霊剣使いへの道のりは遠そうだ。


















　第三章　時には誰かに助けを求めることも、勇者として大事な資質なんじゃないのかな？











「ねぇ、この村……」

『赤の街かい道どう』を急ぐこと三日。

　たどり着いた村は血のような夕焼けに染まり、不気味な静せい寂じやくに包まれていた。

「ご主人さま、ひどく濃のう厚こうな瘴しよう気きを感じます……これは……」

「ああ……」

　道は閑かん散さんとしていて、たまに行き交かう村人の目はぎらぎらと危険な色に濡ぬれ光り、あるいは生気を失っている。井い戸どの水は涸かれ、田畑は荒あれ果てていた。

「酷ひどいわ……これも、村の近くにあるっていうダンジョンの影えい響きようなのかしら」

「おひげのおじさまの話では、村に異変が起き始めてからまだ十日余りですのに……」

　周囲に目を走らせながら、クロノスは胸中で呻うめいた。こいつは予想以上だ。ここまでとなると、やはりＳ級──いや、下手するとそれ以上の大物が絡からんでる可能性が高いな……場合によると、今回の攻こう略りやくは見送らせたほうがいいか──

　冒険者支援協会ギルドには他ほかに冒険者の姿はなく、しんと冷え切っていた。

「【古代樹の森】……これが例のダンジョンね」

　ミアが掲けい示じ板ばんに貼はられた一枚のメモへと手を伸のばしかけた時、

「やめたほうがいいですよ」

　振り向くと、ギルド職員の少女が立っていた。やせこけて、ひどく顔色が悪い。

「そのダンジョンはＳ級です。これまでにもたくさんの冒険者が向かったのですが、誰だれ一人ひとりとして戻もどってきません」

「今しがた、村の状じよう況きようを見てきました。すべてはこのダンジョンのせいなのでしょう？」

　シルフィーの穏おだやかな問いに、少女は微かすかに頷うなずいた。

「あの森に魔ま族ぞくが巣食ってから、畑は枯かれ、動物も姿を消しました。風は淀よどみ、老人や子どもは病やまいに冒おかされています。私たちはこの村と共に滅ほろびる運命なんです」

　ミアが首を横に振る。

「だめよ、そんなの。魔族を倒たおせば、村は元に戻るんでしょ？」

「でも、歴戦の冒険者でも歯が立たなかったんですよ？　あなた方のような娘むすめさんには、とても──」

　唇くちびるを嚙かむ少女の手を、ミアが握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶ、任せて。あたしたちは救世主だもの！」

「救世主……？」

「ええ。必ず魔族を倒してこの村に平和を取り戻してみせるわ。だから信じて待ってて」

「……っ」

　少女は縋すがるようにミアの手を握り返して、ただ一度だけ頷いた。

　冒険者支援協会を出て、ミアがびしりと空を指さす。

「さあ、今すぐ魔族を倒しに行くわよっ！」

『おーっ！』

「って、待て待て待て！」

　いつものノリで突とつ撃げきしようとする少女たちを、クロノスは慌あわてて引き留めた。

「今回ばかりは一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇ。もっとランクの高いパーティーに任せた方が──」

　続きを遮さえぎったのは、宝石のように燃える両眼だった。

「なに腑ふ抜ぬけたこと言ってんの？　あたしたちは救世主よ。目の前で困っている人を救えなくて、世界を救うなんて言えるわけがないわ！」

　クロノスはやっぱりか、とため息を吐つき──けれどミアのその答えが、どこか誇ほこらしくもあった。

　ライアが剣けんを突つき上げる。

「よーし、今から【古代樹の森】に乗り込むぞ！」

「い、いや待て！　分かった、乗り込むのはいいから時間をくれ！　まだ準備が──」

「準備？」

「はっ!?　い、いや、心の準備ができてなくてさっ！　今回のダンジョンは特にやばそうだし、万ばん全ぜんの状態で臨のぞむためにも、今夜は宿に泊とまろうぜ、な!?」

「なんだクロ、怖こわいのか？」

「クロちゃんは本当に繊せん細さいですねぇ」

　ミアが腰こしに手を当ててため息を吐く。

「仕方ないわね。【古代樹の森】攻略は明日あしたにしましょう」

　宿へと方向転てん換かんする三人の後に続きながら、クロノスは胸をなで下ろし、暮れなずむ空を見上げた。

「今夜は長い夜になりそうだな……」










「……ねぇ、ライア、シルフィー。あたし、この村のこと、やっぱり放っておけない」

　ごく質素な夕食を終えて、部屋に戻った後。

　ミアは装備も解かずに、ライアとシルフィーに告げた。

「今から【古代樹の森】に乗り込みましょう」

　ギルドを出た時からずっと考えていた。自分の手を握った少女の手の感かん触しよくが離はなれない。

　決意をみなぎらせたミアの表情に、シルフィーが頷く。

「そうですね。あの荒こう廃はい具合を見る限り、事は一刻を争うようです」

「でもクロは？」

「あいつは置いて行くわ」

　すでに決めていたことだった。

「ギルドの子が言ってた。【古代樹の森】から戻ってきた冒険者はいないって。そんな危険なダンジョンに、あいつを連れていけない」

　きっぱりと言い切って、胸中で付け足す。それに……あいつに何かあったら、困る。

「大丈夫、必ずこの村を救ってみせるわ！　あたしたちは救世主なんだもの！」

　ミアの宣言にシルフィーが微笑み、ライアが剣を取った。

「さあ、行きましょう！」










　深夜、クロノスはいつになく念入りに準備を整えていた。

「ん？　ランプの数が足りねぇな。薬草も減りが早い。こんなに使ったかな？　……っと。ベル、あいつら──特にミアがちゃんと寝ねてるか確かく認にんしてきてくれ」

「分かりました！」

　窓から飛び出していく燐りん光こうを見送って、クロノスは背中の柄つかの感触を確かめた。

「……今夜は長なが丁ちよう場ばになりそうだな」

　今回の相手はＳ級。今までと格が違ちがう。

　やはり止めるべきだったか──そんな考えが脳裏を過よぎって、頭かぶりを振ふった。

　この村の状況を目まの当たりにして放っておけるような勇者たちではない。どんなに止めたところで【古代樹の森】に乗り込むだろう。その前に道を作ってやらなければならない。

「……もし、俺に何かあったら……」

　己おのれの手を見下ろす。Ｓ級魔族。幾いく度どか刃やいばを交えたことはあるが、決して無傷では済まなかった。あわや死にかけたこともある。

「──いや、そんなこと言ってる場合じゃねぇな」

　拳こぶしをぐっと握り、雑念を追い払はらう。

「念のため、ベルにエリクサー持たせておくかな……」

　荷物をまとめて最後の点検をしていると、血相を変えたベルが飛び込んできた。

「ご主人さま、ミアちゃんたちがいないです！」

「は……？」

「装備もありません！　もしや、【古代樹の森】に向かったのでは!?」

　全身から血の気が引く。

「ッ！　あいつら……っ！」

　クロノスは部屋を飛び出した。ベルが慌てて追ってくる。

「スライムも満足に倒せねぇ奴やつらが……身を守る術すべも、戦う術も知らねぇくせに……！」

　夜の村を駆かけ抜ぬけながら、ふと懐なつかしい記き憶おくが兆きざした。

（──そういや昔、小さな女の子を助けたことがあったな）

　確か、魔族に襲おそわれていたところを助けたのだった。

（雨に打たれて震ふるえて、可か哀わい想そうなくらい怯おびえていて……ひどく咳せき込んでいたからさすってやった背中が、頼たよりないほど小さかった……）

　顔も覚えていない少女の姿が、三人と重なる。

「頼たのむ、間に合ってくれ……！」




　　　　†　†　†




　空気は淀み、足場は悪い。うっそうと茂しげった森は暗く湿しめっていて、濃厚な気配が渦うず巻まいていた。時折、森全体がまるで生き物のように蠕ぜん動どうする。

「どうしよう、暗くて道が分からない……！　セーブポイントは？　まだないのか？」

「宝箱もありません、回復の泉も……こんなことは初めてです」

「気をつけて、あたしたちが知ってるダンジョンと違うわ……！」

　下生えをかき分けながら、ミアはどきどきと高鳴る鼓こ動どうを必死に鎮しずめようとし──

「きゃ!?」

　つまずいて膝ひざをすりむく。

「ミア、大丈夫ですか？」

　頷いて立ち上がるミアの足あし下もとに、ライアがランプを掲かかげた。

「いつも、クロがこうして照らしてくれてる」

　その言葉を聞いて、ミアはようやく、クロノスがいつも一いつ瞬しゆんたりとも目を離さず自分たちを見守ってくれていたことに気がついた。「そこ、危ないぞ」と言ってくれる声がないだけで、つまずいた時に支えてくれる腕うでがないだけで、こんなにも心細い。それでも──

　ミアはぎゅっと拳こぶしを握った。

「こんなダンジョン、たいしたことないわ！　あたしたちは救世主だもの！」

　ライアとシルフィーが頷く。

　三人は道とも呼べない獣けも道のみちを駆け──前方の茂みががさがさと揺ゆれ、無数の影かげが現れた。

「これは……!?」

　シルフィーが息を吞のむ。

　──キメラにオーク、オオミミズにキラービー、リザードマン、オオコウモリ。三人の行く手を遮ったのは、そうそうたるモンスターの群れだった。

「なんだ、こいつら……!?」

「こんなモンスター、見たことも……！」

　二人を鼓こ舞ぶするように、ミアは声を張り上げた。

「大丈夫、こんな奴やつらすぐに蹴け散ちらしてやるわ！」

　モンスターが一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げる。

「来るわよ！」




「やぁぁぁっ！」

　首を狙ねらって振ったはずの剣は木立をかすめ、剣筋がぶれる。

　大おお振ぶりの一いち撃げきを軽々とかわすリザードマンを睨にらみ付けながら、ライアは剣を握にぎり直した。

「なんで当たらないんだ!?　【聖者の遺い跡せき】では成功したのに！」

　あの時は、おもしろいように剣が当たって──そういえばあの時、クロが何か言っていた気がする。確か、大振りするなって。狭せまい所では突きを中心に──

　刹せつ那な、背後に気配が生まれ──

「やぁっ！」

　ライアは鋭するどい呼気とともに突きを繰くり出した。

　まっすぐ伸のびた銀ぎん閃せんに額を貫つらぬかれ、キラービーが土くれと化す。

「やった、当たった！　えっと、あとは……！」

　他ほかにも何か……ライアは頭を巡めぐらせて、顔を上げた。そうだ、広い所に誘さそい込む！

「よーし、こっちだ、来い！」

　そう叫さけぶなり木々をくぐり抜け、拓ひらけた場所へと走る。

　獣道を抜けるが早いか、追いすがってきたリザードマンへと向き直った。

「てぇぇぇえい！」

　大きく跳とび、斬きり下ろし、着地ざま振り返って横様に薙ないだ。

「ギャアアアアア!?」

　ライアは断だん末まつ魔まの叫さけびを上げるモンスターを飛び越こえ、頭上に迫せまっていたオオコウモリを立て続けになぎ払った。枷かせが外れたように、身体からだが軽々と舞まう。

「どうだ、参ったか！　もう怖いものなんかないぞ、いくらでもかかってこいっ！」




　シルフィーは弓を引きながら、じりじりと焦あせりを押し殺していた。

　矢の先でキメラを狙うが、敵の動きが速く、射撃が追いつかない。

「もう、これだから動く的は嫌きらいです！」

　ついこの間はゴブリンを次々と射い貫ぬいたというのに……！　と眉まゆをひそめて、ふと思い出す。

「そういえば、クロちゃんが何か言ってましたっけ。ええと、敵の軌き道どうを読む？　でしたっけ？」

　シルフィーは軽く息を吐はくと、弓を引き絞しぼった。

「この際です、なんでも試ためしてみましょう！」

　シルフィーの側面に回ろうと、キメラが大きく横に跳び──

「今っ！」

　先を読んで放たれた矢が、着地したキメラを貫く。

「やった、やりました！　──って、きゃ!?」

　刹那、頭上に影が差して、とっさに身を投げ出した。大きな翼つばさが耳をかすめる。

「っ、もう、服が汚よごれてしまいました！」

　顔を上げた時には、旋せん回かいしたオオコウモリが右上方に迫っていた。体勢を整えている暇ひまはない。

「なるほど、不本意ですが姿勢は捨てましょう──射うって当たればそれでいい！」

　身を捻ひねりざま放った矢が、オオコウモリの額へと吸い込まれ、水となって霧む散さんした。

「これぞアレンフォート家の真骨頂！　さあ、お仕置きされたい子から前に出なさい！」

　シルフィーは息を弾はずませながら矢を番つがえた。




「もう、どうして精霊剣ミラージユ・エツジが発動しないのよ!?」

　ミアはオークと対たい峙じしたまま、唇くちびるを嚙かんだ。握った剣は重く鈍にぶい。

　と、地を揺るがすような咆ほう哮こうが上がった。オークが腕を振り上げながら突とつ進しんし──とっさに手をかざし、焼き払うイメージを練り上げる。

「炎ほのおよ！」

　火か炎えんが迸ほとばしるはずが、小さな爆ばく発はつがオークの肩かたを抉えぐっただけだった。

「また失敗!?」

　横よこ殴なぐりの一撃を避さけて、岩いわ陰かげに走り込む。

　精霊の気配は感じる。それなのに──

「何が足りないっていうの!?」

　誰だれにともなく叫んで、いつかクロノスが言っていた言葉が蘇よみがえる。

　──もっと甘えることを覚えろって話だ。

「うるさい！」

　小さい頃ころからずっとひとりぼっちだった。熱が出てどんなに辛つらくても苦しくても、一人でベッドにうずくまって耐たえるしかなかった。呼べる名前もすがりつける手もなかったのに、助けてなんて言えない。

「甘え方なんて知らないわよ！」

　ミアは再び戦場へ飛び込もうと立ち上がり──はっと目を見開いた。

　黒々と繁しげる下生えの中に咲さいた、青い花──




　──使えるものは何だって使え──




　ミアはぎゅっと拳を握り──岩陰を飛び出した。

「確か、動物に似たモンスターは嗅きゆう覚かくが優すぐれてるって、あいつが言ってた。そこを突つけば……！」

　殺気立つモンスターの群れへ、恐おそれ気げもなく手を向ける。

「食くらえ、あたしの十お八は番こ！」

　かざした手から烈れつ風ぷうが渦巻いた。濃のう厚こうな花のかおりがまき散らされ、モンスターたちがひるむ。

　その隙すきにミアは森の奥へと走った。

「ライア、シルフィー、こっちに！　青い花に気をつけて！」

「ミア！」

「何か考えが!?」

「連れん携けいを取るの！　一ヶ所に固まるのよ！」

　オークたちの群れから距きよ離りを取ると、ミアは声に引き寄せられて近づいてきたオオミミズを指さした。

「シルフィー、ここからあのミミズを狙える!?」

「やってみます！」

　シルフィーは狙いを定さだめ──放たれた矢が、見事にオオミミズへと突き立った。

「グギィィイイイイイイ!?」

　オオミミズが絶ぜつ叫きようを上げる。高音が森を支配すると同時、モンスターたちが一斉に殺気立った。雄叫びを上げながらミアたちへと殺さつ到とうし──

　刹那、激しい土つち煙けむりと共に巨きよ大だいな花が地中から姿を現した。太いツタがモンスターを次々に捕とらえていく。

「食人花ビツグイーター……っ！」

「しっ、動かないで！」

　ツタというツタがモンスターを搦からめ捕とるのを待って、ミアは吠ほえた。

「今よ、走って！」

　ツタをかいくぐって飛来したオオコウモリを切り払はらいながら、ライアが叫ぶ。

「だめだ、モンスターの数が多い！　追ってくるぞ！」

　ミアは森を駆かけ抜ぬけながら、周囲に目を走らせた。どうする、どう切り抜ける!?

　太い枝を伸ばした巨大な木が、行く手を塞ふさいでいる。

　ミアは立ち止まり、振ふり返った。

「ミア！」

「どうするのです!?」

「ここで迎むかえ撃つわ。あたしに任せて。時間をちょうだい！」

「分かった！」

　ライアが飛び出してくるキメラを牽けん制せいし、シルフィーがキラービーに矢を射かける。

「まだ、まだ引き付けるのよ……！」

　雲うん霞かとなって押し寄せる群れを睨み付け、ミアは今にも逃にげ出しそうな足を叱しつ咤たした。

　大だい丈じよう夫ぶ、できるわ、あたしは落ちこぼれなんかじゃない。あいつがそう言ってくれた！

　天に向けて手をかざす。──お願い、応こたえて精霊！

「今っ！」

　モンスターたちのはるか頭上で魔法が暴発。根元から折られた巨大な枝が、モンスターたちをばさりと覆おおった。

「やった、ミア！」

「行くわよ！」

　三人は獣道を駆け抜けた。突とつ如じよとして視界が開ける。

　現れたのは苔こけむした岩が転がる、巨大な広場であった。岩に張り付いたヒカリゴケがぼんやりと青白い光を放っているが、闇やみはいっそう濃こく粘ねばるようであった。

　息を弾ませながら、ライアが顎あごに滴したたる汗あせを拭ぬぐう。

「道がいくつも分かれてる」

「どれが魔族へ続く道でしょう」

「しらみつぶしに探すしかないわ！　まずはここから──」

　ミアが走り出そうとした瞬しゆん間かん、木々の間に満ちた瘴しよう気きがぐつりと渦うず巻まき──

「危ない！」

　地べたに身を投げ出すと同時、腹を揺ゆさぶるような破は砕さい音が響ひびき渡わたった。

　それまでミアが立っていた場所に、巨大な爪つめが深々と突き立てられていた。

「な……!?」

　──現れたのは、黒く巨大な影かげ。

「魔族……!?」

　それはまさに異い形ぎようであった。

　黒い霞かすみを集めたかのような漆しつ黒こくの身体。丸太のように盛り上がった上じよう腕わん、鎌かまのごとき爪。

　二本の足で悠ゆう然ぜんと立つ姿は人に近しく、しかしその下半身にはしなる尾おが生え、硬かたそうな毛に覆われた足は重たげな蹄ひづめを有し──そして頭に戴いただくのは、雄お々おしい角を振り立てた、まさに雄お牛うしの頭そ部れであった。──牛頭人身の、黒い巨きよ人じん。

「なんでこんな所に!?　魔族は一番奥にいるはずじゃ……！」

　雄牛の口がゆるりとほどけ、粘りつくような声が押し出される。




《人ダ……人ノ、ニオイガ、すル……》




「！　言葉を……！」

　魔族には等級があり、高位になるほど知性を有する。人語を操あやつるということは、この魔族が最悪の敵であることを示していた。

　吹ふき付ける瘴気に、足が竦すくむ。

　それでもミアはぐっと踏ふみこたえた。負けちゃだめよ。あたしたちは救世主なんだから……！

「あんたが村の人たちを苦しめているのね！　覚かく悟ごしなさい！」

　叫さけびながら、剣を引き抜く。今度こそ、絶対に成功させてみせる……！

「ライア、シルフィー、時間を稼かせいで！」

「分かりました！」

　黒くそびえる魔族へ、シルフィーの矢が銀ぎん閃せんとなって襲おそう。

　同時にライアが斬きりかかった。

「やああああああッ！」

　黒い脇わき腹ばら目がけて剣が振り抜かれる。しかし細身の刃は鋼はがねのような皮ひ膚ふにあっけなく弾はじかれた。

「なっ……!?」

《小こ娘むすめトハ珍めずらしイ。ソノ柔肉、サゾカシ美味でアロうナ》

　雄牛の口ががぱりと深しん淵えんを覗のぞかせた。空気が歪ゆがむ。

「ライア！」

　警告を発する前に、魔族の口から衝しよう撃げき波はが迸り、ライアとシルフィーが軽々と吹き飛ばされた。

「ライア、シルフィー！」

　二人は木に叩たたき付けられたっきり動かなくなった。気を失っているようだ。

《クク……脆もろい……脆イゾ……》

　折り重なるように倒たおれている二人へと、魔族が踏み出す。

「っ！　こっちよ、化け物！」

　とっさにかざした手から炎の玉が飛び出し、魔族の横顔に当たってぱちんと弾はじけた。

《…………》

　赤い目がぎょろりとミアを捉とらえた。耳まで裂さけた口がにぃっと笑えみを刻んだかと思うと、牛頭がぐぅっと沈しずみ──一瞬だった。黒い蹄が地を砕くだいた次の瞬間には、巨きよ体たいが眼前に迫せまっていた。

「…………！」

　鎌のような爪がぎらりと濡れ光る。

　足が竦む。声が出ない。幼い頃から胸の奥に押し込めていた言葉が、喉のどを灼やいた。




　助けて……誰か、助けて……！




　凍こおり付くミアの上に、ぎらつく凶きよう爪そうが唸りを上げて振り下ろされ──

「疾シッ！」

　鋭するどい呼気が空気を裂いた。

　見開かれたミアの瞳ひとみに映ったのは、翻ひるがえる漆黒のマント──




「クロノス！」




　巨大な爪つめを剣けんの腹でがきりと受け止め、クロノスが吠えた。

「炎ほのおよッ！」

　刹せつ那な、倒れ伏ふしているライアとシルフィーを囲むように地面がひび割れ、真しん紅くの帯が噴ふき上がった。燃えさかる炎が彼女たちを守る防ぼう護ご壁へきと化す。

《ッハ、小こ賢ざかシイ……！》

　嚙かみ合った刃がギチギチと不快な金属音をまき散らす。

「チッ……！」

　クロノスは舌を打つと、声を張り上げた。

「ミア、無事か！」

「あ……」

　その姿に全身の力が抜けそうなくらい安あん堵どしていたのに、その声が震ふるえるほど嬉うれしいのに、嗄かれた喉から迸ほとばしったのは可愛かわいげのない罵ば声せいだった。

「あ、あんた何してんのよ!?　死んじゃうわよ!?　さっさと逃げなさい！」

「できるかよ！」

「下僕のくせに、あたしの言うことが聞けないの!?」

「うる、せ……！　っ、下僕扱あつかいするならなぁ、主人の身くらい守らせろッ！」

　吠えるなり、剣ごと自分を押し潰つぶさんとしていた豪ごう腕わんを力任せに弾き飛ばす。

　魔族が大きく跳とび退しさって距きよ離りを取る。

　その間に、ミアは木の陰かげに押し込まれていた。

「何すんのよ！　離はなして！」

「ここに隠かくれてろ！　今の俺じゃ、結界は一つで限界だ！」

「だめよ！　あたしも戦う！　あたしは勇者なんだから！」

「ミア！」

　両手首を摑つかまれ、抵てい抗こうを防がれた。

「な、なに……っ」

　鼻白むミアを漆黒の両りよう眼めが覗き込み、あの合い言葉がささやかれる。

「いいか、ミア。これは夢だ」

「…………！」

「夢だから、俺を信じて、任せろ」

「……でも……」

　黒い瞳が微かすかに細められたかと思うと、大きな手が伸のびてきた。

「がんばった。おまえはよくがんばったよ」

「……っ……！」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なでられ、ついに強こわばっていた手足から力が抜ぬけた。胸に熱い塊かたまりがこみ上げてきて、視界が歪む。

　クロノスは肩かたにしがみついているベルの羽を摘つまむと、ミアに差し出した。

「ベルを頼たのむ」

「ご主人さまぁ……」

　それでもしがみつこうとするベルを、ミアはそっと胸に抱だき寄せた。

　頷うなずいて立ち上がるクロノスを、「ねえ！」と呼び止める。

　今さらのように、指が震えていた。

　振ふり返った瞳に、その手に縋すがり付きたいのをぎゅっと堪こらえて、嚙みしめるように告げる。

「死んだら、許さないから」

　クロノスは「当たり前だろ」と笑った。

「俺がいなくなったら、誰だれがおまえらの世話を焼くんだよ」




　岩陰から出ると、魔族は同じ場所に立ったままグルグルと喉を鳴らしていた。まるでこの状じよう況きようを楽しんでいるようにも見える。

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうじゃねぇか」

　クロノスは低くうめくと、ミアが隠れている木陰を、そして炎の結界を見み遣やった。

　──果たしてこの化け物を相手に、少女たちを守りながら戦い抜けるか──

「……いや。あいつらがここまで持ちこたえたんだ。俺が負けるわけにはいかねぇよな」

　大おお股またに歩みながら、柄つかを握にぎる手に全神経を集中させる。

（こいつを使うのは久々だな……果たしてどれくらい保もつか……）

　身を取り巻く空気がチリッと熱を帯びた。

　精せい霊れいたちの気配が遠ざかり、代わりにどろりと粘ねばるタールのようなものが、心しんの臓から湧わき上がってくる。その力は鼓こ動どうの一脈ごとに指先まで流れ込み──

　クロノスの腕うでに黒い火花が散り、無造作にぶら下げた大剣を瞬またたく間まに黒炎が覆おおった。

《っ！　魔ま剣けん……！》

　魔族の口から驚きよう愕がくの声が漏もれる。

《貴様、闇やみ精せい霊れいヲ使し役えきスルのカ……!?　人間ゴトキガ、一体何故……！》

　クロノスは答えなかった。答える術すべを持っていなかった。

　ただ無言で剣を構える。

《……止やメテおケ。ソレは我ラニ近いモノ……魂たましいヲモ蝕むしばム禁きん呪じゆ。脆い人ノ身にハ余ル》

　哀あわれみすら籠こもったその言葉を、クロノスは一いつ蹴しゆうした。

「悪いが、そうヤワじゃないんでな」

　いつにも増して血が騒さわぐ。凄すさまじい勢いで魔力を吸われていくのが分かった。ともすれば魔力が暴走し、根こそぎ持って行かれそうになる。

　クロノスは黒く燃えさかる切っ先で魔族を見み据すえた。

「一気にカタをつける！」

　踏み出したのは同時。太い腕が風を切り、魔剣が唸うなる。

　爪つめと刃とが嚙み合ったのは、ほんの一瞬。

　──黒い炎が、魔族の腕をいともたやすく引き裂いていた。

《!?》

　魔族が弾かれたように飛び退のいた。肩まで両断された左腕が、霞かすみとなって溶とけ消える。

「案外脆いな。見かけ倒だおしか？」

《ッハ……ドウやラ甘く見テイタよウダ》

　魔族がそう嗤わらうなり、残る右腕が黒い炎に覆われた。

「っ……!?」

　背筋を走る悪お寒かんに急せかされるようにして、再度仕し掛かけた。爪と剣とがぶつかり合い──しかし今度は一方的に切り裂くことは叶かなわず、がきりと受け止められた。

「マジ、かよ……!?」

　この魔族、格が違ちがう……！　Ｓ級、いや、それ以上か……っ！

　炎と炎が相そう殺さいし合い、熱風が肺を炙あぶる。

「こ、の……っ！」

　剣を滑すべらせて爪を受け流すと、牛の頭を狙ねらって切っ先を一いつ閃せんさせる。

「ッ、らァ！」

　相打ち覚かく悟ごで放った一いち撃げきはしかし、額の表皮を削けずり落とすにとどまった。今や魔族の全身が薄うすい炎の膜まくに覆われ、防ぼう御ぎよ力も格段に上がっている。

「クソが……！」

　クロノスの体勢が崩くずれた隙すきを逃のがさず、脇腹目がけて膝ひざが放たれた。

　肘ガードの上から重たい一撃をまともに食くらって、骨がみしりと嫌いやな音を立てる。

「ッ、う……！」

　どうにか踏ふみ堪こたえると、右下からすくい上げるような斬ざん撃げきを放った。黒い切っ先が魔族の硬皮を逆ぎやく袈げ裟さに削る。

《ッハ、面おも白しろイ！》

　二条の軌き跡せきが閃ひらめき、爪と剣とが再びがきりと交わった。

《我ト渡わたり合エル者が居ヨウトハナ。ダガココデ果テルガイイ、人ノ子よ……！》

「人の子、か……」

　クロノスは皮肉な笑みを刻んだ。

「おかしな言い草だが、人外のおまえにそう言ってもらえると、ちょっと安心するよ」

　クロノスは北方は緑深い山間、【精霊の森】と呼ばれる聖なる地に生まれた。

　両親はなく、記き憶おくもなく、覚えているのはどこまでも続く森と、精霊たちのさざめき、そして唐とう突とつに差し込んできた光の眩まぶしさと、ひどく驚おどろいている村人たちの顔だ。

　当時五つほどだったクロノスは、村人たちに保護され、崇すう拝はいと、ほんの少しの畏い怖ふを浴びながら成長した。

　──これは精霊の子だ、勇者の器うつわだ。世界を救うためにお生まれになったのだ──

　信心深く温かい人々に囲まれながらも、自分は一体何者なのだろうと、いつも行き場のない寂さびしさがついてきた。

　だから勇者となって旅立った。この身を世界のために使うことこそが己おのれの宿命なのだと、幼くして覚悟を決めていた。

　──そしてある時を境にこの身に宿った、異い端たんの力。自然の理ことわりから外れた第五の精霊を使役する術すべを手に入れてから、その覚悟はますます毒のようにクロノスの身体からだに染しみこみ続けた。

　人にはない境きよう遇ぐうに生まれ、人にはない力を持つこの身を、いつもどこか持て余していた。一人ならば、どんな無茶な戦い方を己に強しいても良かった。この身が世界の平和の礎いしずえになるのなら、いつどこで果てても構わないと思っていた。

　だが──

《終ワりダ！》

　クロノスの眼前、ずらりと並ぶ牙きばが覗のぞいた。目に見えない粒りゆう子しが集まり、空気が歪ゆがむ。

「ッ、チ……！」

　避よけることの叶わない至近距きよ離り。クロノスはとっさに、眼前で開かれた喉のどの奥、その深しん淵えんに左腕を突つっ込んでいた。

《!?》

　刹那、衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつする。

「ッ、ぐ……！」

　魔族の口からぼたぼたと黒い液体が滴したたった。

《ガ、ア……！　馬ば鹿かナ……！》

　痙けい攣れんする喉から、クロノスはずるりと腕を引き抜いた。引きつる唇くちびるに笑えみを刻み、食いしばった歯の間から低い呻うめきを押し出す。

「生憎あいにく、まだ死ねねぇんだ。なにせ手のかかるお嬢じようさまが三人もいるんでな……！」

　左腕はずたずたに削そがれている。それでも丸ごと持って行かれなかっただけマシだ。

　脂あぶら汗あせが滲にじむ顔を歪めて、クロノスは吠ほえた。

「これでおあいこだな！」

　二つの炎ほのおが黒い軌跡を描えがく。ぶつかっては切り結び、離れてはまた幾いく度どもぶつかり合った。互たがいの命を削り合うような斬撃の応おう酬しゆう。

「ッ……！」

　血が飛し沫ぶく。魔剣の一振ふりごとに、傷口から魔力が流れ出していく。ばちばちと黒い火花が散り、剣を覆う炎が褪あせ、かき消えそうになる。

　だが満身創そう痍いなのはあちらも同じだ。クロノスと同じく左腕を失い、顎あごは裂さけ、鋼はがねのようだった体表は今やあちこち剝はがれ落ちている。

《コ、ノ……人間ゴトキガァァァ……！》

　突とつ如じよとして、雄お牛うしが角を振り立てた。逞たくましい全身にぐっと殺気が滾たぎり──

　クロノスを優に凌しのぐ巨きよ体たいが、黒い塊となって突っ込んできた。

「ッ！」

　とっさに剣を立てて受ける──が、持ちこたえたのはほんの一いつ瞬しゆん。雄牛のごとき突とつ進しんに吹ふき飛ばされ、背中から岩に叩たたきつけられる。

「っ、が……！」

　四し肢しから力が抜け落ちた。視界が明めい滅めつし、魔剣の炎が揺ゆらぐ。魔力が底を尽つきかけている。ライアとシルフィーを守る結界も、もう長くは保たない。

「っは、ぁ……！」

　かすんだ視界、覆い被かぶさるように黒い影かげがそびえた。

《終ワりニシテやル！》

　耳まで裂けた口が、衝撃波を放とうと顎あぎとを開き──刹せつ那な、二つの風が逆巻いた。吹き荒あれた烈れつ風ぷうが、魔族の放った衝撃波を相殺する。

《ッ!?》

　怒いかりに燃える目が捉とらえたのは、真っ直すぐに手をかざしたミアの姿だった。

「それ以上あたしの下僕を傷つけてみなさい！　切り刻んでミンチにしてやるわ！」

　魔族の目が面白そうに細められる。

《面めん倒どうダ。アノ小こ娘むすめかラ地じ獄ごくニ送ッてヤロウ》

「ッ……！　てめぇの相手は俺だ、化け物！」

　ミアへと大きく踏み出す魔族、クロノスはその喉のど元もと目がけて魔剣を一閃させ──

　──ぎらりと、血のように光る両眼と目が合った。

「！　しまっ……！」

　まるで読んでいたように牛頭が沈しずんで大おお振ぶりの一撃を軽々と躱かわしたかと思えば、黒い手に顔を摑つかまれる。身構える暇ひまもなく、がつん！　と割れるような衝撃が頭ず蓋がいを揺さぶった。

「ッ、[image: あだくてん]……！」

　執しつ拗ように、残ざん虐ぎやくに、岩に何度も何度も側頭部を打ち付けられ、手から剣がこぼれ落ちる。遠くミアの悲鳴が聞こえる。

　力を失ったクロノスを、魔族は壊こわれた玩がん具ぐでも捨てるかのように放ほうり出した。

「ッ、ぐ……」

　クロノスは剣を拾おうともがき──凶きよう爪そうがその脇わき腹ばらを貫つらぬき、岩へと縫ぬい止めた。

「っが……あ、ぁぁっ……!?」

「下僕っ！」

《イいザマだナ》

　まるで水みな底そこにいるかのように声が遠い。意識が薄れ、傷口から魔ま力りよくが流れ出していく。

　それでも震ふるえる手で、太い腕を摑んだ。まだだ……まだ、くたばる、わけには……！

《止とどメダ！》

　クロノスの眼前、魔族の口が地獄の釜かまのごとくがぱりと深淵を覗かせる。

　……まだ、ダメだ……俺が、あいつらを、守らなきゃ……

　かすむ視界の隅すみ、ついに赤く燃えさかっていた結界がかき消え──

「おおぉおおおぉおおッ！」

　火の粉を裂いて暁あかつき色いろの影が躍おどり出た。

「ッ、ライア!?　よせ……！」

《小こ賢ざかシイ！》

　魔族が首を巡めぐらせ、無む謀ぼうにも身一つで突っ込んでくるライアへと標的を変える。

「無茶だライア、やめろ……！」

　クロノスが嗄かれた喉で吠えた、瞬間──ライアの背後から、まるで夜明けの空をさし染める朝日のように、一条の光が走った。

　魔族の右眼に突き立ったそれは、白銀の矢──

《グギャァァアァァアア!?》

　怖おぞ気け立つような叫さけびが上がり、衝撃波が霧む散さんする。

「シルフィー……！」

「今です、ライア！」

　二の矢とともに放たれたシルフィーの叫びに、疾しつ駆くする少女が応こたえる。

「覚悟しろ、魔族！」

《グゥゥ……！　虫ケラどモがァァ……！》

　魔族がライアを爪つめに掛かけようと身じろぎ──クロノスはその腕うでを抱だき込んだ。

《ッ……こノ死ニ損ぞこナいガ……っ！》

「っ、く……！」

　爪が新たな内臓を傷つけたのか、口の端はしから熱い錆さびが噴ふき出す。それでも離はなしはしなかった。

「おおおおおおッ！」

　ライアの伸のびやかな肢し体たいが、美しい獣けもののように地を駆かける。

　魔族が角を振ふり立てて正面から迎むかえ撃うとうとし──両者がぶつかる直前、ライアの軌き道どうが変わった。直角に折れ曲がり、魔族の横を風のように駆け抜ぬける。

《ッ!?》

　魔族の眼が捕ほ捉そくした時には、細い足が岩を蹴けりつけ、ライアははるかな高みへと跳とんでいた。美しい肢体が空中に躍おどり──

「っ、らぁぁああぁぁぁああ！」

　鉄の表皮が剝がれ落ちた、魔族の眉み間けん──そのほんのわずかな隙すき間まを、狙ねらい違たがわずライアの剣が深々と貫いた。

《グオ、オォオォオオ……ッ！　ヴオオオオオオオオオオ！》

　魔族が狂くるったように頭を振り──その全身から黒い嵐あらしが吹き荒れる。

「く、ぅっ……!?」

「きゃ……!?」

　シルフィーが木に叩きつけられ、ライアが振り落とされる。凄すさまじいまでの風圧に、クロノスもたまらず跳はね飛ばされていた。

《[image: オだくてん]オ[image: ォだくてん]……、ォ……！》

　眉間に剣を、全身に矢を突き立てた歪いびつな獣が、ライアへと向き直る。

「っく……こっちだ、牛野や郎ろう……ッ！」

　クロノスは骨が軋きしむのも構わず剣を摑んだ。傷口から血が溢あふれ、ばちばちと黒い火花が舞まい始める。

「っ！　ダメだ、クロ！」

「ご主人さま、もう魔力が……！」

　遠く悲鳴のような声が聞こえる。

　呼吸するだけで全身に激痛が走る。それでも剣を頼たよりに立ち上がった。

　俺が守る、絶対に守り抜いてみせる……あいつらには指一本触ふれさせねぇ……！

《オオ……ヴォ……》

　狂おしく燃える真っ赤な目がクロノスを貫き、その隻せき腕わんがぐぅっと盛り上がった。

「来い、来やがれ、やってやる……一撃で仕留めてやる……！」

　心しんの臓が脈打つ。剣が残るわずかな魔力を吸い上げ、黒炎を噴き上げようと火花を散らし──

「させないわ！」

　クロノスの前に小さな影が躍り出た。

「ミア！」

　ミアの剣が鞘さや走ばしり、青ざめた唇から祈いのりが放たれる。

「お願い精せい霊れいたち、力を貸して……っ！」

　──あの化け物に正面から戦いを挑いどむつもりか……!?

「無茶だ、よせ……！」

「うるさい！」

　ミアは小さな両手で柄つかを握にぎりしめ、身を振り絞しぼるように吠える。

「今度はあたしがあんたを守るんだ！」

　刹那、凄すさまじいまでの旋せん風ぷうが舞まい上がった。四色の粒りゆう子しが渦うずを巻き、鋼の刃やいばが光の帯と化し──その鮮せん烈れつな輝かがやきに目を奪うばわれる。

「精霊、剣……！」

《ヴォォオォオオオオオ!!》

「来なさい、化け物！」

　吠え猛たける魔族を、小さな勇者が迎え撃つ。

　剣と爪とがぶつかり合い、白と漆しつ黒こく、二色の火花が荒れ狂った。

「っ、ふ……！」

　力の差は圧あつ倒とう的てきだった。小さな身体からだが黒い嵐に翻ほん弄ろうされる。そのたびにミアの剣が苦しげに瞬またたいた。

　まだ精霊剣の精度が甘い……！

「ミア、退どけ！　俺がやる！」

「ダメよ！　あんたの力は借りない！」

　ミアは魔族の猛もう攻こうをかろうじて受けながら、嗄れた声で叫ぶ。

「それ以上魔力を使ってみなさい、死んでも許さないから！」

「ッ……！」

　クロノスは目を見開いた。ミアはこれ以上魔ま剣けんを使えば、クロノスの生命力魔力が尽きることに気付いているのだ。

「っく、ぅ……！」

　魂たましいを削けずるような剣けん戟げきの音が響ひびく。ミアは痛いとも苦しいとも叫ばず、ただ一人、細い腕で異い形ぎようの魔族に立ち向かっていた。歯を食い縛しばり、誰だれに助けを求めることもせず──その姿が、ベッドの上で咳せき込む幼い少女の姿と重なり──クロノスは嗄れ果てた喉のどで吠ほえていた。

「ミア、一人で戦うな！　俺がいる！　俺を信じろ！」

「っ……！」

「俺は死なない！　おまえを一人にはしない──頼たのむ、おまえの力を貸してくれ！」

　ミアが息を吞のみ──直後、魔族が爪を振り抜いた。

「きゃ……っ!?」

　小さな身体がはね飛ばされる。

「ミア！」

　クロノスは己おのれの剣をかなぐり捨てるや地を蹴った。

　唇くちびるを嚙かんで強大な敵を睨にらみ付ける少女の前に、魔族が迫せまる。その爪が振りかざされ──

「──、けて……」

　ミアの喉から、振り絞るような叫びが迸ほとばしった。




「クロノス、お願い、助けて──！」




　ミアが剣を放り上げ、瞬間、凄まじい光が渦を巻き、刃が白銀のきらめきを宿した。

「ッおぉぉおおおぉおおおぉおっ！」

　クロノスはミアの横を駆け抜けざま、光の剣を摑み取った。闇やみに蝕むしばまれた身体に、温かな力が流れ込んでくる。

（これが、ミアの魔力……──！）

　骨が軋み、全身が悲鳴を上げるのも構わず疾しつ走そうする。

「死に晒さらせぇぇぇええええええっ！」

　咆ほう哮こう、斬ざん撃げき。

　光と闇、二つの力が雷らい条じようとなって交こう錯さくし──光の剣が、凶きよう爪そうごと魔族を薙なぎ払はらっていた。

《オ、オォオオオ……ヴ、ォ……オォおォオ、ぉオォオ[image: ォだくてん]、[image: おだくてん]、ォ……！》

　耳をつんざくような絶ぜつ叫きようは、鳴き絞るような断末魔へ。

　黒い陽炎かげろうの中、魔族が亡ぼう霊れいのように隻腕を伸ばした。

　裂さけた口から血の凍こおるような呪じゆ詛そが垂れ流される。




《覚エテ、オケ、勇者タチ、ヨ……我ガ同どう胞ほうが、必ズヤ、貴様ら、ヲ……ォォ……！》




　巨きよ体たいが黒い雪のようにほどけ、やがて一いつ片ぺんも残さず溶け去った。

「やっ、た……」

　ミアがかすれた声で呟つぶやき──それを認めた瞬間、クロノスの身体がぐらりと傾かしぐ。
















「！　クロちゃん！」

「クロ、しっかりしろクロ！」

　横様に倒たおれ込んだ身体に、何本もの手が取りすがった。左ひだり腕うでと脇わき腹ばらから血が流れ出し、残るわずかな魔力を黒い火花が食い散らす。

「ダメです、このままじゃ魔力を全部吸われて……っ！　ご主人さま……！」

「下僕、食べて！　食べなさい！」

　口に薬草がねじ込まれるが、咀そ嚼しやくする力さえ残っていなかった。

「ねえ、聞こえないの!?　言ったでしょ、死んだら許さないって！」

　死なねぇって。俺が死んだら、誰がおまえらのおやつ作るんだよ。そう笑ったはずが、声にならなかった。

　薄うすれていく視界の中で、ミアの顔が歪ゆがむ。

「死んだらだめ！　いやよ、死なないで！　お願い！　クロノス……！」

　ミアが声を震ふるわせ、やがて何かを決意したように薬草を口に含ふくみ──ああ、ばか、苦いの苦手なくせに……などとぼんやり思いながら、クロノスは意識を手放した。
















　　　エピローグ







　それから数日後。一行にはいつもどおりの日常が戻もどっていた。

「クロ、早く、早く！」

「そう急せかすなよ。薬草は持ったのか？　装備は？　ステータスは確かく認にんしたか？」

「あんたこそ、傷はもういいわけ？」

「おかげさまでな」

　街かい道どうを歩きながら、クロノスは服の上から脇腹をさすった。

　クロノスが気を失った直後、ベルに持たせておいたエリクサーが功を奏して一命を取り留め、村の人々が施せ療りよう院に運び込んでくれたらしい。

　一行が旅立つ前、村人たちは憑つき物ものが落ちたように穏おだやかな顔で見送ってくれた。

『ありがとうございました。何とお礼を言ったらいいのか……この村も、ほどなくして元の姿に戻るでしょう』

　村長が深々と頭を下げ、ギルド職員の少女がミアの手を握ってぽろぽろと涙なみだをこぼした。

『ありがとう……本当にありがとう……』

　結果的にあいつら、本当に村を救っちまったんだよなぁ……

　クロノスは頭を搔かいて、ふとベルを見上げた。

「ベル。エリクサー、ありがとな。おかげで助かった」

「えーっと、余計なことをしてしまった気がしないでもないです……」

「何が？」

「あははー」と誤ご魔ま化かされて、首をかしげる。

「しかし、あのクラスの魔族でも神器を持ってないとなると、一体どこにあるんだかな」

「案外、思いがけないところにあるかもしれませんねぇ」

　のんきなことを言っていたベルが、ふと真しん剣けんな表情をして呟いた。

「でも、これでミアちゃんたちにバレちゃいましたね。ご主人さまの正体」

「……そうだな」

　なにせＳ級以上の魔族と渡わたり合ったのだ。これで信じないとしたらどうかしている。……勇者として認められるのをずっと望んでいたはずなのに、今の関係が崩くずれてしまうのはどこか寂さびしい気もするが──

「ま、これであいつらも少しは俺を見直すだろ。何せ命の恩人だからな！」

　ふふんとふんぞり返るクロノスを、シルフィーがひょいと覗のぞき込んだ。

「それにしても、クロちゃん」

　きらきらと光る薄うす紫むらさきの瞳ひとみに覗き込まれて、クロノスはむずかゆくなった。

　ああ、くるぞくるぞ。『伝説の勇者って、本当だったのですね！』って──

「あんなに強い魔族から、よく逃にげ延びてくれましたね！」

「……は？」

　その意味を吞み込む暇ひまもなく、今度はライアがばんばんと背中を叩たたいてくる。

「がんばったな、見直したぞ！　クロの逃げ足は天下一品だ！」

「逃げ足!?　い、いやちょっと待て、どういうこと!?」

　うろたえるクロノスの肩かたに座って、ベルが「あー」と頷うなずく。

「結界のせいで、ご主人さまが戦ってるところ、ぜんぜん見えてなかったんですね～！」

「はあああ!?　いやいや待って待って!?　俺すげぇ奮ふん闘とうしたよ!?　あの化け物を相手に、切った張ったの大立ち回り──やめてそのはしゃぎ回る子犬を見守るような目！」

　う、噓うそだろ!?　やっと名めい誉よ挽ばん回かいできたと思ったのに！　やっと勇者だってこと信じてもらえたと思ったのに……！

「あっ！　で、でもトドメの一ひと太た刀ちはさすがに痺しびれたろ──!?」

「なんかすごい光っててよく見えなかったけど、ミアの魔法に感謝するんだぞ？」

「うぉぉおお俺の活かつ躍やく一いつ切さい認識されてねぇじゃねーかぁぁああ！」

　頭を抱かかえようとして、亜あ麻ま色いろの髪かみが視界に入った。そうだ、こいつなら……！

「ミア！」

　振ふり向いた先で、ミアは不ふ遜そんに腕うでを組み、

「そうね。あんたが大活躍する夢なら見たわね」

「くっそぉぉぉぉおお！」

　崩れ落ちるクロノスの肩を、ライアが叩く。

「あの時死にかけたクロを見て思ったんだ。やっぱりクロのこと放ほうっておけないって！」

「ペットを守るのも、飼い主の務めですからね！」

「だからペットじゃねぇって！　俺は──」

　軽かろやかに街道を行く背中に叫さけびかけて、クロノスは続きを吞み込んだ。

　ミアが意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「いつもの、言わないの？　『俺は勇者なんだー！』って」

　クロノスはがしがしと頭を搔くと、ため息と共にぶっきらぼうな声を零こぼした。

「勇者はおまえらだろ」

「……どういう風の吹ふき回し？」

　怪け訝げんを通り越こして不気味そうにしているミアから顔を逸そらしながら、クロノスは森での一戦を思い出していた。この少女たちは異形の魔ま族ぞくを前に一歩も退ひかなかった。彼女たちを突つき動かしていたのは、あの村の人々を救いたいという強い意志、ただそれだけだった。

　──あの時、あの戦いで、彼女たちは間ま違ちがいなく勇者だったのだ。

　黙だまり込んだクロノスを見て、ミアがふふんと鼻を鳴らす。

「やっと認める気になったみたいね」

「……おまえこそ。あの時、初めて呼んだろ。俺の名前」

　今度はミアがふいと顔を背そむけた。

「さあ？　何のこと？」

「呼んでみろよ、もう一回」

「いやよ。覚えてない」

「噓つけ。俺が気絶する前にも呼んでたよな、確か。……あ、そういえばおまえ、あの時薬草食べてなかった？　苦手だったんじゃ──」

「う、うるさいッ！」

　ミアは小さな猛獣のごとくクロノスを睨にらみ付けた。その顔は真っ赤に染まっている。

「あのね！　勘かん違ちがいしないで！　あんたはあたしたちの犬なの、奴ど隷れいなの、下僕なの！　下僕の分際で口答えするんじゃないわよ偉えらそうに──けほっ！」

「っと……どうした、寒いか？　今日は少し風が強いからな」

　クロノスはマントを脱ぬぐと、もこもことミアに巻き付けた。ミアがむっつりと呟く。

「違うの、むせただけよ。あんたが変なこと言うから……」

「いや、油断は禁物だ。まさか風か邪ぜじゃないだろうな。普ふ段だんからちゃんと栄養摂とらないから……」

「……ねぇ」

「あ？」

「心配しすぎ」

「何言ってんだ。しすぎどころか、し足りないくらいだ。おまえは甘えるのが下手だからな。……もっと甘えてくれていいんだ。俺はおまえの下僕なんだから」

　ため息を吐つきつつ、ミアの額を小こ突づく。

「一人前の勇者になりたいなら、まずは甘えることを覚えろ。それがおまえの課題だ」

「っ、なによ、それ」

「ああ、でも──」

　クロノスは手を伸のばすと、亜麻色の前まえ髪がみをくしゃりと撫なでた。

「あの時、助けてって言えて、偉かったな」

「……っ！」

　鳶とび色いろの瞳が見開かれ──

「な、何言ってんの!?　そんなの知らないし！　あんたこそ変な夢でも見たんじゃない!?　そんなありえない夢さっさと忘れなさいよ、ばかじゃないの!?」

　一気にまくし立てると赤くなった頰ほおをマントに埋うずめ、すたすたと早足で去ってしまった。

「そうよ、夢よ夢！　あれは夢なんだからっ！　じゃなきゃ、あいつがあんな……っ！」

　風に乗って、そんな微かすかな呟つぶやきが聞こえてくる。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶかな」と見送るクロノスに、ベルが呆あきれたように口を開いた。

「ご主人さま、過保護っぷりに拍はく車しやがかかってません？」

「え、何が？」

「無自覚なんです!?　まったく……いいんですか？　これじゃ下僕のままですよ？」

　ベルにぺちぺちと頰を叩かれて、苦く笑しようしつつ頭を搔く。

「ま、正体がバレてないほうがなんだかんだ都合がいいしな。こんな地味で報むくわれない役回り、正直やってらんねーと思ってたけど……あいつらの楽しそうな顔を見るのも、そう悪くないかなって」

　クロノスは浅く息を吐いて苦笑した。俺もヤキが回ったもんだ。一人旅の方がずっと楽だと思っていたのに……もうちょっとだけ、あいつらの下僕に甘んじてやっていてもいいかな、なんて……

「でも、もう無茶は禁物ですよっ!?」

「ああ。結局死にかけて、散々心配させちまったしなぁ」

「……の割に、なんだか嬉うれしそうですね？」

「そうか？」とすっとぼけながらも、クロノスは魔族との最終局面を思い出していた。

　本来ならば命を賭として守り導くはずの少女たちに救われた、あの瞬しゆん間かん──へっぽこだとばかり思っていた勇者たちが、魔族に一いつ矢し報い、一太刀浴びせ、そして精霊剣ミラージユ・エツジを呼び覚ました時、自分は確かに高こう揚ようしたのだ。……そして何より、心配してくれる誰だれかがいるという初めての感覚が、ちょっと新しん鮮せんでくすぐったい。

「さーて。三人娘むすめのレベルはどれくらい上がったもんかな。なにせＳ級魔族を倒たおしたんだ、レベル40は堅いだろ──って……ええええ!?」

　冒ぼう険けんの書を開いたクロノスの目に飛び込んできたのは、ライア10、シルフィー10、ミア９という驚きよう愕がくの数字低レベルだった。

「なんで!?　どうして!?」

「もしかして、ご主人さまがトドメをさしたから、ご主人さまの冒険の書に経験値が入ってしまったのでは？」

「!?　そうか、しまった……！」

　クロノスは絶句した。腰こしに下げたもう一冊──自分の冒険の書を開き、相変わらず『レベル１　むらびと』の表記を見てがくりと肩を落とす。

「お、俺が経験値稼かせいでどうすんだよっ……！　俺はカンストしてるからこれ以上ステータスは上がりようがねぇし、そもそも冒険の書だってバグってるから意味ねぇしっ……！　せっかく魔ま王おう城に近づいたと思ったのに……！　あれ？　でも──」

　分かれ道をどっちに行こうか相談しているミアたちを、ベルが手招く。

「みなさん、ご主人さまから重大発表がありますよ～！」

「えー、なになに!?」「気になりますねぇ」「忙いそがしいんだから早くしてよね」

　それぞれの表情で見上げてくる三人を前に、クロノスはごほんと咳せき払ばらいし、

「えー、このたび、パーティーランクがＥからＤに上がりました」

　のどかな街かい道どうに、わあっと歓かん声せいが沸わく。

「やりました！」「これでこそ救世主だわ！」「がんばった甲か斐いがあったなー！」

　ハイタッチする少女たちを眺ながめながら、クロノスは目を細めた。こいつらの覚かく悟ごが村を救ったのは事実だ。ま、こいつらのがんばりが認められたってことかな──

「これでもういつでも魔王を倒せますねっ！」

「いやいや、まだ無理だからな!?」

「そんなことないぞ！　やってみたら以外といけるかもしれない！」

「そんなスポーツ感覚で!?」

「よーし、行くわよ！　いざ、魔王城へっ！」

『おーっ！』

　三人が声を合わせて、高々と拳こぶしを突き上げ──

「……それで、魔王城ってどこにあるんでしょう？」

「その前に、まずは三つの神器を集めないとダメですよ～！」

「そっか！　クロ、今こそ出番だ！　ここ掘ほれわんわん！」

「できねぇよ！」

　三勇者の立ち直りは早かった。

「じゃあまずは神器探しの旅だな！」

「それまでは日々冒険です！」

「まだ見ぬ世界が、あたしたちを待っているのね！　いざ！」

『魔王を倒すその日までーっ！』

　元気にジャンプする三人の背中を眺めながら、クロノスはやれやれと苦笑した。

「ったく……相変わらず、人の言うこと聞かねぇなぁ」

「そうですかねー？　ご主人さまの声、案外届いてるかもしれませんよ？」

「そうかぁ？　ま、今月中にＤランクって目標は果たせたからいいか──って、いやいやいや！　あいつらはへっぽこな上に命知らずなんだから、来月にはＣ、いやＢランクを目指して……！」

　と、ぶつぶつと呟くクロノスを見ていたベルが噴ふき出した。

「何だよ？」

「いいえ！　やっぱりミアちゃんたち、まだまだご主人さまのサポートが必要なようですね！」

　クロノスははしゃぐ三人娘を見み遣やって、小さく笑った。

「……そうだなぁ。あの魔族も、穏おだやかじゃないこと言ってたし。先は長いが、まぁ、ぼちぼちやってくか！」

　天に向かって大きく伸びをするクロノスに、もはや耳慣れた台詞せりふが掛かかる。

「下僕、荷物持ちなさいよ！　落としたりしたら承知しないからねっ！」

「クロちゃん、日ひ傘がささしてくださいな？」

「三時のおやつも忘れるなよーっ！」

「はいはい、おおせのままに、お嬢じようさま！」

　クロノスは荷物を担かつぎ上げると、三人の背中を追った。




　　　　†　†　†




　そんな彼らの様子を、天界から見守る影かげがあった。

「ふふ。クロノスちゃん、いい顔するようになったなぁ」

　空に浮うかぶ白はく亜あの宮きゆう殿でん。女め神がみは透き通る泉を覗のぞき込みながら微笑ほほえみ──ふいに琥こ珀はく色の瞳ひとみが真しん剣けんな色を浮かべた。

「でも、これからが大変だよ。クロノスちゃん、どうかミアちゃんたちを……そして世界をお願いね」

　賑にぎやかに街道を行く四人組。

　四人の勇者たちの旅は、まだ始まったばかりだ。







　　　あとがき







　はじめまして、もしくはお久しぶりです。琴こと平ひら稜りようです。

　このたびは『イチから始める最強勇者育成』をお手にとっていただきまして、誠まことにありがとうございます。

　本作の内容を一言でまとめますと、

　最強勇者「頼たのむから……育成……させてくれ……！（土下座）」

　というわけで、最強勇者がへっぽこお嬢じようさまたちを一流勇者に育てたいファンタジーコメディです。主人公がすごく苦労しています。だいたい女神のせい。

　四人の勇者たちが織りなすゆるふわ冒ぼう険けん譚たん、肩かたの力ちからを抜ぬいてまったり楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　早速ですが、謝辞に移らせていただきます。

　打たれ弱い私をいつも絶ぜつ妙みようなタイミングで励はげましてくださる担当さま。今回締しめ切きりを本当にぎりぎりまで延ばしていただいたのですが、「締こ切こは私が食い止めます！　その間に、早く原げん稿こうにトドメを……！」「担当さん……っ！」みたいな熱い展開をリアルに体感いたしました。改かい稿こうの嵐あらしを乗のり越こえて出版にこぎ着けるたびに、盟友と書いて《とも》と読む、そんな気分に（勝手に）浸ひたっております。いつも本当にありがとうございます。

　また、すばらしいイラストの数々で作品に命を吹ふき込んでくださったれい亜あさま。初めてキャラクターたちのラフを拝見した時、イメージ通り、いえそれ以上の愛らしさに衝しよう撃げきを受けました。今にも動き出しそうないきいきとした姿に何度萌もえ殺されたことでしょう。

　さらに、執しつ筆ぴつにあたってアドバイスをくださる同業の先生方、応おう援えんしてくれる友人、支えてくれる家族、この本に関わってくださったすべての方々。

　そして何より、この本を手に取ってくださったあなたへ。

　本当にありがとうございます。

　駆かけ出だし勇者の三人娘むすめはもちろん、最強を自じ称しようしているはずの主人公もまだまだ未熟ですので、彼らの冒険と成長を見守っていただけたら幸いです。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。


琴平　稜












イチから始はじめる最さい強きよう勇ゆう者しや育いく成せい




毒どくの沼ぬまを泳およいで渡わたる彼かの女じよたちを勇ゆう者しやにするのは間ま違ちがっているだろうか







琴こと平ひら 稜りよう





[image: ]





平成27年6月25日　発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/





(C)Ryo Kotohira, Reia 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『イチから始める最強勇者育成　毒の沼を泳いで渡る彼女たちを勇者にするのは間違っているだろうか』

平成27年6月25日初版発行















item/image/cover.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
EiE
OTLVED &S

FE2UERBT 7 VY I TRERES
BE[BE Y DEHRITTE 21—,
FE1—LER. IHTAFHSIE
Y U—XTEEEELTL
Y, BBIEDICEIFE LADET
BEIEBCREDITE w0 ‘
EHMEOEARE, BHIET—H
BUPLDEVEDA VBED RS
NS ERE, HODHEERTDR
AT, LREULBHEEWETNEE
VT,

ASAB NV
AN=THAY  BREAVI+FIIIVLY (LYNTIST492)





item/image/p039.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-0012.png





item/image/gaiji-0013.png





item/image/p195.jpg





item/image/p150.jpg
‘%Eh‘B‘)"fiE‘C‘EBﬁB%ﬂ’&‘Dl?éCC[C LrE!
HREROEHE CG)A’—D7%=€Clt3’hﬁ®1ﬁ%ﬂ%’)<%’whﬁ— !

Mﬂ
ABRHUDDBF ZD)\A I—ERELT OBhBCEDNBY

gLE!

FT. SOBEXOL! FoTIRSKITTE!

THERIEHMENIEN.

RIS KEQRILHENNE.

Uo<KWLEWE =T LTROTFH IR !

Bl ’)Dh‘}%ﬁ%lc:thlﬁhlCEn‘CC\TI:'/‘J‘B\ BNl EELR.

ZnIcLT®H. ~OEDEER. 8%, l??'*’ﬂ)’)’ﬁ%l%?t:&b‘b

ICLTHeB, S T<IEDMI. HEHEEPEBILST #wEEOTS
e <g<ITD IR, BEHE<T, HOny YT VBBELTT

BhbhEECELE! He /ONEIT TshVRFRTIB!

M
Z2350A HOFREENTAHEVE. —ApEHUL TRNIGD

oHHLNIEN. EPCBJVJ4—&]!|0)$‘C*EE%’:0)%&}E’ETE’H& (Wi}

Ho0BFE T FOFTEREOEBLET! HOREBTOBIE

PoTHDIT ELH! !#\

\ s

@bﬁ%%b(%ﬁ?é%—! >






item/image/p267.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/p227.jpg
Side, > N N
Ho. R /
= gm’ﬁfﬂﬁlrfgjsig\

o)ﬁ-ﬁgﬂfﬂl \ 7_:/]\‘:_(

1fii’60)ﬂﬁ‘%?ﬁ‘ﬁ‘t:’)h"(k EER A, =MALR)FL 1,

B Y 0 g R 7n%«a/m\aé%wif:v%';‘.,%%&h‘i
L7, #i;i?ﬁmé:%ﬁit%‘&bht:@bt( LEbA i Bt
iz, 2 LdosFeat s, RAEFT DIEFHo(z,
?&:L‘ﬂL?‘:%EﬁﬁU&ﬂ?«)T ------ ' bb. EHTEL 74— 4

LEEEL AR TUBRL AT ]

------ He, f‘/]\@?l%‘l'aET&?D%»‘GA,U))%??"%‘]C?\T5§

7, Eo‘%%/ﬁ;‘%éﬁ/ﬁ:ﬁ%éicti5?##:10 EIVIR o sm
LTLlss,
FHUILTY, iTlifh‘.s‘i/\,m:?’a»‘e/\,t:'f%bf:#%%ﬂ brok

HLOTHIFh &, ab@%ji&c&’{;')&i?ﬁ ﬂf&n%f@%’&‘%
L:%éhké;ﬁ‘htm:tiv“a<')L‘f:Li L.7z5
%JL%;\L/:MD%«'?M:L‘ 57’m~w§’k‘ﬁ“ﬁat:&-cf<héﬁ\%
LhgtAimn, b7 LR 747 Tie, OL‘-L‘#)WJ‘LTLﬁw)%'(*
So A Co% %y SNEMDI 7 T s £t

------ 78504024, i?@i&it@$¢%%%%%%€ki?%w
WL LREEAA .
3T, /ﬁ;‘i&%‘%@éﬁiﬁi@ia'ﬁ# LB oN—77 4 ¢y,

;@hﬂ‘f:f:‘%iuim






item/image/logo-fan.png





item/image/p269.jpg
Side. I 5>
[Zrt4s ,
T

=/IL7«—l:??mSh‘cth:EB@Bﬁa"'atzﬂi"atr:h‘t"/;‘a

MEEEDHZZ IZLRS , onen. *S&at\ﬁ##tﬂ)’?éI?*éLT‘:('Co
‘F

HEIFFEEE ., ST =12 R ARIES HrL LSTESI+
¥, ﬁ'ﬁﬂeq%@q@@n A= T Tt TRT T pS——
Eh“"ﬁ%f‘:ﬂ%l:%ﬁttt*&wﬂ)vt\I‘hZS‘d’J{-LUﬂ)Jr?ao ------ TR
SLIDAEHLAYSS v, EO>T22EUntpiity

H—do B4kt 5E 8. Boyd o, &Aﬁ;l:iﬁtuml:tﬁao

§a1‘:<\'\t;*s&:'tf)(tl:da‘l‘:LT:*SEiEa'U%BS*&’?"‘/B"a‘/l:ﬁ
lﬂi)\u’:)fa?ht‘l#'h‘ll‘wtﬁtlﬂ)? :’Aﬁsl:f%f‘:"Sl*H:"‘;:‘co3‘,"("2
T IF>RE g venne Go< B BAL RSt remns STTILTAD S, &

TR ZoOAY, Fas‘:;‘il;%ﬁ:i;"h@m\um@Lu 5T
dﬁf:bm‘éﬂPEWL‘c(htm&ha SLONESEIIZLES, e s
x—y‘@ln:é’iito=;fr?1-_i‘7'c=,w7f—1‘:“fc\’;\i*c--l:t,cu&i@

BN T#Tho oy DNz T a'f/utﬁ\'I/‘L#"33§<+&‘71':§\h‘"?5o
Sk

------ h\Santl;%S:tﬂgﬁtn‘ctuuh\*@oShtT‘:"lﬁaa
S BCEEEFUhd g0 a1,






item/image/gaiji-0009.png





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　教えてやるよ、最強勇者への方程式ってやつをな──よし、まずは俺の話を聞け!?



		第二章　毒の沼で顔を洗ったりダンジョンで素っ裸になる冒険者なんて聞いたことねーよ!?



		第三章　時には誰かに助けを求めることも、勇者として大事な資質なんじゃないのかな？



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/gaiji-0002.png





item/image/gaiji-0003.png





item/image/gaiji-0004.png





item/image/gaiji-0005.png





item/image/gaiji-0006.png
6“4





item/image/gaiji-0007.png





item/image/gaiji-0008.png





item/image/p179.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/k002.jpg
S5 2 ORIEBELEH
WITE 3 AOIEEF






item/image/gaiji-0010.png





item/image/k001.jpg





item/image/gaiji-0011.png





item/image/k004.jpg
N, @/m
AONKHEE 507
NOEEIVIR FEFNINE LG W]

Y0 S O
\






item/image/k003.jpg
n

¢}

o
AuNS

-$¢74§Eﬂhﬂ0(

<N

S ‘ Bo SUTHTEN T
WE 1o . WcliBEr
BiEbalbaoEo

DRl ¢

(Bz. FECLRLEL, \






item/image/p097.jpg





